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EC
O

N
O

 FO
R

U
M

 21
N

o
.2

2
 M

arch 2
0
1

6

大阪都構想
特  集

ECONO 
FORUM 
2016

21

■ 関学経済の行事・ゼミ・教授・学生・卒業生を紹介
■ 経済資格発見！
■ エコゼミ旅行班
■ Cafe
■ エコゼミ委員会



	 	 No.22 March 2016 CONTENTS:
	 2	 巻頭言／田中敦
	 3	 特集　大阪都構想
	 	 「大阪都構想に賛成か反対か」では大阪問題は解決しない／林宜嗣
	 	 二重行政の問題と大阪都構想／吉田悦教
	 	 「大阪の成長戦略」を考える／入江啓彰
	10	 エコノフォーラム座談会
	 	 「大阪都構想とこれからの関西」
	24	 シリーズチャペル＜経済と人間＞
	 	 豊原法彦・高林喜久生・猪野弘明・山鹿久木・井口泰・新海哲哉・
	 	 林宜嗣・本郷亮・平山健二郎・栗田匡相・野村宗訓・藤原憲二
	36	 シリーズチャペル＜人間を考える＞
	 	 舟木讓・Timothy Dale Boyle・藤田友尚・田禾・古澄英男・神崎高明・
	 	 白井洸志・原田哲史・森田由利子
	45	 シリーズチャペル＜経済と倫理＞
	 	 井口泰・藤井和夫・西村智・山鹿久木
	49	 チャペル講話　卒業生を覚えて
	 	 充実した人生を！／田中敦
	50	 退任教授最終チャペル講話
	 	 思想の自由を守りましょう／Timothy Dale Boyle
	52	 基礎演習：論文一覧
	66	 研究演習Ⅱ：ゼミの総括と卒業論文一覧
	81	 経済学部懸賞論文
	82	 編集後記
	83	 経済学部棟の紹介

ECONO
FORUM

21
　2005 年、エコノフォーラム
は『エコノフォーラム 21』と
いう名前に変わりました。
　エコノフォーラムは、もとも
とゼミを中心とする経済学部の
活性化の「広場」でした。しか
し、10 年を経て、わたしたち
は 21 世紀の世界経済と日本社
会をもっと確実な「目」で捉え、
経済学部から新鮮な発想で社会
に向けて提言できれば、と考え
るようになりました。『エコノ
フォーラム 21』は新たな世紀
にふさわしく、学生と教員、さ
らには一般市民をも巻き込んで
様々な声が響き合う広場を目差
します。
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　就活が一段落して、４年のゼミ生と飲み会
を開いたときのことです。就活の様子を、彼
らに聞いてみました。
「就活で、圧迫面接ってあった？」
「もちろん、いっぱいありました。」
「大丈夫だった？」
「ゼミでの先生のツッコミに比べれば、大し
たことなかったです。」
「あら～（汗）」
　ゼミ生の説明はこうでした。圧迫面接は意
図的にやっているので、語調は怖くても内容
に無理があり、「これくらいなら論破できる
な」と内心思うことが多かったそうです。一
方、ゼミ発表についての私のコメントは研究
内容の本質を突くものが多く、その場での語
調は優しくても、後からじわっと効いてきて
怖いそうです。
　私がいつも本質を突くコメントを言ってい
るかどうかは別として、この話を聞いて「す
ばらしい！」と思いました。というのは、彼
らは人の話を冷静に聞いて論理的に考える力
を身につけて、就活などの実践で活用できて
いることになるからです。
　経済学部生には、もちろん経済と経済学を
学んで欲しいと思いますが、それと同時に物
事を冷静にみて論理的に考える力も是非修得
して欲しいと思っています。論理がどういう
ものかは、大学生であれば誰でも知っている
と思います。でも、知っていることと使える
こととは全く別です。とくに２、３行の短い
話ではなく、数ページ以上にわたる論文・レ
ポートや数十分の発表となると、全体の流れ
で筋が通っていないことがあります。
　たとえば、学生が今の銀行の問題点から今
後の経営戦略を論じる研究をしていたとしま
しょう。その学生はまず問題点について一生
懸命調べ、つぎに経営戦略について一生懸命
調べます。ところが、それぞれを調べている
ときに、この研究の全体の筋を考えていな
い。すると、本来は問題点を解決するよう
な経営戦略を考えなくてはいけないのに、指
摘した問題点と考えた経営戦略との間にあま
り関連性がないということになってしまいが
ちです。その学生も私が指摘すれば分かって

圧迫面接より厳しい教育
� 経済学部長　田中　敦

もらえるのです
が、指摘されな
いと気づかない
ことが多々あり
ます。
　このように論
理的にちゃんと
した議論を展開
することに加え
て、経済学部生
であれば経済学
の理屈を使って
論理的に考える
ことも重要です。たとえば、経済理論では直
感的なことと違う結論が導き出されることが
あります。有名なのは、「国民皆が貯蓄を増や
そうとしても増やすことができない」という
合成の誤謬でしょう。他にも、破綻した企業を
救うと事態が悪化することがあるとか、人々
が合理的に行動するとバブルのように間違っ
た結果が出ることがあるとかがあります。
　理論だけでなく、データに基づいた議論も
大切です。たとえば、日本は貿易立国である
と言われているのに貿易依存度と呼ばれる数
値は高くありません。異次元緩和で経済にお
カネがジャブジャブ出回っていると言われま
すが、実際に出回っているおカネは年３％ぐ
らいしか増えていません（マネーストック
M3、2013年４月～ 15年 12月）。日本にとっ
て貿易や異次元緩和が重要ではないと言いた
いのではなく、これらのことを議論するため
にはもっと深く知らなければいけないという
ことです。さらに、数値の大小を比較するとき
は統計的な検討が必要ですし、数値は平均だ
けでなく分散も大切な場合が多くあります。
　経済学部では、このように論理的に考える
ことや経済学を使って考えることを、日々の
優しくも厳しい教育を通して学んでいっても
らっています。『エコノフォーラム 21』はそう
いった学びの記録であり、そういった学生皆
さんに読んでもらいたい記事も学生や教職員
が書いています。発行にご尽力いただいた方々
に感謝するとともに、多くの皆さんに楽しん
で読んでいただけることを願っております。

巻頭言
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都
構
想

　

２
０
１
５
年
５
月
17
日
、
い
わ
ゆ
る
「
大
阪

都
構
想
」
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
大
阪
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
２
週
間
ほ
ど

経
っ
た
５
月
末
に
、
私
は
た
ま
た
ま
滋
賀
県
彦

根
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
彦
根
駅

か
ら
北
東
方
向
を
眺
め
る
と
、
１
キ
ロ
ほ
ど
先

に
「
佐
和
山
」
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
山
の
頂
に
は
か
つ
て
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に

お
け
る
西
軍
の
総
大
将
・
石
田
三
成
の
居
城
（
佐

和
山
城
）
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
本
丸
跡
に
立

ち
、
私
は
「
三
成
さ
ん
、
都
構
想
の
住
民
投
票

は
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い

ま
す
か
？
大
阪
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
ゆ
く

で
し
ょ
う
か
？
」
と
（
思
わ
ず
！
）
心
の
中
で

つ
ぶ
や
い
た
の
で
し
た
…
。

　

と
い
う
の
も
、
住
民
投
票
が
行
わ
れ
た

２
０
１
５
年
は
、
大
阪
夏
の
陣
（
１
６
１
５
年
）

の
４
０
０
周
年
、
す
な
わ
ち
大
坂
城
落
城

４
０
０
周
年
に
あ
た
る
年
で
す
か
ら
、
当
初
私

は
て
っ
き
り
、
反
骨
精
神
に
富
む
大
阪
人
を
奮

い
立
た
せ
る
た
め
に
、
す
な
わ
ち
大
阪
人
に

と
っ
て
の
辛
い
歴
史
を
改
革
の
テ
コ
に
す
る
た

め
に
、
あ
え
て
「
２
０
１
５
年
」
が
選
ば
れ
た

に
違
い
な
い
、
と
睨
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
そ
う
い
う
狙
い
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

日
本
史
が
大
好
き
な
私
の
単
な
る
妄
想
で
し

た
！

　

さ
て
、
本
誌
『
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
が

今
回
特
集
す
る
の
は
、
こ
の
大
阪
都
構
想
で
す
。

周
知
の
よ
う
に
住
民
投
票
で
は
「
反
対
」
が
「
賛

成
」
を
僅
か
に
上
回
り
ま
し
た
が
、
本
誌
は
賛

成
・
反
対
の
い
ず
れ
に
も
肩
入
れ
す
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
ろ
ん
国
民
の
一
人
と
し
て

特
定
の
政
治
的
見
解
を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
民
主
政
治
に
お
け
る
「
国
民
の
義
務
」
で

あ
る
と
さ
え
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
本
誌

は
、
可
能
な
限
り
、
政
治
的
中
立
を
守
り
、
学

問
的
議
論
に
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
本
誌
の
基
本
的
ス
タ

ン
ス
で
す
。

　

大
阪
都
構
想
に
は
多
く
の
論
点
が
含
ま
れ
る

た
め
、
単
純
に
賛
成
・
反
対
と
割
り
切
っ
て
し

ま
え
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
個
々
の
論
点
を
細
か
く
丁
寧
に
、
冷
静
に

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

そ
も
そ
も
大
阪
に
は
ど
ん
な
諸
問
題
が
存
在
す

る
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
そ
の
解
決
に
は
そ
れ

ぞ
れ
ど
ん
な
方
法
が
最
善
な
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
ら
の
こ
と
を
調
べ
て
整
理
せ
ず
に
、
都
構

想
の
賛
否
を
語
る
の
は
、
あ
ま
り
生
産
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

 

（
編
集
担
当
：
本
郷
亮
）
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大阪都構想

１
．
制
度
改
革
は
目
的
で
は
な
い

　

制
度
改
革
は
、
何
の
た
め
の
改
革
な
の
か
が
不
明
確

な
ま
ま
に
進
め
て
も
良
い
答
え
は
出
な
い
。
目
指
す
べ

き
ビ
ジ
ョ
ン
は
何
か
？
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
具
体

的
な
目
標
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？
目
標
に
照
ら
し
て

現
状
の
ど
こ
が
問
題
な
の
か
？
そ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
戦
略
が
必
要
で
、
そ
の
戦
略
と

し
て
ど
の
よ
う
な
政
策
が
求
め
ら
れ
る
の
か
？
そ
の
政

策
は
現
行
の
法
制
度
で
は
実
行
不
可
能
な
の
か
？
不
可

能
だ
と
す
れ
ば
何
を
ど
う
変
え
れ
ば
良
い
の
か
？
制
度

改
革
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
制
度
改
革
自
体
が

目
的
化
し
、
何
の
た
め
の
改
革
な
の
か
が
あ
と
づ
け
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
大
阪
都
構
想
や
そ
れ
を
め
ぐ
る
議

論
も
例
外
で
は
な
い
。
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
、
現
行
の
大
都
市
制
度
が
時
代
に
合
わ
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
。
し
か
し
、
具
体
的
な
目

標
や
目
的
を
持
た
な
い
ま
ま
に
制
度
改
革
論
を
展
開
す

る
こ
と
は
、
時
間
や
資
源
の
浪
費
で
あ
り
、
市
民
の
幸

福
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
大
阪
都
構
想
を
め
ぐ
る
議
論

の
何
が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
チ
ャ
ペ
ル

（
経
済
と
人
間
）
で
話
を
し
、
そ
の
要
約
が
本
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と

と
し
て
、
こ
の
論
考
で
は
、
大
阪
が
抱
え
る
課
題
を
と

り
あ
げ
、
大
都
市
制
度
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
考
え

る
こ
と
に
し
よ
う
。

２
．
大
阪
都
構
想
と
特
別
自
治
市
構
想

　
「
大
阪
都
構
想
」
は
大
都
市
制
度
改
革
の
一
つ
の
選

択
肢
で
あ
る
。
こ
の
選
択
肢
の
対
案
と
し
て
、
政
令
指

定
都
市
の
市
長
会
が
提
案
し
て
き
た
「
特
別
自
治
市
構

想
」
が
あ
る
。
制
度
上
、
政
令
市
と
呼
ば
れ
る
大
都
市

は
、
例
え
ば
神
奈
川
県
に
は
横
浜
市
、
川
崎
市
、
相
模

原
市
の
３
市
、
大
阪
府
に
は
大
阪
市
、
堺
市
の
２
市
、

愛
知
県
に
は
名
古
屋
市
の
１
市
と
い
う
よ
う
に
、
現
在

で
は
全
国
に
20
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
政
令
市
は
他
の
市
に
比
べ
て
行
財
政
上
の
権

限
は
大
き
く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、「
市
」
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。し
か
し
、政
令
市
は
人
口
、

経
済
、
財
政
規
模
が
大
き
く
、
行
政
能
力
が
備
わ
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
府
県
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
良
好
で

は
な
い
。
と
く
に
大
阪
は
歴
史
的
に
も
府
市
の
対
立
が

目
立
っ
て
い
た
。
都
構
想
も
特
別
自
治
市
構
想
も
、
道

府
県
と
政
令
市
の
二
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
自
治
体
構

造
を
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
一
層
構
造
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
が
求
め
て
い
る
方

向
は
真
逆
で
あ
る
。

　

大
阪
都
構
想
は
、
大
阪
市
や
堺
市
と
い
っ
た
政
令
市

を
廃
止
し
、
大
阪
府
（
都
）
に
吸
収
し
よ
う
と
す
る
も

の
だ
。つ
ま
り
、現
在
の「
大
阪
府
大
阪
市
〇
〇
区
」を
、

「
大
阪
府
（
都
）
△
△
区
」
と
い
う
具
合
に
、
東
京
都

と
同
じ
構
造
に
し
よ
う
と
す
る
。「
〇
〇
区
」
は
行
政

区
と
呼
ば
れ
、
あ
く
ま
で
も
大
阪
市
の
区
割
り
で
あ
る

の
に
対
し
て
、「
△
△
区
」は
自
前
の
税
源
を
持
っ
た
り
、

区
長
が
選
挙
で
選
ば
れ
た
り
と
、
一
つ
の
地
方
公
共
団

体
の
性
格
を
持
た
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
特
別
自
治
市
は
、
大
都
市
は
府
県
と
同
様
の
行

政
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
府
県
か
ら
独
立
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

　

し
か
し
、両
構
想
は
い
ず
れ
も
、二
重
行
政
の
排
除
、

行
政
経
費
の
節
減
、
受
益
と
負
担
の
一
致
と
い
っ
た
現

在
の
行
政
の
守
備
範
囲
を
前
提
と
し
た
改
革
案
で
あ

「
大
阪
都
構
想
に
賛
成
か
反
対
か
」

で
は
大
阪
問
題
は
解
決
し
な
い

林 

宜
嗣
　
教
授
（
財
政
学
）
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5

る
。マ
ス
コ
ミ
も
、住
民
サ
ー
ビ
ス
は
良
く
な
る
の
か
？

行
政
効
率
へ
の
効
果
は
ど
う
か
？
と
い
っ
た
行
財
政
の

視
点
で
大
都
市
制
度
改
革
を
と
ら
え
て
い
る
。
東
京
一

極
集
中
が
進
む
中
、大
阪
、関
西
を
ど
の
よ
う
に
再
生
さ

せ
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
改
革
は
見
え
ず
、
大
阪
経

済
の
活
性
化
は
企
業
誘
致
、観
光
振
興
、カ
ジ
ノ
と
い
っ

た
個
別
の
戦
略
に
頼
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
戦

略
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
か

を
大
都
市
制
度
改
革
の
焦
点
に
据
え
る
べ
き
で
あ
る
。

３
．
中
心
都
市
と
周
辺
都
市
は
運
命
共
同
体

　

大
阪
市
に
は
毎
日
、
１
０
０
万
人
以
上
の
人
び
と
が

通
勤
目
的
で
流
入
し
て
い
る
。
堺
市
の
９
万
６
、
０
６

３
人
を
最
大
に
、
５
万
人
以
上
の
通
勤
者
を
大
阪
市
に

送
り
込
ん
で
い
る
自
治
体
は
吹
田
市
、
豊
中
市
、
東
大

阪
市
と
い
う
大
阪
府
下
の
市
だ
け
で
な
く
、西
宮
市（
兵

庫
県
）
の
よ
う
に
県
境
を
越
え
て
存
在
し
、
大
阪
府
以

外
か
ら
の
通
勤
者
は
全
体
の
44
％
に
達
し
て
い
る
（
05

年
国
勢
調
査
）。
大
阪
市
は
周
辺
地
域
に
雇
用
や
消
費

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
都
市
圏
の
中
枢
性
を
発
揮
し

て
お
り
、
大
阪
市
の
経
済
機
能
が
衰
退
す
れ
ば
、
そ
の

影
響
は
大
阪
市
に
通
勤
者
を
送
っ
て
い
る
周
辺
都
市
の

人
口
減
少
に
も
直
結
す
る
。

　

生
活
に
必
要
な
要
素
は
「
働
く
場
」
だ
け
で
は
な
い
。

大
阪
市
に
限
ら
ず
大
都
市
は
職
場
の
提
供
の
他
に
も
、

消
費
、
娯
楽
、
教
育
、
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面

で
地
域
に
お
け
る
中
枢
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

大
阪
市
の
中
心
部
に
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
相
次
い
で

建
設
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
大
阪
市
の
人
口
は
増
加
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
大
阪
市
の
中
枢
業
務
機
能
の

低
下
に
よ
る
オ
フ
ィ
ス
需
要
の
減
少
と
地
価
下
落
の
な

せ
る
技
と
い
え
よ
う
。
た
し
か
に
、
居
住
地
で
課
税
さ

れ
る
住
民
税
が
大
き
な
税
収
源
に
な
っ
て
い
る
現
行
地

方
税
制
度
で
は
、
居
住
者
の
増
加
は
大
都
市
自
治
体
に

と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
。
し
か
し
、
東
京
一
極
集
中
の

中
で
人
口
が
減
少
し
て
い
る
大
阪
都
市
圏
に
お
い
て

は
、
中
心
都
市
と
周
辺
都
市
と
が
人
口
の
取
り
合
い
を

し
て
い
る
場
合
で
は
な
く
、
大
阪
市
が
業
務
中
枢
性
を

維
持
・
発
展
さ
せ
、
圏
域
全
体
と
し
て
競
争
力
を
強
め

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
大
阪
市
が
大
都
市
圏
域
に

お
け
る
中
枢
性
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
周
辺
都
市
を
含

め
た
大
阪
都
市
圏
域
全
体
の
盛
衰
に
か
か
わ
る
課
題
な

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
１
０
０
万
人
に
達
す
る
通
勤
流
入
は
周
辺

都
市
が
担
う
生
活
機
能
が
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ

て
い
る
。
大
阪
市
の
強
み
は
周
辺
部
に
快
適
な
居
住
環

境
を
備
え
た
都
市
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
郊

外
部
の
住
宅
地
は
住
民
に
対
し
て
多
様
な
住
宅
の
選
択

肢
を
提
供
し
て
い
る
。
居
住
環
境
は
住
宅
に
と
ど
ま
ら

な
い
。教
育
、福
祉
、文
化
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
自
然
環
境
あ
る
い
は
郊
外
に
あ
る
洒
落
た
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
も
居
住
環
境
を
形
成
す
る
重
要
な
要
素
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
阪
市
と
周
辺
都
市
と
は
運
命

共
同
体
な
の
で
あ
る
。

４
．  

真
の
地
域
連
携
を
実
現
す
る
こ
と
が
大
都
市

制
度
改
革
の
最
大
の
テ
ー
マ

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
大
阪
が
活
性
化
す
る
か
ど

う
か
は
大
阪
市
と
そ
の
周
辺
都
市
と
の
連
携
の
成
否
に

か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
現
在
で

も
自
治
体
連
携
の
た
め
の
制
度
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、

一
部
事
務
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
行
政
制
度
の
主

な
目
的
は
行
政
の
効
率
化
や
経
費
の
節
減
だ
。
こ
れ
か

ら
の
自
治
体
連
携
は
、
政
策
効
果
の
最
大
化
を
目
的
と

し
て
戦
略
的
政
策
を
作
成
し
、
各
自
治
体
が
役
割
を
分

担
す
る
方
式
に
転
換
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
自
治
体
連
携
を
積
極
的
に
進
め

て
き
た
の
が
、
マ
ン
チ
ャ
ス
タ
ー
市
を
よ
び
そ
の
周
辺

部
を
含
む
グ
レ
ー
タ
ー
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（
以
下
、

Ｇ
Ｍ
と
す
る
）
だ
。
Ｇ
Ｍ
の
主
要
な
仕
事
の
一
つ
は
都

市
交
通
（
ト
ラ
ム
）
の
運
営
で
あ
る
。
ト
ラ
ム
の
路
線

は
全
構
成
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
全
自
治
体
が
共
同
で
運
営
し
て
い
る

の
は
、
企
業
や
高
い
技
術
を
持
つ
労
働
者
に
と
っ
て
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
よ
り
魅
力
あ
る
都
市
に
す
る
こ
と

は
、
新
た
な
雇
用
機
会
や
新
規
投
資
を
生
み
出
す
こ
と

を
通
し
て
隣
接
地
域
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
構
成
自
治
体
が
所

有
す
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
空
港
の
拡
張
を
進
め
る
な
ど

の
実
績
も
上
げ
て
い
る
。
Ｇ
Ｍ
は
依
然
と
し
て
深
刻
な

貧
困
の
存
在
と
い
っ
た
課
題
は
抱
え
て
い
る
も
の
の
、

地
域
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
他
の
主
要
都
市
よ
り
も
高
い
所
得
水
準
を
実
現
し

て
い
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
こ
う
し
た
経
済
的
な
奮

闘
の
背
後
に
強
い
地
域
連
携
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
が
地
域
連
携
に
よ
っ
て
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
の
と
同
様
、
大
阪
も
新
た
な
地
域
連
携
を

実
現
す
る
道
を
真
剣
に
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
政
策
に
と
も
な
う
リ
ス
ク
や
責
任
を
分
配
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
圏
域
全
体
の
利
益
獲
得
を
達
成
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
各
自
治
体
は
圏
域
全
体

の
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
と
資
源
を
共
有
し
、
自
ら
の
活
動
を

修
正
し
な
が
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
の
能
力
の
向
上
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
阪
市
の
将
来
像
を
め
ぐ
る
議
論

は「
大
阪
都
構
想
に
賛
成
か
反
対
か
」で
は
な
い
は
ず
だ
。
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大阪都構想

１
　
は
じ
め
に

　

平
成
27
年
５
月
17
日
に
行
わ
れ
た
所
謂
「
大
阪
都
構

想
」
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
で
は
、
僅
か
に
0.8
ポ
イ

ン
ト
だ
け
反
対
が
上
回
り
、
当
面
、
大
阪
府
と
大
阪
市

の
行
政
体
制
は
現
状
維
持
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
大
阪
都
構
想
は
、「
大
都
市
地
域
に
お
け
る

特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律
（
大
都
市
地
域
特
別
区

設
置
法
）」
に
基
づ
き
、
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
大
阪

市
を
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
５
つ
の
特
別
区
に
、

大
阪
府
を
大
阪
都
に
再
編
し
、
こ
れ
ら
の
特
別
区
と
大

阪
都
の
税
財
政
制
度
や
事
務
事
業
の
分
担
を
、
現
在
の

東
京
都
制
（
東
京
都
及
び
23
特
別
区
）
に
な
ら
っ
て
見

直
す
も
の
で
あ
っ
た
。（
な
お
、
大
阪
府
を
「
大
阪
都
」

と
名
称
変
更
す
る
に
は
別
途
法
改
正
が
必
要
で
あ
る
。）

こ
の
構
想
の
目
的
の
１
つ
は
、大
阪
市
と
大
阪
府
の「
二

重
行
政
の
問
題
」
の
解
消
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
こ
の

「
二
重
行
政
の
問
題
」
と
は
何
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

２
　
二
層
制
と
二
重
行
政
の
問
題 

　

現
在
の
日
本
の
地
方
自
治
制
度
は
、政
令
指
定
都
市
、

東
京
23
区
を
含
め
、
ど
の
市
区
町
村
の
住
民
で
あ
っ
て

も
、
必
ず
47
都
道
府
県
の
い
ず
れ
か
に
帰
属
す
る
「
二

層
制
」
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
広
域
行

政
等
を
行
う
自
治
体
で
あ
る
都
道
府
県
と
、
住
民
に
身

近
な
基
礎
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
自
治
体
で
あ
る
市

区
町
村
は
、
各
々
の
自
治
体
の
性
格
に
応
じ
、
法
令
等

に
基
づ
く
様
々
な
事
務
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。な
お
、

都
市
化
が
進
ん
だ
市
で
は
、
都
道
府
県
の
事
務
事
業
の

権
限
の
一
部
が
移
譲
さ
れ
、
中
核
市
や
政
令
指
定
都
市

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
二
層
制
の
原
則
に
は

変
更
は
な
い
。

　

こ
う
し
て
役
割
分
担
さ
れ
た
都
道
府
県
と
市
町
村
の

事
務
事
業
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
自
治
体
の
警
察
事
務

の
よ
う
に
、
法
令
に
よ
り
都
道
府
県
の
事
務
事
業
と
さ

れ
、
市
町
村
が
実
施
で
き
な
い
事
務
事
業
で
は
、
二
重

行
政
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
学
校（
高
校
・

大
学
）、
体
育
館
、
図
書
館
、
水
道
事
業
、
公
営
住
宅

等
の
施
設
設
置
等
の
分
野
の
事
務
事
業
は
、
都
道
府
県

と
市
町
村
が
、
各
々
に
役
割
分
担
さ
れ
た
事
務
事
業
の

範
囲
内
で
そ
の
実
施
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
の

二
重
行
政
は
必
ず
生
じ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
二
重
行
政
の
う
ち
、「
市
区

町
村
と
都
道
府
県
の
各
々
が
、
同
様
の
事
務
事
業
を

別
々
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
、
行
政
全
体

の
非
効
率
が
生
じ
る
場
合
」
を
「
二
重
行
政
の
問
題
」

と
呼
び
、
次
に
、
そ
の
発
生
過
程
、
発
生
条
件
等
を
整

理
し
て
み
よ
う
。

３
　
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
と
二
重
行
政
の
問
題

　

最
初
に
二
重
行
政
の
問
題
が
生
じ
る
簡
単
な
ケ
ー
ス

を
想
定
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
こ
こ
に
Ａ
県
知
事
と
、

Ａ
県
の
人
口
の
３
割
を
占
め
る
政
令
指
定
都
市
の
県
庁

所
在
地
の
Ｂ
市
長
が
い
る
。
２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
同
規

模
の
Ａ
県
立
図
書
館
と
Ｂ
市
図
書
館
を
、
Ｂ
市
内
に
、

任
期
の
４
年
間
の
間
に
完
成
す
る
こ
と
を
公
約
に
掲
げ

当
選
し
た
。
Ａ
県
知
事
は
、
二
重
行
政
の
問
題
の
回
避

の
た
め
、
Ａ
県
と
Ｂ
市
の
図
書
館
の
共
同
設
置
を
発
案

し
、
Ｂ
市
長
と
の
協
議
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
Ａ
県

知
事
は
、
も
し
、
こ
の
協
議
が
あ
と
１
月
以
内
に
調
わ

な
け
れ
ば
、
工
期
等
の
関
係
で
任
期
内
の
図
書
館
完
成

は
難
し
く
な
る
こ
と
が
気
に
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、

仮
に
あ
と
１
月
以
内
に
Ｂ
市
長
と
協
議
が
調
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
後
、
Ｂ
市
長
が
単
独
設
置
を
強
く
望
む
支

持
者
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
協
議
成
立
後
に
こ
れ
を
破

棄
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
心
配
し
て
い
る
。
悩
ん

だ
末
、Ａ
県
知
事
は
協
議
の
中
止
を
Ｂ
市
長
に
申
し
入
、

図
書
館
の
単
独
設
置
を
決
断
し
た
。
し
か
し
、
Ｂ
市
長

も
Ａ
県
知
事
と
同
様
の
こ
と
を
考
え
同
様
の
行
動
を
と

ろ
う
と
し
て
い
た
。こ
の
ケ
ー
ス
は
、
２
人
の
囚
人
が
、

別
々
に
取
り
調
べ
を
受
け
黙
秘
か
自
白
を
選
ぶ
「
囚
人

の
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
う
有
名
な
命
題
に
似
て
い
る
。
囚

二
重
行
政
の
問
題
と
大
阪
都
構
想

吉
田 

悦
教
　
教
授
（
法
学
部
）
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人
の
ジ
レ
ン
マ
で
は
、
例
え
ば
、
双
方
が
黙
秘
す
れ
ば

禁
錮
１
年
、
片
方
の
囚
人
が
先
に
自
白
す
れ
ば
そ
の
囚

人
は
無
罪
で
も
う
１
方
の
囚
人
は
禁
錮
５
年
、
双
方
が

自
白
す
れ
ば
禁
錮
３
年
と
い
う
条
件
下
で
は
、
双
方
が

自
白
を
選
択
す
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
２
人
の
囚

人
が
事
前
に
双
方
の
黙
秘
を
合
意
し
て
も
、
取
り
調
べ

が
始
ま
る
と
、
こ
の
口
約
束
は
破
棄
さ
れ
２
人
と
も
自

白
し
、
本
来
、
双
方
が
黙
秘
を
す
る
状
態
が
最
も
得
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、結
局
、両
方
と
も
自
白
を
行
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
図
書
館
の

ケ
ー
ス
で
は
、
黙
秘
が
「
共
同
設
置
」、
自
白
が
「
単

独
設
置
」
に
相
当
し
、
双
方
が
共
同
設
置
で
は
な
く
単

独
設
置
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
囚
人
の
ジ
レ
ン

マ
で
は
、
囚
人
が
自
白
を
す
れ
ば
マ
フ
ィ
ア
に
家
族
が

殺
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
罰
則
が
あ
れ
ば
２
人
の
囚

人
は
黙
秘
を
選
択
す
る
と
さ
れ
る
が
、
今
回
の
ケ
ー
ス

で
は
、
同
様
の
罰
則
は
考
え
に
く
い
。
な
お
、
Ａ
県
知

事
と
Ｂ
市
長
の
間
に
、
過
去
か
ら
の
個
人
的
な
信
頼
関

係
や
政
治
的
な
同
志
で
あ
る
等
の
関
係
が
あ
る
場
合
な

ど
は
、
こ
れ
ら
の
特
殊
な
関
係
が
、
罰
則
と
同
様
の
働

き
を
し
て
、
最
終
的
に
双
方
が
図
書
館
の
共
同
設
置
を

選
択
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
重
行
政

の
問
題
は
、
市
町
村
と
都
道
府
県
の
双
方
に
、
こ
う
し

た
特
殊
な
関
係
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
両
者
の
協
議
や

相
談
で
は
、そ
の
解
消
が
難
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

で
は
、
次
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
二
重
行
政
の
問
題

が
生
じ
や
す
い
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

４
　
予
算
規
模
と
二
重
行
政
の
問
題

　

都
道
府
県
や
市
町
村
の
事
務
事
業
の
多
く
は
財
政
支

出
を
伴
う
た
め
、
市
町
村
の
予
算
規
模
が
一
定
以
上
の

規
模
で
あ
り
、
例
え
ば
、
都
道
府
県
と
同
規
模
・
同
レ

ベ
ル
の
事
務
事
業
の
実
施
や
公
共
施
設
の
設
置
が
可
能

な
場
合
で
な
け
れ
ば
、
二
重
行
政
の
問
題
は
生
じ
に
く

い
。
逆
に
、
予
算
規
模
の
大
き
い
大
都
市
の
設
置
す
る

施
設
は
、
都
道
府
県
の
同
様
の
施
設
と
同
規
模
・
同
水

準
の
施
設
と
す
る
こ
と
が
財
政
的
に
可
能
で
あ
り
、
二

重
行
政
の
問
題
が
生
じ
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
回

の
大
阪
都
構
想
で
は
、
大
阪
市
を
再
編
し
て
設
け
ら
れ

る
５
つ
の
特
別
区
の
個
々
の
予
算
規
模
は
、
当
然
、
現

在
の
大
阪
市
全
体
の
予
算
規
模
よ
り
小
さ
く
な
る
た

め
、
各
特
別
区
と
大
阪
都
の
間
で
は
、
現
在
の
大
阪
市

と
大
阪
府
間
の
よ
う
な
二
重
行
政
の
問
題
は
新
た
に
発

生
し
に
く
い
。（
た
だ
し
、
既
存
の
施
設
な
ど
で
既
に

生
じ
て
い
る
二
重
行
政
の
問
題
を
ど
う
解
消
す
る
か
と

い
っ
た
問
題
は
残
る
。）

　

な
お
、
二
重
行
政
の
問
題
を
根
本
的
に
解
消
す
る
方

法
の
１
つ
と
し
て
、
都
道
府
県
の
全
て
の
事
務
事
業
と

市
町
村
の
双
方
の
事
務
事
業
を
行
う
「
特
別
市
」
を
設

け
る
構
想
が
あ
る
。
こ
の
構
想
で
は
、
特
別
市
の
エ
リ

ア
で
は
、
二
層
制
で
は
な
く
一
層
制
と
な
る
た
め
、
二

重
行
政
の
問
題
は
生
じ
な
い
。（
な
お
、特
別
市
制
度
は
、

戦
後
、
地
方
自
治
法
に
存
在
し
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、

既
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。）

５
　 

施
設
等
の
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
と
二
重
行
政

の
問
題 

　

最
後
に
、
二
重
行
政
の
問
題
を
招
き
や
す
い
「
オ
ー

バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。
こ
れ
は
、

現
在
、
大
阪
市
の
大
阪
歴
史
美
術
館
や
科
学
館
な
ど
の

よ
う
に
、
市
外
在
住
の
利
用
者
が
７
割
な
ど
、
そ
の
利

用
者
の
多
く
が
市
外
在
住
者
で
あ
る
社
会
教
育
施
設
の

規
模
や
水
準
の
問
題
で
あ
る
。
従
来
、
こ
う
し
た
市
外

在
住
者
の
施
設
利
用
が
多
い
と
い
う
問
題
は
、
大
都
市

の
昼
夜
間
人
口
比
率
の
高
さ
に
そ
の
原
因
が
求
め
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
施
設
の
な
か
に
は
、
例

え
ば
、
そ
の
利
用
者
を
市
内
在
住
者
に
限
定
し
た
り
、

あ
る
い
は
、
市
外
在
住
者
に
は
住
民
よ
り
非
常
に
高
い

利
用
料
金
を
課
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
市
外
在
住
者
の

利
用
者
を
ゼ
ロ
に
し
た
り
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
可
能

な
も
の
も
多
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
の
本
質
は
、
大

都
市
が
設
置
す
る
施
設
が
、
そ
の
設
置
時
点
で
市
外
在

住
者
を
利
用
者
と
し
て
見
込
み
、
必
要
以
上
の
規
模
・

水
準
の
「
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
」
仕
様
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
点
に
あ
る
。（
た
だ
し
、
交
通
、
道
路
、
公
園
、

ご
み
処
理
な
ど
の
施
設
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、
市

外
在
住
者
の
利
用
の
排
除
等
が
困
難
で
あ
り
、
全
て
の

施
設
に
こ
の
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
の
指
摘
が
あ
て
は
ま

る
訳
で
は
な
い
）
大
阪
都
構
想
が
実
現
す
れ
ば
、
前
述

し
た
よ
う
に
各
特
別
区
の
個
々
の
予
算
規
模
が
現
在
の

大
阪
市
よ
り
小
さ
く
な
る
た
め
、
区
外
在
住
者
の
利
用

を
含
め
た
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
仕
様
の
施
設
等
の
設
置

は
財
政
的
に
難
し
く
、
二
重
行
政
の
問
題
は
生
じ
に
く

く
な
ろ
う
。

６
　
お
わ
り
に

　

大
阪
都
構
想
が
、
二
重
行
政
の
問
題
の
解
消
に
資
す

る
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
一
方
で
、
二
重

行
政
の
問
題
の
解
消
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
現
在

の
都
道
府
県
と
市
町
村
の
具
体
的
な
事
務
事
業
の
役
割

分
担
の
在
り
方
を
も
う
一
度
見
直
し
、
両
者
が
重
複
し

て
実
施
可
能
な
事
務
事
業
の
範
囲
を
再
整
理
す
る
と
い

う
手
法
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
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大阪都構想

「
う
る
さ
い
、
き
た
な
い
、
お
お
ざ
っ
ぱ
、
フ
レ
ン
ド

リ
ー
…
…
」

　

こ
れ
は
、
私
の
ゼ
ミ
生
に
「
大
阪
の
イ
メ
ー
ジ
」
に

つ
い
て
尋
ね
た
結
果
で
す
。
他
の
調
査
で
も
、
例
え
ば

２
０
１
１
年
に
法
政
大
学
大
学
院
坂
本
研
究
室
が
発
表

し
た
「
47
都
道
府
県
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
よ
る
と

大
阪
府
は
最
下
位
、
ま
た
寺
島
実
郎
氏
・
日
本
総
合
研

究
所
に
よ
る
『
２
０
１
４
年
版
全
47
都
道
府
県
幸
福
度

ラ
ン
キ
ン
グ
』
で
も
43
位
。
大
阪
府
民
と
し
て
は
、
非

常
に
残
念
な
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
１
９
９
０
年
に
刊
行

さ
れ
た
高
井
眞
・
橋
本
徹
編
『
大
阪
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
』（
関
西
学
院
大
学
産
研
叢
書
）
を
見
ま
す
と
「
大

阪
経
済
の
不
振
と
地
盤
沈
下
が
指
摘
さ
れ
、
抜
本
的
な

対
策
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
」
と

あ
り
ま
す１

。
四
半
世
紀
前
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
問

題
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
大
阪
府
の
経
済
規

模
（
名
目
府
内
総
生
産
額
）
を
長
期
的
に
見
る
と
、
47

都
道
府
県
中
で
東
京
都
に
次
ぐ
２
位
の
座
を
長
ら
く

キ
ー
プ
し
続
け
て
い
ま
す
が
、
成
長
率
は
他
地
域
に
比

べ
て
相
対
的
に
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府

経
済
の
全
国
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
大
阪
万
博
が
開
催

さ
れ
た
１
９
７
０
年
度
に
は
10
％
を
超
え
て
い
ま
し
た

が
、
以
降
は
低
下
傾
向
が
続
き
、
２
０
１
３
年
時
点
で

7.7
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
（
大
阪
府
民
経
済
計
算

平
成
25
年
度
確
報
に
よ
る
）。
一
人
当
た
り
県
民
所
得

で
は
、
大
阪
府
は
90
年
代
前
半
ま
で
東
京
都
に
次
ぐ
２

位
で
し
た
が
、
90
年
代
後
半
か
ら
順
位
を
落
と
し
て
お

り
、
全
県
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
最
新
時
点
の
２
０
１
２

年
度
で
は
10
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
は
停
滞
し
、

人
口
も
企
業
も
東
京
に
吸
い
取
ら
れ
て
集
積
力
は
低

下
、
財
政
は
府
と
市
の
二
重
行
政
に
代
表
さ
れ
る
非
効

率
か
ら
負
担
は
か
さ
む
一
方
で
、
住
民
を
取
り
巻
く
生

活
環
境
は
改
善
せ
ず
様
々
な
問
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
な

ど
、
大
阪
の
経
済
・
社
会
問
題
は
山
積
し
、
そ
れ
ら
が

悪
循
環
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
大
阪
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て
、
２
０
１
５
年
に

大
阪
市
民
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
住
民
投
票
や
首
長

選
挙
で
議
論
と
な
っ
た
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
は
、
三

つ
の
論
点
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
都
市
の
成
長
に

関
わ
る
広
域
行
政
を
ど
う
す
る
か
」、「
身
近
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
す
る
か
」、
そ
し
て
「
広
域
行
政
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
誰
が
担
う
の
か
」
と
い
う
点
で
す
。

一
点
目
の
広
域
行
政
で
は
、
鉄
道
・
幹
線
道
路
・
港
湾

な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
企
業
誘
致
な
ど
、
長
期

的
な
成
長
戦
略
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
冒
頭
で
述
べ
た
都

市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る

で
し
ょ
う
。
二
点
目
の
身
近
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
へ
の
き
め
の
細
か
い
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
現
在
の
大
阪
市
で
は
人
口
が
多
い
た
め
、
行
政
の

眼
が
必
ず
し
も
す
み
ず
み
ま
で
行
き
届
い
て
い
な
い
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
大
阪
都
構
想

で
は
、
大
阪
市
を
分
割
し
人
口
規
模
を
小
さ
く
し
た
特

別
区
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
点

目
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
問
題
は
、
現
制
度
で

い
え
ば
広
域
自
治
体
と
基
礎
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
守
備

範
囲
が
適
切
か
ど
う
か
、
ま
た
今
後
ど
う
し
て
い
く
べ

き
な
の
か
と
い
う
論
点
で
す
。「
二
重
行
政
」や
「
二
元

行
政
」は
、
滞
り
な
い
行
政
運
営
の
支
障
と
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
よ
り
広
範
な
エ
リ
ア
「
関
西
」
の
中
で

の
大
阪
を
見
て
み
る
と
、
関
西
経
済
の
中
で
、
大
阪
府

は
約
半
分
の
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
関
西
の

製
造
業
の
府
県
間
取
引
の
状
況
を
見
る
と
、
大
阪
府
が

軸
と
な
っ
て
中
心
的
役
割
を
果
た
す
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す２

。
関
西
経
済
に
と
っ
て
も
、
大
阪
の
成
長
戦
略
が

影
響
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
関
西
経
済
が
、
首
都
圏

と
並
び
立
つ
第
二
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
日
本
経
済
を
牽

引
し
て
い
く
た
め
に
も
、
関
西
全
体
で
連
携
し
た
広
域

行
政
に
対
す
る
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

「
大
阪
の
成
長
戦
略
」を
考
え
る

入
江 

啓
彰
　
氏
（
近
畿
大
学
短
期
大
学
部
）
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そ
こ
で
以
下
で
は
大
阪
府
の
広
域
行
政
の
現
状
に
つ

い
て
、
２
０
１
０
年
に
策
定
さ
れ
た
「
大
阪
の
成
長
戦

略
」
を
取
り
上
げ
、
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
大
阪
の
成
長
戦
略
」
で
は
２

０
２
０
年
ま
で
の
達
成
評
価
項
目
と
し
て
実
質
成
長

率
、
雇
用
創
出
、
訪
阪
外
国
人
、
貨
物
取
扱
量
の
４
項

目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

実
質
成
長
率
の
目
標
は
年
平
均
２
％
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
13
年
度
ま
で
の
平
均

成
長
率
は
1.1
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
１
９
９
６
年

度
以
降
、
大
阪
府
の
実
質
成
長
率
が
２
％
に
届
い
た
年

は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究

所
の
予
測
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
│
１
５
年
度
の
実
質

経
済
成
長
率
は
２
％
に
は
届
か
な
い
も
の
の
、
全
国
の

成
長
率
を
上
回
る
よ
う
で
す
。
こ
こ
へ
来
て
大
阪
経
済

の
対
全
国
シ
ェ
ア
は
下
げ
止
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

雇
用
創
出
は
、
年
平
均
１
万
人
以
上
が
目
標
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
府
内
就
業
者
数
は
１
９
９
０
年
代
か
ら
減

少
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
１
年
度
に
底
を

打
っ
て
か
ら
３
年
連
続
で
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。
２

０
１
０
年
以
降
は
年
平
均
で
約
７
千
人
増
加
し
て
い
ま

す
。た
だ
改
善
傾
向
に
あ
る
の
は
他
地
域
で
も
同
様
で
、

伸
び
率
で
は
全
国
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
阪
外
国
人
の
目
標
は
年
間
６
５
０
万
人
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、２
０
１
５
年
に
は
７
１
６
万
人
と
な
り
、

目
標
を
前
倒
し
で
達
成
し
ま
し
た３

。
訪
日
外
国
人
旅
行

者
は
、
こ
こ
数
年
の
円
安
基
調
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
就
航
便
数
の

増
加
、
ア
ジ
ア
各
国
の
ビ
ザ
要
件
の
緩
和
な
ど
で
急
増

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
大
阪
へ
の
訪
日
外
国
人
の
訪

問
率
は
２
０
１
１
年
の
25
％
か
ら
２
０
１
５
年
に
は

36
％
と
な
り
、
こ
れ
が
訪
日
外
客
数
の
増
加
率
を
大
き

く
上
回
る
訪
阪
外
客
数
の
伸
び
に
貢
献
し
ま
し
た
。
訪

日
外
客
数
の
増
加
は
外
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

大
阪
へ
の
訪
問
率
の
上
昇
は
「
成
長
戦
略
」
の
成
果
と

し
て
一
定
の
評
価
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

　

貨
物
取
扱
量
は
、
関
空
１
２
３
万
ト
ン
、
阪
神
港
５

９
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ（
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
コ
ン
テ
ナ
数
を
表
す
単
位
）

が
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
４
年
度
の
実
績

値
は
そ
れ
ぞ
れ
74
万
ト
ン
、
４
２
２
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
６
〜
７
割
程
度
し
か
達
成
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
大
阪
の
成
長
戦
略
」
は
ま

だ
道
半
ば
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
達

成
出
来
て
い
る
部
分
は
外
的
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
大
阪
独
自
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
大
阪
経
済

が
成
長
し
た
、
あ
る
い
は
大
阪
問
題
に
改
善
が
見
ら
れ

た
、
と
い
う
よ
う
な
は
っ
き
り
と
し
た
効
果
は
ま
だ
見

え
て
い
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
「
成
長
戦
略
」
は
、
数
年

で
す
ぐ
に
成
果
を
期
待
す
る
の
は
難
し
い
部
分
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
第
３
の
論
点「
広

域
行
政
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
誰
が
担
う
の
か
」、
す
な

わ
ち
広
域
自
治
体
と
基
礎
自
治
体
の
関
係
に
関
す
る
仕

組
み
を
見
直
し
、
組
織
と
し
て
の
政
策
実
行
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
成
長

戦
略
の
達
成
状
況
を
第
三
者
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

容
易
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

も
問
題
で
し
ょ
う
。
前
述
し
た
貨
物
取
扱
量
は
、
港
湾

と
い
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
こ
と
で
、
広
域
的
に

取
り
組
む
べ
き
案
件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
阪
神

港
に
関
す
る
統
計
は
大
阪
市
・
神
戸
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
両
方
を
見
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
細
か
い
こ
と
で
す
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

守
備
範
囲
の
切
り
分
け
が
で
き
て
い
な
い
問
題
の
一
端

が
見
え
て
き
ま
す
。

　
「
大
阪
問
題
」
の
解
決
の
た
め
に
、
ま
た
関
西
経
済

の
活
性
化
の
た
め
に
も
、「
大
阪
の
成
長
戦
略
」
は
前

進
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
政
策
を
実
行
す
る
か
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で

す
。
し
か
し
、
行
き
詰
ま
り
の
状
態
に
あ
る
大
阪
問
題

の
解
決
の
た
め
に
は
、
政
策
議
論
に
加
え
て
、
政
策
実

行
力
を
高
め
る
た
め
の
組
織
・
仕
組
み
の
改
革
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
阪
府
と
大
阪
市
の
関
係
、
守

備
範
囲
の
切
り
分
け
は「
話
し
合
い
」で
対
応
で
き
る
、

と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
う
ま
く
ま
と
ま
る
保
障
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
仕
組
み
の
も
と
で
数
十
年

に
わ
た
っ
て
府
と
市
が
話
し
合
っ
た
結
果
残
っ
た
の

は
、
二
重
行
政
・
二
元
行
政
に
よ
る
負
の
遺
産
で
す
。

　

関
西
の
プ
ロ
野
球
球
団
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
二

〇
一
六
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
金
本
新
監
督
を
迎
え
、「
超

変
革
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。「
超
変
革
」

は
、
停
滞
す
る
大
阪
に
も
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

１ 　

編
者
の
橋
本4

徹
先
生
は
、
か
つ
て
本
学
経
済
学
部
で
財
政
学
を
担

当
さ
れ
て
い
た
先
生
で
、
前
大
阪
市
市
長
の
橋
下4

徹
氏
の
誤
植
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

２ 　

入
江
啓
彰(

２
０
１
３)

「
関
西
に
お
け
る
地
域
間
交
易
」『
近
畿

大
学
短
大
論
集
』
第
46
巻
第
１
号
、pp.15-26

。

３ 　

大
阪
府
推
計
。
こ
れ
を
受
け
て
大
阪
府
で
は
２
０
２
０
年
の
目
標

を
一
千
万
人
に
引
き
上
げ
る
よ
う
で
す
。
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「大阪都構想とこれからの関西」

本
郷　

で
は
、
座
談
会
を
始
め
ま
す
。
今
日
は
大
阪
都

構
想
自
体
に
賛
成
・
反
対
す
る
よ
う
な
政
治
的
な
話
で

は
な
く
て
、
賛
成
に
せ
よ
反
対
に
せ
よ
、
そ
の
理
由
の

方
が
大
事
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
大
学
ら
し
い
、
あ
る

い
は
経
済
学
部
ら
し
い
議
論
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
初
に
皆
さ
ん
の
自
己
紹
介
を
簡
単
に
お
願
い
し
ま

す
。
ま
ず
は
林
先
生
か
ら
。

林　

林
宜
嗣
で
す
。
僕
は
若
い
時
か
ら
中
央
と
地
方
の

財
政
を
研
究
し
て
き
て
、
特
に
関
西
人
と
し
て
、
ど
う

す
れ
ば
関
西
を
活
性
化
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
心

が
あ
り
ま
す
。

本
郷　

大
阪
の
ご
出
身
で
す
か
？

林　

は
い
。
大
阪
生
ま
れ
で
す
。
大
阪
が
大
好
き
な
ん

で
す
け
ど
、
た
だ
最
近
は
失
望
と
い
う
か
、
ち
ょ
っ
と

大
阪
は
も
う
え
え
か
、
と
か
思
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
笑
）。

河
野　

こ
ん
に
ち
は
。
林
ゼ
ミ
の
河
野
佑
季
で
す
。
ゼ

ミ
で
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
の
で
、
先

生
方
の
お
話
も
伺
い
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

山
本　

林
ゼ
ミ
の
山
本
直
樹
で
す
。
大
阪
と
は
特
に
関

係
も
な
く
育
っ
て
き
た
の
で
、
大
阪
に
つ
い
て
は
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
す
が
（
笑
）、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

土
田　

経
済
学
部
職
員
の
土
田
系
で
す
。
今
年
で
37
歳

に
な
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
大
阪
で
過
ご
し

て
き
た
の
で
、
今
日
の
テ
ー
マ
に
は
す
ご
く
興
味
が
あ

り
ま
す
。

鈴
木　

は
じ
め
ま
し
て
。
経
済
学
部
職
員
の
鈴
木
亜
弥

美
と
申
し
ま
す
。
入
職
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
私
は
西

宮
生
ま
れ
、西
宮
育
ち
、現
在
も
在
住
し
て
い
る
の
で
、

大
阪
都
構
想
に
興
味
は
あ
り
つ
つ
も
、
ど
ち
ら
か
と
言

う
と
他
府
県
の
問
題
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
は

そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
今
日
は
お
話
で
き
る
事
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

大
橋　

本
郷
ゼ
ミ
の
大
橋
侑
季
で
す
。
大
阪
府
の
和
泉

市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
私
も
今
回
の
問
題
は
あ
く
ま
で

「
大
阪
都
構
想
と

こ
れ
か
ら
の
関
西
」

エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
座
談
会

日
　
時
：
２
０
１
５
年
12
月
16
日
（
水
）　
13
時
30
分
〜
15
時

場
　
所
：
経
済
学
部
２
階
会
議
室

出
席
者
（
五
十
音
順
）：

　
学
生
　
大
橋
　
侑
季
さ
ん

　
教
員
　
高
林
　
喜
久
生
教
授

　
　
　
　
河
野
　
佑
季
さ
ん

　
　
　
　
林
　
宜
嗣
教
授

　
　
　
　
西
尾
　
勇
輝
さ
ん

　
職
員
　
鈴
木
　
亜
弥
美
さ
ん

　
　
　
　
山
本
　
直
樹
さ
ん

　
　
　
　
土
田
　
系
さ
ん

　
司
会
　
本
郷
　
亮
教
授

　この座談会に先立ち、本誌は、経済学部生を対象に「大阪都
構想に関するアンケート」をおこなった。その結果（詳しくは
23頁参照）によれば、回答者 969名のうち、約 62％が都構想に
肯定的意見をもっている（否定的意見は約 15％）。これは、将
来を担う若者世代のかなり多くが都構想を支持していることを
強く示唆する。
　さて、あなたが都構想の賛成者であるにせよ反対者であるに
せよ、重要論点を整理しながら改めてこの問題を振り返ってみ
ることは、今後のために役立つはずである。昨年の住民投票に
よって都構想は否定された。しかし、大阪の抱える問題自体が
解決したわけではない。
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「
大
阪
市
の
問
題
」
と
し
て
見
て
い
た
の
で
、
こ
の
座

談
会
を
通
し
て
改
め
て
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み

た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
郷　

本
郷
亮
で
す
。経
済
学
史
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

大
阪
市
の
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
の
す
ぐ
隣
に
寺
田
町
と
い
う

駅
が
あ
り
、
私
は
生
ま
れ
て
か
ら
28
歳
ま
で
そ
の
辺
り

で
暮
ら
し
ま
し
た
。
人
生
の
約
３
分
の
２
は
そ
こ
に
い

た
の
で
、
大
阪
人
気
質
と
か
、
特
に
市
の
南
部
の
雰
囲

気
や
生
活
は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
と
い
う
か
、

自
分
は
コ
テ
コ
テ
の
大
阪
人
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。

　

今
年
５
月
に
住
民
投
票
と
い
う
、
非
常
に
画
期
的
と

い
う
か
、
大
阪
で
は
前
代
未
聞
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
最

初
僕
が
思
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
４
０
０
年
前
に
大
阪

城
が
落
城
し
た
で
し
ょ
、
大
阪
の
陣
で
ね
。
だ
か
ら「
雌

伏
４
０
０
年
、
今
こ
そ
大
阪
の
存
在
感
を
復
活
さ
せ
よ

う
！
」と
か
、
そ
う
い
う
の
を
住
民
に
訴
え
る
の
か
な
、

と
す
ぐ
思
い
ま
し
た
ね
。そ
ん
な
の
を
前
面
に
出
す
と
、

も
う
そ
れ
は
論
理
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
感
情
と
し

て
は
「
大
阪
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
燃
え
上
が
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
、
真
田
幸
村
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
作
っ

た
り
ね
（
笑
）。
で
も
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
品
が
な
い

の
で
、
マ
ス
コ
ミ
も
４
０
０
年
前
の
こ
と
は
言
わ
な
い

の
か
な
、
な
ん
て
思
っ
て
眺
め
て
い
ま
し
た
。

高
林　

高
林
喜
久
生
で
す
。
財
政
学
を
勉
強
し
て
い
ま

す
。
私
は
尼
崎
生
ま
れ
、
岸
和
田
育
ち
で
す
。
小
学
校

に
上
が
る
の
と
同
時
に
岸
和
田
に
引
っ
越
し
て
、
そ
れ

か
ら
就
職
す
る
ま
で
ず
っ
と
岸
和
田
に
住
ん
で
い
た
の

で
、
常
に
大
阪
府
の
南
の
方
に
ど
っ
ぷ
り
と
い
う
感
じ

で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
大
阪
都
構
想
に
は
私
も
ず
っ

と
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
橋
下
知
事
時
代
に
「
大
阪

府
自
治
制
度
研
究
会
」
と
い
う
大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い
大

都
市
制
度
を
考
え
る
研
究
会
が
あ
り
、
知
事
か
ら
の
委

嘱
で
そ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。
実
は
私
は
そ
の
副
座
長

だ
っ
た
の
で
、
大
阪
都
構
想
の
賛
成
派
と
見
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
（
笑
）。

西
尾　

林
ゼ
ミ
の
西
尾
勇
輝
で
す
。
僕
は
ず
っ
と
兵
庫

県
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
最
近
、
住
民
投
票
や
ダ
ブ
ル

選
挙
な
ど
で
大
阪
都
構
想
の
こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
の

で
、
興
味
が
あ
っ
て
今
日
は
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
郷　

皆
さ
ま
、
自
己
紹
介
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。で
は
、次
に
林
先
生
、大
阪
都
構
想
を
考
え
る
際
の

重
要
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
御
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
都
市
制
度
改
革
の
本
来
の
目
的

林　

ま
ず
一
番
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
阪
都
構
想

を
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
で
問
う
と
い
う
形
で
ず
っ
と
議
論

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。
住
民
投
票
が
ま
さ
に
そ
う
で

す
。
し
か
し
都
構
想
は
、
大
都
市
が
今
抱
え
て
い
る
諸

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
制
度
上
の
１
つ
の
選
択
肢
に

す
ぎ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
構
想
自
体
の
是
非

と
い
う
、
い
わ
ば
白
か
黒
か
の
単
純
な
対
立
に
な
っ
て

い
る
。
制
度
改
革
に
は「
目
的
」が
あ
る
は
ず
な
の
に
、

制
度
自
体
に
関
心
が
集
中
し
て
し
ま
い
、
何
の
た
め
の

制
度
改
革
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

簡
単
に
言
え
ば
、
今
の
日
本
は
非
常
に
中
央
集
権
的
国

家
で
、
ま
ず
国
が
都
道
府
県
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
そ

し
て
都
道
府
県
が
市
町
村
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い

う
「
３
層
構
造
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
市
町
村
の
中
に
は

大
阪
市
・
名
古
屋
市
・
横
浜
市
な
ど
の
大
都
市
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
大
都
市
は
「
都
道
府
県
な
ん
か
な
く
て

も
、わ
れ
わ
れ
は
、国
と
直
接
つ
な
が
っ
て
十
分
に
や
っ

て
い
く
実
力
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
後

直
後
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
問
題
で
す
が
、
な
か
な
か

決
着
が
つ
か
な
い
。

本
郷　

大
阪
府
と
大
阪
市
は
昔
か
ら
仲
が
悪
い
（
笑
）。

林　

話
せ
ば
長
く
な
り
ま
す
が
、
昔
、
大
阪
市
が
市
域

を
拡
げ
た
い
と
言
っ
た
と
き
に
、府
が
反
対
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
経
緯
も
あ
る
上
に
、
大
阪
府
の
側
に
は
、
税
金

の
多
く
が
大
阪
府
で
は
な
く
大
阪
市
に
入
っ
て
し
ま
う

と
い
う
不
満
が
あ
り
、
大
阪
市
の
側
に
も
、
大
阪
府
に

色
々
邪
魔
さ
れ
る
と
い
う
不
満
が
あ
る
。
府
と
市
の
関

係
は
あ
ま
り
良
く
な
く
て
、
そ
の
結
果
、
二
重
行
政
が

林 宜嗣（はやし よしつぐ）経済学部教授。財政学・都
市経済学が専門。税制改革、公民連携や地域連携による
地域の活性化、財政の効率化のための行政評価システム
の開発などに関心がある。
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「大阪都構想とこれからの関西」

生
じ
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　

実
力
の
あ
る
大
都
市
を
府
県
等
か
ら
独
立
さ
せ
る
と

い
う
議
論
が
い
わ
ゆ
る
「
特
別
自
治
市
」
構
想
で
、
こ

れ
は
随
分
前
か
ら
政
令
指
定
都
市
の
市
長
会
が
提
案
し

て
い
る
も
の
で
す
。
大
阪
の
場
合
だ
と
、
大
阪
市
は
大

阪
府
か
ら
独
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
阪
市
以
外

に
堺
市
も
政
令
市
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
市
町
村
は
従

来
通
り
、
日
本
国
大
阪
府
○
○
市
と
い
う
形
に
な
り
、

大
阪
市
は
、
日
本
国
大
阪
市
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
独
立
論
は
昔
か
ら
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

後
に「
大
阪
都
構
想
」が
出
て
き
た
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、

大
阪
市
を
な
く
し
て
大
阪
都
に
移
そ
う
と
い
う
も
の
で

す
。だ
か
ら
東
京
都
と
同
じ
よ
う
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
今
ま
で
大
阪
府
○
○
市
だ
っ
た
も
の
が
大
阪
都

○
○
区
に
な
る
。ど
ち
ら
も
大
都
市
制
度
改
革
で
す
が
、

方
向
性
は
真
逆
で
す
。

本
郷　
「
特
別
自
治
市
」
構
想
と
「
大
阪
都
」
構
想
の

優
劣
比
較
は
興
味
深
い
で
す
ね
。

林　

そ
れ
に
は
、
な
ぜ
大
都
市
制
度
改
革
が
必
要
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
制
度
改
革

は
、
何
ら
か
の
「
問
題
」
を
解
決
す
る
手
段
に
す
ぎ
ま

せ
ん
か
ら
ね
。
こ
れ
ま
で
目
指
さ
れ
て
き
た
の
は
、
二

重
行
政
の
排
除
、
行
政
経
費
の
節
約
、
受
益
と
負
担
の

一
致
な
ど
、
お
お
む
ね
現
行
の
行
政
の
守
備
範
囲
を
前

提
と
し
た
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
あ
り
方
と
い
う
視
点
か

ら
の
大
都
市
制
度
改
革
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
も
主
に
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う
変
わ
る
か
と
い
う
形
で
問
題
を
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
は
、
東
京
以
外
の
大
都
市
が

今
直
面
し
て
い
る
お
そ
ら
く
最
大
の
課
題
は
、
東
京
一

極
集
中
が
進
む
中
で
衰
退
す
る
地
域
経
済
を
ど
う
や
っ

て
活
性
化
し
て
い
く
か
で
す
。
こ
れ
が
大
都
市
制
度
改

革
の
本
来
の
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
林　

私
も
基
本
的
に
同
意
見
で
す
。「
選
挙
の
た
め
」

と
い
う
政
治
的
要
素
が
一
番
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、

議
論
が
本
質
で
な
い
と
こ
ろ
に
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
で

も
や
は
り
最
も
重
要
な
の
は
大
阪
の
活
性
化
で
す
、

諸
々
の
「
格
差
」
の
解
消
も
含
め
て
。

林　

大
阪
都
構
想
も
当
初
は
大
阪
の
活
性
化
が
目
的
で

し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
大
阪
都
に
な
れ
ば
活
性
化
す
る

の
か
と
い
う
根
拠
が
全
然
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
だ
ん
だ

ん
議
論
の
中
心
が
前
述
の
財
政
の
議
論
へ
と
移
っ
て
行

き
ま
し
た
。「
大
阪
都
に
な
れ
ば
こ
れ
だ
け
の
経
費
が

節
約
で
き
る
」
と
い
う
よ
う
な
話
に
な
り
、
反
対
派
グ

ル
ー
プ
は
「
い
や
い
や
、
そ
ん
な
額
に
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
よ
う
な
金
額
論
争
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
し
か
し

今
大
事
な
の
は
、
大
阪
か
ら
企
業
の
本
社
が
ど
ん
ど
ん

減
り
、
大
阪
の
経
済
的
機
能
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
現
状
を

ふ
ま
え
、
大
阪
の
活
性
化
の
た
め
の
大
都
市
制
度
改
革

を
や
る
こ
と
だ
と
、
私
は
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
で
は
、
首
都
以
外
の
大
都

市
の
活
性
化
が
重
要
課
題
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。
あ
る
地
域
全
体
の
発
展
は
、
主
と
し
て
そ
の
中

核
都
市
、
す
な
わ
ち
関
西
地
で
あ
れ
ば
大
阪
の
経
済
的

強
さ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
中
核
都
市
が
地
域
全
体
の
経

済
活
動
の
上
限
を
決
め
る
の
で
す
。
だ
か
ら
コ
ア
に
な

る
都
市
が
頑
張
ら
な
い
と
圏
域
全
体
は
大
き
く
な
ら
な

い
。
競
争
力
の
あ
る
地
域
に
は
競
争
力
の
あ
る
大
都
市

が
必
ず
存
在
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
中
核
都
市
を
持
た

な
い
地
域
が
成
功
し
た
例
は
な
い
、
と
さ
え
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
国
民
経
済
の
再
生
の
た
め
に
は
、
地
域
を
、

し
た
が
っ
て
そ
の
核
と
な
る
大
都
市
を
強
化
す
る
こ
と

が
不
可
欠
だ
と
、
国
は
明
確
に
認
識
す
べ
き
で
す
。
東

京
一
極
集
中
で
は
ダ
メ
だ
。

大
都
市
と
周
辺
都
市
は
一
蓮
托
生

林　

大
都
市
と
周
辺
都
市
の
関
係
に
は
、
か
つ
て
対
立

の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。大
都
市
、例
え
ば
大
阪
市
は
、

昼
間
流
入
者
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
税
は
周
辺
都
市
に

納
め
ら
れ
ま
す
。
周
辺
都
市
の
住
民
は
、
昼
間
は
大
都

市
に
い
て
、
そ
こ
で
い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。

だ
か
ら
大
都
市
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
税

金
を
も
ら
え
な
い
と
不
満
を
言
う
。
一
方
、
周
辺
都
市

は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
住
民
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
自
分
た
ち
が
提
供
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
住
民
が
大

本郷 亮（ほんごう りょう）経済学部教授。副学部長（学
生担当）。専門は欧米の近代経済学史・思想史。近世以後の
日本経済思想にも関心あり。大阪市生まれ・大阪市育ち。
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都
市
に
働
き
に
出
ら
れ
る
の
に
、
法
人
関
係
税
は
大
都

市
に
納
め
ら
れ
る
と
不
満
を
言
う
。
大
都
市
と
周
辺
都

市
の
双
方
に
言
い
分
は
あ
る
の
で
す
。

　

今
で
も
こ
の
対
立
が
語
ら
れ
て
い
て
、
総
務
省
も
、

大
都
市
制
度
改
革
で
は
受
益
と
負
担
の
不
一
致
を
解
消

す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
も
う
今
は
そ
ん

な
時
代
じ
ゃ
な
く
て
、
大
都
市
と
周
辺
都
市
は
「
運
命

共
同
体
」
と
見
る
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
大
阪
市
の
昼

間
流
入
人
口
は
１
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
毎
日

１
０
０
万
人
が
大
阪
市
に
や
っ
て
来
る
。
宝
塚
市
、
西

宮
市
の
就
業
者
の
４
人
に
１
人
は
大
阪
に
働
き
に
行
く

の
で
、も
し
仮
に
大
阪
の
ビ
ジ
ネ
ス
機
能
が
衰
え
た
ら
、

西
宮
も
宝
塚
も
衰
え
る
よ
ね
。
実
態
が
一
蓮
託
生
な
の

だ
か
ら
、
も
は
や
対
立
し
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
。

鈴
木　

な
る
ほ
ど
、
私
た
ち
西
宮
市
民
に
と
っ
て
も
、

大
阪
の
問
題
は
他
人
事
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

林　

横
浜
は
、
昼
間
流
入
人
口
よ
り
も
昼
間
流
出
人
口

の
方
が
ず
い
ぶ
ん
多
い
。
こ
れ
は
東
京
に
働
き
に
出
て

行
く
か
ら
で
す
。
昼
間
流
入
人
口
の
方
が
多
い
の
は
名

古
屋
・
福
岡
・
大
阪
で
す
。
神
戸
は
流
出
入
が
ほ
ぼ
ト

ン
ト
ン
で
す
ね
。
制
度
上
で
言
う
と
、
今
、
大
都
市
は

20
市
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
問
題
は

非
常
に
多
様
化
し
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
大
都

市
が
独
自
に
制
度
を
構
築
で
き
る
仕
組
み
に
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
こ
で
大
都
市
制
度
改
革
の
議
論
が
出
て
き
た

の
で
す
。

　

た
だ
し
各
地
域
の
結
び
つ
き
方
は
「
重
層
的
」
で
す
。

こ
れ
は
注
意
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
都
市
雇
用
圏
（
通

勤
範
囲
）
で
見
れ
ば
、
そ
の
地
理
的
な
移
動
範
囲
は
、

も
ち
ろ
ん
行
政
区
域
と
も
、
企
業
活
動
圏
（
例
え
ば
営

業
用
自
動
車
の
移
動
範
囲
）
や
通
学
圏
と
も
全
然
違
い

ま
す
。
だ
か
ら
「
一
蓮
託
生
」
や
「
運
命
共
同
体
」
と

い
う
言
葉
で
ど
の
よ
う
な
地
理
的
範
囲
を
含
め
る
か

は
、
場
合
に
よ
り
け
り
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
望
ま

し
い
圏
域
」
と
い
う
の
は
重
層
的
な
概
念
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
受
益
と
負
担
の
一
致
を
図
る
の
は
至
難

の
業
で
す
ね
。

　

大
阪
都
構
想
は
あ
く
ま
で
も
大
阪
府
内
の
話
な
の

で
、
大
阪
都
構
想
で
は
西
宮
・
宝
塚
・
尼
崎
な
ど
の
周

辺
都
市
と
の
連
携
や
一
体
化
は
果
た
せ
ま
せ
ん
。一
方
、

大
阪
府
の
南
部
に
は
岬
町
な
ど
色
々
あ
っ
て
、
そ
れ
ら

は
大
阪
市
に
通
勤
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
堺
市
に
通
勤
す

る
人
の
方
が
多
か
っ
た
り
す
る
。
だ
か
ら
府
県
域
を

い
っ
た
ん
無
視
し
て
、
実
際
に
結
び
つ
き
の
深
い
範
囲

を
「
望
ま
し
い
圏
域
」
と
捉
え
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
都
市
と
周
辺
都
市
が
競
争
す

る
の
で
は
な
く
、
１
つ
の
運
命
共
同
体
と
し
て
共
に
役

割
分
担
し
な
が
ら
、
そ
の
う
え
で
他
の
圏
域
と
競
争
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。
こ
の
目
的
の
た
め
の

手
段
と
し
て
「
大
阪
都
構
想
が
よ
い
」
と
か
「
特
別
自

治
市
構
想
が
よ
い
」
と
か
「
両
方
の
中
間
が
よ
い
」
と

い
う
風
に
議
論
す
べ
き
な
の
に
、
残
念
な
が
ら
初
め
か

ら
大
阪
都
構
想
あ
り
き
で
、
こ
れ
が
論
争
の
ネ
タ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
「
シ
テ
ィ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
政
策
」

林　

大
阪
に
は
２
つ
の
顔
が
あ
り
ま
す
。
西
宮
市
や
宝

塚
市
で
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
基
礎
自
治
体
」
と
し
て

の
顔
だ
け
で
い
い
の
で
す
が
、
大
阪
は
や
っ
ぱ
り
関
西

経
済
の
中
心
で
あ
り
、
周
辺
都
市
も
視
野
に
入
れ
た
行

政
を
求
め
ら
れ
る
、
つ
ま
り
「
広
域
自
治
体
」
の
顔
も

あ
る
。
こ
の
大
阪
の
２
つ
の
顔
を
ど
う
や
っ
て
う
ま
く

制
度
化
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ち
な
み
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
シ
テ
ィ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン

政
策
」
と
し
て
、
例
え
ば
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
い
う
大

都
市
が
あ
れ
ば
、
そ
の
周
辺
自
治
体
も
一
緒
に
な
っ
て

「
グ
レ
ー
タ
ー
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」と
い
う
の
を
創
っ

て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（Light rail transit, 

市
電
な
ど
の
軽
量

鉄
道
）
や
空
港
を
共
同
経
営
す
る
よ
う
な
事
例
が
あ
り

ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
れ
が
今
の
ト
レ
ン
ド
で
あ

り
、
シ
テ
ィ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
単
位
で
地
方
創
生
と
か
地

域
活
性
化
の
政
策
を
打
っ
て
い
く
の
が
普
通
で
す
。
残

念
な
が
ら
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
自
治
体
（
市
町
村
）
単

位
で
や
っ
て
い
て
、
自
治
体
を
越
え
る
も
の
は
府
県
が

や
る
、
と
い
う
発
想
が
強
い
。
大
阪
都
構
想
も
こ
の
発

想
で
す
ね
。

本
郷　

わ
が
国
の
今
後
の
方
向
性
と
し
て
シ
テ
ィ
・

リ
ー
ジ
ョ
ン
政
策
は
参
考
に
な
り
ま
す
ね
。
非
常
に
興

味
深
い
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
は
フ

リ
ー
ト
ー
ク
に
入
り
ま
す
。

「
二
重
行
政
」
問
題

山
本　

ゼ
ミ
で
大
阪
の
こ
と
を
研
究
し
た
際
に
、
大
阪

都
構
想
の
い
わ
ゆ
る
「
特
別
区
設
置
協
定
書
」
を
読
み

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
る
限
り
、
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す

と
い
う
面
は
や
は
り
弱
い
。
林
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
二
重
行
政
な
ど
に
論
点
が
移
っ
て
し
ま
い
、

都
構
想
の
も
た
ら
す
結
果
・
成
果
の
客
観
的
分
析
が

ま
っ
た
く
不
十
分
で
す
。
今
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
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「大阪都構想とこれからの関西」

る
大
阪
の
シ
ェ
ア
は
低
下
し
て
お
り
、
大
阪
経
済
が
ど

ん
ど
ん
沈
下
し
て
い
る
。
大
阪
は
単
な
る
地
方
都
市
の

１
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
対
策
を
考
え
る

の
が
第
一
で
あ
り
、
二
重
行
政
の
問
題
は
、
重
要
性
の

点
で
は
そ
の
次
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

高
林　

人
々
の
関
心
が
だ
ん
だ
ん
二
重
行
政
と
い
う
と

こ
ろ
に
向
か
っ
て
し
ま
っ
た
ね
。
私
た
ち
が
「
大
阪
府

自
治
制
度
研
究
会
」
で
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
時
は
、

「
大
阪
市
域
内
は
大
阪
市
が
、
大
阪
市
域
外
の
大
阪
府

域
は
大
阪
府
が
」、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
都
市
経
営

を
行
う
と
い
う
「
二
元
行
政
」
が
本
質
的
な
問
題
と
考

え
ま
し
た
。
し
か
し
「
二
重
行
政
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
貼
っ
て
そ
れ
を
批
判
す
る
方
が
人
々
に
は
わ
か
り
や

す
い
。
ま
た
二
元
行
政
を
克
服
し
て
大
阪
府
広
域
で
対

応
す
る
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
大
阪
市
の
税
金
を

市
外
の
広
域
の
た
め
に
使
う
と
い
う
面
も
あ
る
の
で
、

や
っ
ぱ
り
そ
れ
を
正
面
に
出
し
に
く
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

林　

も
と
も
と
大
阪
市
と
大
阪
府
は
、
あ
ま
り
関
係
が

良
く
な
く
て
、
対
抗
意
識
も
強
い
の
で
、
大
阪
市
が
何

か
施
設
を
作
っ
た
ら
大
阪
府
も
作
る
わ
け
で
す
。
で
、

大
阪
府
が
施
設
を
作
る
と
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
一
番
便

利
な
大
阪
市
内
に
作
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
市
立

と
府
立
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
同
じ
エ
リ
ア
内
に
で
き

て
二
重
行
政
に
な
る
。
同
じ
こ
と
を
二
重
に
や
る
よ
り

協
力
し
て
や
っ
た
方
が
い
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
ん
だ

け
ど
、
仲
が
悪
い
か
ら
不
可
能
だ
っ
た
（
笑
）。

　

で
も
今
は
比
較
的
、
府
と
市
が
ど
ち
ら
も
同
じ
政
党

な
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
都
に
し
な
く
て
も
、
二
重
行

政
を
や
め
る
こ
と
は
十
分
で
き
る
。
だ
か
ら
二
重
行
政

は
、
制
度
の
問
題
と
い
う
よ
り
運
用
の
問
題
と
い
う
部

分
が
か
な
り
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
い
き
な
り
都
構
想
っ

て
こ
と
に
な
る
か
ら
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
ま

た
大
阪
を
停
滞
さ
せ
て
…
。
東
京
都
知
事
な
ど
は
「
東

京
は
忙
し
い
か
ら
こ
ん
な
こ
と
議
論
し
て
る
暇
は
な

い
」
な
ん
て
言
う
あ
り
さ
ま
で
す
。
大
阪
に
と
っ
て
こ

の
数
年
間
は
失
わ
れ
た
数
年
間
で
す
。
運
用
面
の
工
夫

を
突
き
詰
め
た
結
果
、「
や
っ
ぱ
り
制
度
を
変
え
な
い

と
解
決
不
可
能
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
初
め
て
制

度
論
が
出
て
く
る
べ
き
な
の
に
、
最
初
か
ら
制
度
の
問

題
に
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
政
治
的
駆
け
引
き
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
が
、
住
民
に
と
っ
て
は
非
常
に
不
幸
な
こ

と
で
し
た
。

高
林　

大
阪
府
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
以
上
は
大
阪
市
が
生

み
だ
し
、
大
阪
府
の
経
済
活
動
の
中
心
は
大
阪
市
で
あ

る
た
め
、
大
阪
府
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
多
く
は
ど
う
し

て
も
大
阪
市
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
大
阪

市
は
地
理
的
に
大
阪
府
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
あ
っ
て

大
阪
市
民
以
外
の
大
阪
府
民
に
と
っ
て
も
便
利
な
の

で
、
ま
す
ま
す
二
重
行
政
が
起
き
や
す
い
ん
で
す
ね
。

兵
庫
県
や
京
都
府
、
愛
知
県
、
神
奈
川
県
の
場
合
も
政

令
指
定
都
市
が
府
県
内
に
存
在
す
る
け
ど
ど
こ
も
政
令

市
は
地
理
的
に
端
っ
こ
で
し
ょ
？
ま
た
二
重
行
政
に

は
、
あ
る
意
味
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
そ
れ
だ
け
充
実
し

て
い
る
と
い
う
面
も
あ
る
の
で
、
二
重
だ
か
ら
即
ア
ウ

ト
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
現
行
制
度
の
た
め
に
大
阪
で

二
重
行
政
が
そ
れ
ほ
ど
深
刻
化
し
て
い
る
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
ん
な
こ
と
も
な
い
。
現
状
で
は
そ
の

検
証
が
不
十
分
な
ま
ま
、問
題
が
誇
張
さ
れ
が
ち
で
す
。

大
橋　

大
阪
府
立
大
学
と
大
阪
市
立
大
学
が
統
合
す
る

と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
な
ぜ
教
育
の
場
を
１
つ
に
集
約

し
て
し
ま
う
の
か
す
ご
く
疑
問
で
し
た
。
家
か
ら
は
府

大
も
市
大
も
け
っ
こ
う
近
く
、
両
大
学
に
は
知
人
も
い

て
、
ど
ち
ら
も
す
ご
く
い
い
大
学
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
ど
う
し
て
「
無
駄
」
な
の
か
…
。

本
郷　

役
割
分
担
を
通
じ
て
無
駄
を
な
く
し
、
共
に
発

展
し
よ
う
と
い
う
話
だ
っ
た
ら
い
い
ん
だ
け
ど
、「
２

つ
あ
る
か
ら
無
駄
だ
」
と
単
純
に
言
っ
て
し
ま
う
の
は

酷
だ
な
。

高
林　

維
新
の
政
策
っ
て
効
率
重
視
な
ん
で
す
。
そ
れ

が
す
ご
く
前
面
に
出
て
い
て
、
そ
れ
が
今
の
若
者
、
特

に
経
済
学
部
生
に
と
っ
て
は
わ
か
り
や
す
い
の
か
な
。

し
か
し
実
際
は
そ
ん
な
に
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
府

大
と
市
大
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
が
あ
る
し
。
と
に
か
く

し
っ
か
り
分
析
と
か
検
証
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
無
駄

な
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
し
か
し
、
大
学
で
も

体
育
館
で
も
図
書
館
で
も
、
２
つ
あ
っ
た
っ
て
、
需
要

山本 直樹（やまもと なおき）経済学部 3年生、林宜嗣
ゼミ。編集委員としてゼミ本の作成に力を注いでいる。
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が
あ
る
の
な
ら
必
ず
し
も
１
つ
に
ま
と
め
る
必
要
は
な

い
。
そ
こ
は
む
し
ろ
大
阪
の
問
題
の
本
質
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

林　

最
近
は
、
無
駄
を
な
く
し
ま
す
よ
と
か
、
公
務
員

を
減
ら
し
ま
す
よ
と
か
、
給
与
を
カ
ッ
ト
し
ま
す
よ
と

か
、
議
員
数
を
減
ら
し
ま
す
よ
と
か
、
二
重
行
政
を
や

め
ま
す
よ
と
言
っ
た
ら
、「
そ
れ
は
い
い
こ
と
や
！
」

と
思
う
人
が
多
い
か
ら
、
こ
れ
は
一
種
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
で
す
。

高
林　

公
務
員
の
現
場
、
特
に
行
政
職
と
か
、
単
に
減

ら
せ
ば
い
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
ね

…
。

地
方
分
権
の
推
進

土
田　

橋
下
徹
さ
ん
が
大
阪
府
知
事
で
、
東
国
原
英
夫

さ
ん
が
宮
崎
県
知
事
だ
っ
た
頃
、
地
方
の
魅
力
を
訴
え

る
自
治
体
が
多
く
、地
方
分
権
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
関
西
広
域
連
合
の
話
が
出
て
き
て
、

参
加
す
る
自
治
体
も
あ
れ
ば
参
加
を
見
合
わ
せ
る
自
治

体
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
治
体
ご
と
の
立
場
の
違

い
、
つ
ま
り
合
意
を
得
る
こ
と
の
難
し
さ
の
あ
ら
わ
れ

で
す
。
地
方
分
権
を
推
進
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
ま
た
大
阪
府
と
大
阪
市
の
水
道
事
業

の
統
合
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
府
知
事
の
橋
下
氏
と
市

長
の
平
松
氏
の
意
見
が
合
わ
ず
、
最
終
的
に
「
意
思
決

定
の
枠
組
み
」
を
根
本
的
に
変
え
る
た
め
の
「
大
阪
都

構
想
」
と
い
う
対
立
に
至
っ
た
。
都
構
想
に
は
、
地
方

分
権
や
関
西
活
性
化
の
具
体
策
は
抜
け
落
ち
て
い
ま
す

が
、
特
に
地
方
分
権
を
進
め
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、

最
近
は
議
論
さ
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
あ
ま
り
聞

き
ま
せ
ん
け
ど
。

林　

民
主
党
政
権
の
と
き
に
「
地
域
主
権
」
と
か
言
い

出
し
て
、
こ
れ
を
第
一
に
や
る
ぞ
と
い
う
強
い
意
欲
が

あ
っ
た
の
に
、
途
中
か
ら
全
然
そ
う
い
う
話
が
消
え
て

し
ま
っ
た
（
笑
）。
今
、
地
方
分
権
の
議
論
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
、
分
権
が
進
む
気
配
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
地
方
分
権
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
含
む
先
進

国
の
ト
レ
ン
ド
で
す
。

大
橋　

今
の
日
本
で
は
、
大
都
市
も
地
方
も
疲
弊
し
て

国
に
頼
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

ま
た
、「
失
わ
れ
た
20
年
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
日
本
全

体
の
低
迷
の
反
映
で
あ
る
と
も
思
い
ま
す
。
本
格
的
な

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
る
前
に
、
東
京
だ
け
で
日
本

を
支
え
る
仕
組
み
を
変
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

高
林　

僕
は
林
先
生
と
一
緒
に
道
州
制
の
本
を
書
き
ま

し
た
。
だ
か
ら
道
州
制
の
賛
成
論
者
で
す
。
橋
下
さ
ん

も
本
来
、
道
州
制
賛
成
論
者
で
す
。
し
か
し
大
阪
都
構

想
は
、道
州
制
に
と
っ
て
邪
魔
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

お
そ
ら
く
橋
下
さ
ん
も
そ
れ
に
気
付
い
て
い
る
の
に
、

結
局
は
選
挙
で
勝
つ
た
め
に
、
大
阪
だ
け
の
都
構
想
の

方
向
に
行
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
最
初

は
周
辺
地
域
も
巻
き
込
ん
で
や
ろ
う
と
し
た
の
が
、
そ

こ
が
な
か
な
か
動
か
な
い
か
ら
大
阪
の
中
で
や
ろ
う
と

し
て
、
そ
れ
で
大
阪
の
中
で
や
ろ
う
と
し
た
ら
堺
市
が

動
か
な
い
か
ら
、
結
局
は
大
阪
市
だ
け
で
や
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
が
不
幸
だ
っ
た
と
思
う
。
都
構
想
は
、

あ
る
意
味
、
大
阪
市
を
再
編
し
て
大
阪
府
に
移
す
と
い

う
話
だ
か
ら
、
住
民
投
票
す
る
な
ら
、
府
全
体
を
対
象

に
す
べ
き
だ
っ
た
。
で
も
そ
れ
は
で
き
な
か
っ
た
…
。

関
西
の
各
地
域
は
ま
す
ま
す
結
び
つ
き
を
深
め
て
お

り
、
と
り
わ
け
成
長
戦
略
の
面
で
は
関
西
一
体
と
な
っ

て
連
携
を
強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
だ
け
で
は

難
し
い
。

「
副
首
都
」
構
想

林　

大
阪
府
は
今
、
い
わ
ゆ
る
「
副
首
都
構
想
」
を
出

し
て
ま
す
。
で
も
こ
れ
っ
て
、「
東
京
が
独
り
占
め
し

て
い
る
中
央
集
権
国
家
の
う
ま
み
を
大
阪
に
も
分
け
て

よ
」
的
な
発
想
で
あ
り
、
今
こ
こ
で
議
論
し
て
い
る
地

方
分
権
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
も
の
で
す
。
僕
は
大
阪
生

ま
れ
な
の
で
、や
っ
ぱ
り
大
阪
は「
西
日
本
の
代
表
」で
、

東
京
と
大
阪
と
い
う
２
つ
の
核
で
日
本
を
引
っ
張
っ
て

土田 系（つちだ けい）経済学部職員。01年関西学院大
学商学部卒業後、他大学の勤務を経て 07年より関西学院
大学職員として勤務。二児の父。
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「大阪都構想とこれからの関西」

い
く
と
い
う
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
ず
っ
と
来
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
は
大
阪
が
「
首
都
で
あ
る
う
ま
み
を
大

阪
に
も
ち
ょ
っ
と
分
け
て
よ
」
と
言
っ
て
る
わ
け
で
す

よ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
東
京
に
大
地
震
が
来
た
場
合
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
が
必
要
な
の
は
明
白
で
す
。
昔
、
内
閣
府

が
直
下
型
地
震
の
研
究
会
を
開
い
た
と
き
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
経
験
を
話
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
国
は
、
東
京
を
地
震
が
来
て
も
耐
え
ら
れ

る
よ
う
な
強
い
都
市
に
し
た
い
考
え
て
い
る
ん
だ
け

ど
、
東
京
が
い
く
ら
地
震
に
強
い
町
に
な
っ
て
も
や
は

り
限
界
が
あ
る
。
む
し
ろ
究
極
の
防
災
対
策
は
地
方
分

権
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
民
間
企
業
な
ん
か
は
機
能
を

東
京
以
外
に
分
散
さ
せ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
大
阪
府
が
「
副
首
都
に
し
て
欲
し
い
」
と

主
張
す
る
の
は
、
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
と
い

う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

土
田　

関
西
活
性
化
の
具
体
案
と
し
て
「
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
を
関
西
ま
で
延
長
せ
よ
」
と
言
う
人
も
い
ま

す
が
、そ
れ
を
聞
く
と
な
ん
だ
か
白
け
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
り
ゃ
リ
ニ
ア
が
直
ち
に
延
長
さ
れ
れ
ば
良
い
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
苦
労
し
て
い
る
わ
け
で
…
。

大
阪
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
招
致
し
よ
う
と
し
た
と
き

も
、
相
変
わ
ら
ず
大
阪
府
と
大
阪
市
の
連
携
が
う
ま
く

い
か
ず
失
敗
し
、
東
京
は
招
致
に
成
功
し
た
。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
政
治
手
法

林　

国
で
も
地
方
で
も
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で

す
。
い
わ
ゆ
る
リ
ー
ダ
ー
待
望
論
。
だ
か
ら
橋
下
さ
ん

へ
の
期
待
が
結
構
あ
っ
た
。
彼
は
発
信
力
も
あ
っ
た
し

ね
。
で
も
問
題
は
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方

で
す
。「
俺
に
つ
い
て
こ
い
」
型
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

も
あ
れ
ば
、
皆
の
意
見
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
、
そ
れ
を

ま
と
め
て
い
く
よ
う
な
調
整
型
・
妥
協
型
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
も
あ
る
。
残
念
な
が
ら
今
の
国
民
は
、
ぐ
い
ぐ

い
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
て
い
る
。
特

に
関
西
は
そ
う
な
の
か
な
。
橋
下
さ
ん
に
限
ら
ず
、
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
面
が
非
常
に
気
に
な
り
ま
す
。

高
林　

よ
く
言
わ
れ
る
の
は
「
敵
」
を
設
定
す
る
と
い

う
政
治
手
法
で
す
ね
。
大
阪
都
構
想
の
場
合
、「
敵
」

に
選
ば
れ
た
の
は
大
阪
市
の
官
僚
機
構
や
労
働
組
合
で

し
た
。

本
郷　

政
治
や
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
で
は
、
住
民
に
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
過
度
に
単
純
化
す
る
傾
向
が
強
い
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
テ
レ
ビ
な
ん
か
で
も
、
バ
ス
の
運
転

手
の
給
与
と
か
、
何
か
の
事
件
と
か
、
あ
ま
り
本
質
的

じ
ゃ
な
い
よ
う
な
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
方
が
一
般
の

人
々
の
印
象
に
強
く
訴
え
る
も
の
で
す
。
細
か
な
統
計

デ
ー
タ
よ
り
、
例
え
ば
一
枚
の
可
哀
想
な
子
ど
も
の
写

真
の
方
が
、
け
っ
こ
う
世
の
中
を
動
か
せ
た
り
す
る
。

政
治
的
手
法
と
し
て
、
そ
う
い
う
世
論
操
作
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
今
後
は
む
し
ろ
「
普
通
の
こ
と
」
と
覚
悟
し

た
方
が
い
い
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
政
治
家
、
あ
あ
い

う
「
対
立
構
図
」
を
作
る
の
が
上
手
な
政
治
家
は
、
小

泉
首
相
以
後
は
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
（
笑
）。

「
悪
」
を
叩
い
て
一
時
の
憂
さ
を
晴
ら
す
み
た
い
な
。

林　

人
々
が
そ
れ
を
求
め
て
い
る
、
と
い
う
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
も
日
本
が
変
に
な
っ
て
き
て
る
。

テ
レ
ビ
で
も
何
か
不
祥
事
が
起
こ
っ
た
と
き
に
一
斉
に

頭
を
下
げ
る
。
頭
を
下
げ
な
い
と
ダ
メ
。
そ
の
と
き
に

カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
パ
パ
パ
ッ
と
た
か
れ
る
で

し
ょ
う
。
そ
う
い
う
の
を
見
せ
な
い
と
、
今
の
日
本
の

大
衆
は
納
得
し
な
い
。

高
林　

気
を
つ
け
な
い
と
ね
。
あ
の
ナ
チ
ス
も
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
的
政
治
手
法
に
よ
っ
て
民
主
的
な
選
挙
で
選
ば

れ
た
。
ナ
チ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
「
敵
」
を
創
り
だ

し
て
攻
撃
し
、
き
わ
め
て
悲
惨
な
こ
と
に
な
っ
た
。

林　

ア
メ
リ
カ
で
も
共
和
党
の
候
補
が
、
イ
ス
ラ
ム
系

移
民
の
全
面
禁
止
を
唱
え
て
支
持
率
を
上
げ
て
い
る
。

や
っ
ぱ
り
国
民
に
受
け
る
ん
で
す
よ
。
で
も
、
本
当
に

そ
れ
で
い
い
の
か
？

高
林　

基
本
的
人
権
な
ど
、
投
票
で
変
え
ら
れ
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
多
数
決
で
変
え
て
は
い
け

な
い
。

林　

大
阪
都
構
想
に
せ
よ
、新
憲
法
に
せ
よ
、
20
年
先
、

高林 喜久生（たかばやし きくお）経済学部教授、財政
のデータ分析、政府間財政、地方財政が専門。景気循環
や関西経済の活性化などにも関心がある。尼崎市生まれ、
岸和田育ち。
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30
年
先
、
１
０
０
年
先
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
大
事
な
事

柄
を
、
今
の
よ
う
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
も
と
で
の
住
民

投
票
で
決
め
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
な
。
現
役
世
代
っ

て
、
も
の
す
ご
く
責
任
が
重
い
は
ず
な
の
に
…
。

山
本　

そ
も
そ
も
大
阪
都
構
想
と
い
う
名
前
自
体
に
問

題
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
現
状
で
は
東
京
都
以
外
に

「
都
」
は
つ
け
ら
れ
な
い
。
住
民
投
票
で
大
阪
都
構
想

が
承
認
さ
れ
て
も
名
称
は
大
阪
府
の
ま
ま
で
す
。
あ
た

か
も
住
民
投
票
が
承
認
さ
れ
た
ら
大
阪
都
が
で
き
て
、

そ
し
て
東
京
都
の
よ
う
に
発
展
す
る
と
い
う
甘
い
認
識

が
あ
る
。
し
か
し
東
京
都
が
発
展
し
て
い
る
理
由
は
、

特
別
区
の
お
か
げ
じ
ゃ
な
く
て
、何
か
別
の
も
の
で
す
。

大
阪
人
に
と
っ
て
「
都
」
と
い
う
言
葉
は
確
か
に
心
地

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
経
済
面
か
ら
見
れ
ば
、
大

阪
は
特
別
区
で
は
か
え
っ
て
足
を
引
っ
張
ら
れ
る
の

で
、
や
は
り
市
の
方
が
ベ
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
市
で
あ
れ
ば
政
令
市
に
な
っ
て
、
独
自
の
財
源
、

例
え
ば
都
市
計
画
税
や
事
業
所
税
が
手
に
入
り
ま
す

が
、
区
で
あ
れ
ば
そ
う
は
い
か
な
い
。
つ
ま
り
大
阪
市

の
集
め
た
税
が
大
阪
府
に
吸
収
・
流
用
さ
れ
て
し
ま

う
。
こ
の
点
、
も
し
か
す
る
と
東
京
さ
え
も
、
市
に
し

た
方
が
活
性
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

林　

東
京
も
特
別
区
は
か
な
り
普
通
の
自
治
体
に
近
い

ん
だ
け
ど
、
も
っ
と
普
通
の
「
市
」
に
し
て
欲
し
い
と

い
う
意
見
が
「
区
」
か
ら
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
逆
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
大
阪
都
構
想
で
す
。

大
阪
市
の
２
６
０
万
人
が
１
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
力
が
あ
る
わ
け
な
の
に
、
そ
れ
を
例
え
ば
豊
中

ぐ
ら
い
の
規
模
の
幾
つ
か
の
自
治
体
に
分
割
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
中
核
都
市
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
大
阪

都
に
な
れ
ば
大
阪
や
関
西
が
元
気
に
な
る
か
ど
う
か

は
、
ま
っ
た
く
疑
問
で
す
。
東
京
が
元
気
な
の
は
、
中

央
集
権
国
家
な
の
で
国
の
役
人
が
首
都
に
集
中
し
て
い

て
、
お
金
が
よ
く
落
ち
る
か
ら
で
す
。

土
田　

ち
な
み
に
、
東
京
23
区
の
予
算
は
区
ご
と
に
決

め
て
い
ま
す
よ
ね
？

高
林　

そ
の
通
り
。
公
選
の
区
長
だ
し
ね
。
そ
れ
で
、

消
防
と
か
水
道
と
か
は
都
が
や
っ
て
ま
す
。

住
民
投
票
と
民
主
主
義

林　

大
阪
の
問
題
は
、「
政
治
」問
題
と
し
て
で
な
く「
経

済
」
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
な
ぜ
な
ら
最
近

の
政
治
は
反
対
か
賛
成
か
と
い
う
構
図
で
、
人
々
の
対

立
を
煽
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
神
戸
市

長
は
、
大
阪
都
構
想
の
住
民
投
票
に
つ
い
て
、
住
民
の

意
思
を
問
う
た
点
は
非
常
に
評
価
で
き
る
と
言
っ
た
ん

で
す
が
、
僕
は
実
は
そ
れ
も
疑
問
に
思
い
ま
す
。

高
林　

し
か
し
制
度
の
大
き
な
枠
組
み
を
変
え
る
と
き

に
は
、
最
後
に
は
、
住
民
投
票
と
い
う
手
続
き
は
必
要

で
し
ょ
う
。
た
だ
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
住

民
投
票
と
は
結
局
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
の
二
者
択
一
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
施
設
を
作
る
か
作
ら
な
い
か
と

い
う
単
純
な
問
題
な
ら
、
そ
れ
で
い
い
け
ど
、
大
阪
都

構
想
み
た
い
な
複
雑
な
問
題
は
、
イ
エ
ス
・
ノ
ー
で
答

え
に
く
い
。
大
学
生
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
も
肯
定
か
否
定

か
で
争
う
け
ど
、
実
際
、
イ
エ
ス
・
ノ
ー
で
答
え
ら
れ

る
よ
う
な
単
純
な
政
策
問
題
は
む
し
ろ
稀
で
す
よ
ね
。

大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
は
「
区
割
り
」
を
め
ぐ
っ
て
も

異
論
が
出
ま
し
た
が
、
構
想
自
体
に
は
賛
成
だ
け
ど
、

あ
の
区
割
り
に
は
反
対
だ
と
い
う
人
は
、
難
し
い
選
択

を
迫
ら
れ
た
で
し
ょ
う
。

本
郷　

住
民
投
票
は
「
民
主
主
義
の
劇
薬
」
と
も
言
わ

れ
ま
す
（
笑
）。
私
は
住
民
投
票
に
は
、
大
衆
扇
動
政

治
な
ど
の
弊
害
は
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
な
お
、

今
回
の
住
民
投
票
は
長
い
目
で
見
れ
ば
良
い
「
経
験
」

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
将
来
的
に
、
憲
法
改
正
と
い

う
問
題
に
直
面
す
る
。
数
十
年
に
一
度
の
一
発
勝
負
で

す
よ
。
こ
う
い
う
大
き
な
も
の
を
い
き
な
り
経
験
の
な

い
人
間
が
住
民
投
票
や
る
く
ら
い
な
ら
、
今
回
の
「
失

敗
」
か
ら
学
習
し
て
お
く
方
が
い
い
。
僕
は
そ
う
い
う

意
味
で
早
目
に
住
民
投
票
の
練
習
と
し
て
、む
し
ろ「
失

敗
」
を
体
験
す
る
の
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

大
規
模
な
住
民
投
票
は
む
し
ろ
「
原
発
」
関
係
で
行
わ

れ
る
と
予
想
し
て
た
ん
で
す
が
、
外
れ
ま
し
た
（
笑
）。

憲
法
は
含
ま
れ
る
論
点
・
争
点
が
多
い
で
す
よ
、
９
条
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「大阪都構想とこれからの関西」

だ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ
を
練
習
な
し
に
や
っ
た
ら
、
日

本
中
大
混
乱
し
か
ね
な
い
。

林　

住
民
投
票
は
、
住
民
が
十
分
な
知
識
を
持
た
な
け

れ
ば
適
切
な
意
思
決
定
は
で
き
な
い
。
大
阪
都
構
想
に

つ
い
て
住
民
が
十
分
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う

と
疑
わ
し
い
。
こ
う
い
う
失
敗
も
１
つ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
か
も
し
れ
な
い
が
、
問
題
点
を
後
で
皆
で
議
論
し
、

し
っ
か
り
総
括
し
な
い
と
、
今
後
の
住
民
投
票
、
あ
る

い
は
国
民
投
票
に
と
っ
て
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
に
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
住
民
投
票
の
後
に
は
、
や
っ
ぱ
り
マ
ス

コ
ミ
が
中
心
と
な
っ
て
、
き
ち
っ
と
総
括
す
る
必
要
が

あ
る
。

鈴
木　

西
宮
市
民
で
も
、
西
宮
市
政
の
現
状
を
よ
く
知

ら
な
い
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
国
の
行
政
に

つ
い
て
の
方
が
、マ
ス
コ
ミ
の
露
出
度
が
大
き
い
の
で
、

注
目
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

議
会
の
機
能
不
全

林　

大
阪
都
構
想
に
せ
よ
、特
別
自
治
市
構
想
に
せ
よ
、

長
所
も
あ
れ
ば
短
所
も
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
そ
れ
を
議

会
で
吟
味
し
て
、
住
民
の
幸
せ
が
最
大
に
な
る
よ
う
な

案
を
作
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
が
議
会
の
本
来
の
役
割
な

の
に
、
議
会
が
二
手
に
分
か
れ
て
激
し
く
対
立
し
て
機

能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
。
府
議
会
や
市
議
会
が
そ
れ
ぞ

れ
の
機
能
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
「
政
治
」
面
の

一
番
の
問
題
じ
ゃ
な
い
か
な
。
知
事
さ
ん
や
市
長
さ
ん

の
個
性
が
強
す
ぎ
て
ね
（
笑
）、
信
条
で
突
っ
走
ろ
う

と
す
る
。
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
も
議
会
の
仕
事
。

今
の
よ
う
な
状
態
だ
と「
も
う
議
会
な
ん
て
要
ら
な
い
」

と
か
「
定
員
を
減
ら
せ
」
と
い
う
話
に
も
な
る
。

高
林　

大
阪
は
特
に
そ
う
で
す
ね
。
大
阪
の
維
新
の
党

首
が
市
長
と
知
事
だ
っ
た
り
す
る
か
ら
、
議
会
と
政
党

が
一
緒
な
ん
で
す
。
自
分
た
ち
の
党
首
が
市
長
だ
っ
た

り
府
知
事
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
議
会
の
中
で

議
論
が
起
こ
り
に
く
い
。
自
民
党
で
あ
れ
ば
首
相
は
東

京
に
い
る
ん
で
、
地
方
は
地
方
で
議
論
で
き
る
ん
だ
け

ど
、
今
の
大
阪
で
は
そ
れ
が
や
り
に
く
い
。
議
会
は

ち
ょ
っ
と
機
能
し
に
く
い
状
況
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
大
阪
都
構
想
に
も
評
価
で
き
る
点

は
あ
り
、
区
長
の
公
選
制
は
評
価
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

林　

区
長
の
公
選
制
は
、
住
民
自
治
を
実
現
す
る
た
め

に
は
有
益
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
住
民
投
票
と
同

様
の
弊
害
も
あ
り
ま
す
。最
近
は
市
長
で
も
知
事
で
も
、

い
っ
た
ん
選
挙
で
選
ば
れ
た
ら
「
私
は
住
民
か
ら
選
ば

れ
た
ん
だ
！
」
と
叫
ん
で
、
今
ま
で
の
や
り
方
を
全
部

リ
セ
ッ
ト
す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
住
民
生
活
は
安

定
し
な
い
と
ダ
メ
な
の
で
、
区
長
が
変
わ
る
た
び
に
行

政
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
困
り
も
の
で
す
。

高
林　

で
も
、
そ
の
問
題
は
西
宮
市
な
ん
か
で
も
同
じ

な
の
で
、
都
構
想
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
首
長
と
議
会

と
い
う
二
元
代
表
制
の
一
般
的
問
題
と
言
え
ま
す
。
首

長
が
突
出
し
た
と
き
は
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

さ
な
い
と
い
け
な
い
。

林　

そ
う
で
す
ね
。
日
本
の
行
政
一
般
の
問
題
点
の
１

つ
は
連
続
性
が
な
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。
む
し
ろ
、

良
い
所
と
悪
い
所
が
あ
っ
た
ら
、
是
々
非
々
で
、
全
体

を
総
括
し
て
良
い
所
は
継
承
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
。

民
主
党
が
政
権
を
取
っ
た
と
き
も
、
そ
れ
ま
で
自
民
党

が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
ね
。
と
こ
ろ
が

途
中
か
ら
や
っ
ぱ
り
限
界
が
あ
る
と
気
付
い
て
、
ま
た

元
に
戻
す
。
も
う
何
を
し
て
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

（
笑
）。
イ
ギ
リ
ス
で
は
労
働
党
と
保
守
党
が
政
権
の
取

り
合
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
前
政
権
の
良
い
所
は
そ
の

ま
ま
引
き
継
い
で
、
そ
れ
に
分
析
を
加
え
て
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
ん
で
行
き
ま
す
よ
。

マ
ス
コ
ミ
の
役
割

林　

不
法
駐
輪
の
問
題
に
熱
心
な
大
阪
市
長
が
、
自
分

で
た
す
き
を
か
け
て
不
法
駐
輪
の
場
所
を
回
っ
て

（
笑
）、
そ
れ
を
マ
ス
コ
ミ
が
テ
レ
ビ
で
映
す
。
で
も
こ

ん
な
こ
と
、
市
長
が
や
る
必
要
な
い
で
す
よ
。
市
長
は

大
阪
中
之
島
の
市
長
室
に
い
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
西

宮
や
宝
塚
に
出
向
い
て
広
域
的
な
議
論
を
す
べ
き
で

し
ょ
う
。

高
林　

駐
輪
問
題
な
ん
か
区
に
任
せ
れ
ば
い
い
（
笑
）。

で
も
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
方
が
、
マ
ス
コ
ミ
は

取
り
上
げ
て
く
れ
や
す
い
し
…
。
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
力

は
非
常
に
大
き
い
だ
け
に
、
そ
れ
だ
け
責
任
も
大
き
い

は
ず
で
す
よ
。

土
田　

市
長
と
議
会
の
関
係
に
お
い
て
、
議
会
が

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
せ
る
か
ど
う
か
は
、
マ
ス
コ
ミ

の
役
割
に
も
か
か
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
つ
ま
り
市
長
の

仕
事
を
マ
ス
コ
ミ
が
適
切
に
評
価
で
き
る
か
ど
う
か
。

大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
も
、
マ
ス
コ
ミ
は
橋
下
市
長
の

些
末
な
発
言
や
行
動
ば
か
り
取
り
上
げ
て
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
さ
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

逆
に
マ
ス
コ
ミ
が
「
都
構
想
の
中
身
が
分
か
ら
な
い
」

「
説
明
が
不
十
分
」
と
い
う
具
合
に
煽
り
続
け
て
い
た
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気
さ
え
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
調
べ
て
人
々
に
伝
え
る
の

が
マ
ス
コ
ミ
の
役
割
の
は
ず
。

　

橋
下
氏
は
、
大
阪
市
長
に
就
任
以
来
ず
っ
と
、
公
務

後
に
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
受
け
る
時
間
を
設
け
て
い

て
、
し
か
も
手
持
ち
資
料
・
書
類
な
し
で
す
。
そ
れ
が

編
集
な
し
で
Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
情
報
発
信
の
仕
方
を
見
て
い
る
と
、

マ
ス
コ
ミ
の
今
後
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で

す
。
橋
下
氏
は「
後
で
内
容
を
編
集
で
き
な
い
よ
う
な
、

例
え
ば
公
開
の
動
画
で
取
材
を
受
け
る
の
は
い
い
け

ど
、
後
で
勝
手
に
編
集
さ
れ
る
よ
う
な
取
材
を
受
け
る

は
嫌
だ
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
一
理
あ

り
ま
す
よ
。
従
来
の
マ
ス
コ
ミ
は
時
代
に
対
応
で
き
て

い
な
い
。

林　

だ
か
ら
某
全
国
紙
が
、
高
林
先
生
は
大
阪
都
構
想

の
賛
成
派
、
僕
は
反
対
派
、
と
い
う
よ
う
な
対
立
構
図

で
載
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
か
な
（
笑
）。

高
林　

う
ん
。
で
も
僕
、
林
先
生
と
は
区
長
公
選
制
に

つ
い
て
の
見
方
な
ど
を
別
に
す
れ
ば
、
だ
い
た
い
同
じ

意
見
で
す
ね
（
笑
）。
僕
は
取
材
を
受
け
た
と
き
、
現

在
の
大
阪
都
構
想
に
は
疑
問
も
多
い
が
、
府
市
の
二
元

行
政
を
打
破
で
き
る
可
能
性
や
、
大
阪
市
は
基
礎
的
自

治
体
と
し
て
は
大
き
す
ぎ
る
の
で
区
長
公
選
制
を
導
入

す
る
な
ど
自
治
体
と
住
民
を
近
づ
け
る
仕
組
み
作
り

に
、
評
価
で
き
る
部
分
も
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。
実
際

の
記
事
で
は
、
そ
れ
ら
ば
か
り
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
少
し
驚
き
ま
し
た
（
笑
）。
そ
う
い
う
の
を
覚
悟
し

て
取
材
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
マ
ス
コ
ミ

対
応
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

林　

い
わ
ゆ
る
「
劇
場
型
」
の
弊
害
で
す
が
、
以
前
に

平
松
市
長
と
橋
下
さ
ん
が
テ
レ
ビ
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し

た
と
き
に
、橋
下
さ
ん
が
平
松
さ
ん
に「
イ
エ
ス
か
ノ
ー

か
で
答
え
て
く
れ
」
と
言
っ
た
の
ね
。
そ
し
た
ら
平
松

さ
ん
は
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
そ
れ
を
見
た
視
聴
者

は
「
あ
あ
、
こ
れ
は
橋
下
さ
ん
の
勝
ち
だ
」
と
思
っ
た

だ
ろ
う
ね
。
で
も
よ
く
考
え
て
み
た
ら
、
そ
れ
は
イ
エ

ス
・
ノ
ー
で
答
え
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
を
一

生
懸
命
考
え
て
い
る
と
き
に
「
じ
ゃ
あ
、
も
う
い
い
で

す
」と
や
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
苦
し
い
だ
ろ
う
ね（
笑
）。

考
え
込
む
人
の
印
象
は
悪
く
な
る
だ
ろ
う
し
。
こ
う
い

う
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
「
勝
者
」
が
人
気
を
集
め
る
と
す
れ

ば
、
今
の
日
本
国
民
は
政
治
的
に
未
熟
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

経
済
学
部
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

本
郷　

と
こ
ろ
で
今
回
、
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
経
済

学
部
生
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
を
見
れ
ば
賛
成
が
か
な
り
多
い
。
し
か
し
こ

の
問
題
を
じ
っ
く
り
勉
強
し
て
か
ら
も
う
一
回
ア
ン

ケ
ー
ト
を
す
れ
ば
、
結
果
は
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

か
ら
（
笑
）、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
慎
重
に
評

価
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
が
。

山
本　

シ
ル
バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
す
な
わ
ち
少
子

高
齢
化
社
会
で
は
若
者
よ
り
高
齢
者
の
意
見
ば
か
り
が

政
治
に
反
映
さ
れ
る
問
題
が
、
大
阪
都
構
想
の
住
民
投

票
で
も
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
若
者
の
人
口
の
少
な
さ
や

若
者
の
投
票
率
の
低
さ
は
事
実
で
す
。
た
だ
、
若
者
が

大
阪
都
構
想
の
実
質
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
、

「
革
新
的
」
な
ど
の
言
葉
や
印
象
に
踊
ら
さ
れ
て
、
漠

然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
賛
成
に
投
票
し
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

大
橋　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、「
社
会
を
変
え

た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
大
阪

都
構
想
の
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
ら
、
た
ぶ
ん
若
者
は

ま
ず
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
に
頼
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
し

か
し
都
構
想
に
関
す
る
細
か
な
説
明
、
特
に
法
律
的
な

難
し
い
と
こ
ろ
に
普
通
の
若
者
は
あ
ま
り
興
味
が
な
い

の
で
、
そ
う
な
る
と
マ
ス
コ
ミ
も
そ
ん
な
記
事
は
省
い

ち
ゃ
え
と
い
う
考
え
に
な
り
が
ち
で
し
ょ
う
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
賛
成
が
多
か
っ
た
の
は
、
複
数
の
論
点
を
比

較
考
量
し
て
出
し
た
結
果
で
は
な
く
て
、
マ
ス
コ
ミ
が

示
し
た
賛
成
・
反
対
の
対
立
構
図
の
も
と
で
「
府
と
市

が
同
じ
こ
と
を
す
る
の
は
無
駄
だ
か
ら
、
じ
ゃ
あ
１
つ

に
し
て
し
ま
え
、
だ
か
ら
賛
成
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し

た
感
覚
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
二
重
行
政
＝

不
効
率
」
っ
て
い
う
レ
ッ
テ
ル
の
威
力
は
す
ご
く
大
き

か
っ
た
。
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
勝
ち
負
け
ば
か
り
を
気
に

し
て
、
大
阪
や
関
西
の
経
済
成
長
と
い
う
肝
心
な
点
を

置
き
去
り
に
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

高
林　

成
長
と
と
も
に
も
う
１
つ
の
と
て
も
大
き
な
問

題
と
し
て
「
格
差
」
も
あ
り
ま
す
よ
。
説
明
し
出
す
と

長
く
な
る
け
ど
、
と
に
か
く
大
阪
の
府
内
で
も
市
内
で

も
、
色
ん
な
意
味
で
の
格
差
が
あ
る
。
税
収
の
額
も
全

然
違
う
し
、
生
活
保
護
の
比
率
も
全
国
に
比
べ
て
高
い

上
に
地
域
ご
と
の
格
差
も
大
き
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

問
題
に
対
し
て
大
阪
都
構
想
は
具
体
的
に
何
も
答
え
て

い
な
い
し
、
維
新
も
答
え
て
い
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
不

安
も
あ
っ
て
、
高
齢
者
層
や
低
所
得
層
、
ま
た
周
辺
部

は
、
都
構
想
に
反
対
票
を
投
じ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
維
新
は
効
率
重
視
・
成
長
重
視
な
の
で
、
分
配
面

の
対
策
が
弱
点
に
な
っ
て
い
る
。
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「大阪都構想とこれからの関西」

山
本　

科
学
的
な
研
究
に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意

思
決
定
方
式
で
あ
れ
ば
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
よ
り
実
現
さ

れ
る
の
か
と
い
う
点
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

鈴
木　

素
朴
な
疑
問
な
ん
で
す
が
、
大
阪
都
構
想
の
住

民
投
票
で
は
僅
差
で
反
対
票
が
上
回
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
は
大
阪
維
新
が
圧
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、都
構
想
に
つ
い
て
住
民
が
考
え
直
し
た
結
果
、

大
阪
維
新
に
賛
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

西
尾　

住
民
投
票
と
ダ
ブ
ル
選
挙
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
回
の
ダ
ブ
ル
選
挙
に
関
し
て
は
、
な
ん
だ
か
再
び
大

阪
都
構
想
の
住
民
投
票
を
や
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
の
公
開
討
論
を
見
て
も
、
大
阪
都
構
想

の
こ
の
部
分
は
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
多
く

て
、
都
構
想
の
賛
成
派
と
反
対
派
の
代
表
が
相
変
わ
ら

ず
論
争
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

河
野　

本
来
の
目
的
は
大
阪
・
関
西
の
活
性
化
な
の

に
、
府
と
市
の
対
立
の
解
決
が
目
的
み
た
い
に
な
っ
た

の
は
残
念
で
す
。
選
挙
を
行
う
た
め
に
14
億
円
も
か
け

た
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
。

大
阪
維
新
の
会

林　

人
々
は
大
阪
維
新
を
全
体
的
に
は
評
価
し
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
。
随
分
前
で
す
け
ど
、
統
一
地
方
選
挙
の

と
き
に
各
政
党
が
出
し
た
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
が
あ
っ

て
、
関
西
経
済
同
友
会
か
ら
、
ど
の
政
党
の
も
の
が
良

い
か
講
演
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
と
き
大
阪

の
各
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を
見
た
ん
で
す
。す
る
と
、

維
新
の
会
が
一
番
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

高
林　

そ
う
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
（
笑
）。

林　

他
の
政
党
は
、
大
阪
府
の
政
策
と
い
う
よ
り
、
国

の
政
策
み
た
い
に
抽
象
的
な
も
の
を
出
し
て
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
な
ぜ
維
新
の
会
だ
け
が
そ
う
い
う
の
が
書
け

る
か
と
い
う
と
、
関
学
な
ん
か
に
も
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
実
働
部
隊
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
問
題
を
し
っ
か

り
研
究
し
て
い
る
若
い
人
た
ち
が
い
る
ん
で
す
。
そ
う

い
う
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

く
、
そ
う
い
う
体
制
な
ん
で
す
ね
。
他
の
党
は
そ
の
点

が
弱
い
。

大
橋　

大
阪
維
新
の
強
さ
も
そ
う
で
す
が
、
そ
も
そ
も

大
阪
自
体
、
日
本
の
中
で
も
き
っ
と
独
特
な
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。大
阪
人
は
ノ
リ
が
い
い
と
い
う
か
、

や
た
ら
地
域
性
が
濃
い
と
い
う
か
。
そ
う
い
う
文
化
や

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。

高
林　

大
阪
で
は
維
新
の
会
が
非
常
に
強
い
よ
ね
。
基

盤
・
支
持
層
が
強
固
で
ね
。関
東
で
は
あ
ま
り
な
い
よ
。

河
野　

大
阪
維
新
の
会
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
質
問

コ
ー
ナ
ー
と
い
う
形
の
「
Ｑ
＆
Ａ
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る

ん
で
す
。
そ
こ
に
「
も
し
大
阪
都
構
想
が
実
現
し
て
、

そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
、
元
の
府
・
市
に
戻
せ

ま
す
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
「
戻
せ

ま
す
」
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
が
、
実
際
調
べ
て
み
る

と
、
そ
う
い
っ
た
法
律
は
な
い
。
つ
ま
り
い
っ
た
ん
特

別
区
に
な
る
と
、
も
う
元
に
戻
せ
な
い
。
そ
れ
を
知
っ

て
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

土
田　

ち
な
み
に
、
今
ど
き
の
学
生
さ
ん
は
そ
う
い
う

情
報
を
得
る
と
き
に
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
と
い
っ
た
、
従

来
的
な
い
わ
ゆ
る
「
権
威
あ
る
」
媒
体
に
頼
っ
て
い
ま

す
か
？
最
近
は
ネ
ッ
ト
や
Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
な
ど
が

普
及
し
て
い
ま
す
よ
ね
？

本
郷　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
影
響
力
は
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
今
後
ま
す
ま
す
強
ま
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
こ
は
大

事
な
問
題
で
す
ね
。

大
橋　

こ
の
座
談
会
の
た
め
に
、
橋
下
さ
ん
の
動
画
を

少
し
見
た
り
し
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
は
少
し
極
端
に
な

り
が
ち
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
テ

レ
ビ
や
新
聞
の
方
が
客
観
的
だ
と
思
い
ま
す
。

西
尾　

僕
は
と
り
あ
え
ず
大
阪
の
現
状
に
つ
い
て
府
と

市
が
出
し
て
る
資
料
を
見
て
、
何
が
問
題
な
の
か
を
調

べ
ま
し
た
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
や
テ
レ
ビ
で
は
客
観

的
情
報
を
得
る
の
が
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

大橋 侑季（おおはし ゆき）経済学部４年生、本郷亮ゼミ。
すご腕の副ゼミ長。人口知能（AI）と幸福との関係を研究。
保険業界内定。
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か
。

河
野　

僕
は
幾
つ
か
論
文
を
読
み
ま
し
た
。
選
挙
の
投

票
に
行
く
と
き
は
、
お
そ
ら
く
ネ
ッ
ト
も
使
う
で
し
ょ

う
が
、
そ
の
サ
イ
ト
の
信
頼
性
は
も
ち
ろ
ん
吟
味
し
ま

す
。

山
本　

僕
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
橋
下
さ
ん
の
動
画
を
見

て
、
そ
の
と
き
は「
大
阪
都
構
想
っ
て
い
い
な
」と
思
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
今
回
の
座
談
会
の
準
備
で
色
々
と
本

を
読
ん
で
勉
強
す
る
と
、
け
っ
こ
う
矛
盾
だ
ら
け
と
い

う
か
、
橋
下
さ
ん
の
政
策
主
張
が
空
っ
ぽ
と
い
う
か
、

具
体
的
な
も
の
が
乏
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

土
田　

マ
ス
コ
ミ
で
あ
れ
Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
で
あ

れ
、
発
信
さ
れ
た
情
報
に
は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
り
、

あ
る
種
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

た
う
え
で
、
情
報
に
接
す
る
の
は
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
阪

土
田　

大
阪
都
構
想
は
住
民
投
票
で
否
決
さ
れ
、
そ
し

て
自
民
党
の
大
阪
府
議
連
提
案
と
し
て
「
大
阪
会
議
」

に
行
き
つ
い
た
わ
け
で
す
が
、
一
時
は
橋
下
市
長
も
賛

成
に
回
っ
た
け
ど
、
結
果
的
に
議
事
内
容
に
不
満
を

持
っ
て
「
ポ
ン
コ
ツ
会
議
」
だ
と
か
言
い
出
し
て
…
。

結
局
、
大
阪
都
構
想
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
の
総
括
が
で

き
て
い
な
い
か
ら
、
こ
う
な
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
、
今
回
の
ダ
ブ
ル
戦
に
な
だ
れ
込
ん

で
し
ま
っ
て
。

高
林　

そ
う
で
す
。府
民
と
し
て
は
、改
革
の
サ
ボ
タ
ー

ジ
ュ
み
た
い
に
見
え
る
で
し
ょ
う
。
も
は
や
今
と
な
っ

て
は
、
府
と
市
が
議
論
し
て
、
ど
ん
な
形
に
せ
よ
、
妥

協
し
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
創
り
出
す
し
か
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
も
で
き
な
い
。

林　

都
構
想
が
住
民
投
票
で
否
決
さ
れ
た
と
き
に
皆
で

万
歳
し
た
り
し
て
ね
（
笑
）。

土
田　

あ
れ
を
見
て
、
良
い
印
象
を
受
け
た
人
は
少
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
た
だ
の
大
阪
の
内
輪
も
め
。

林　

否
決
さ
れ
た
日
が
、
本
当
は
再
出
発
の
日
な
の
に

ね
。「
も
う
一
回
仕
切
り
直
し
て
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
方
向
に
は
行
か
な
い
。

土
田　

確
か
に
「
終
わ
り
」
み
た
い
な
雰
囲
気
に
な
り

ま
し
た
ね
。

高
林　

府
市
の
連
携
を
強
め
て
再
出
発
で
き
れ
ば
、
大

阪
都
を
作
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

林　

こ
こ
が
正
念
場
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、市
長
も
、

知
事
も
、
市
議
会
も
、
府
議
会
も
、
住
民
も
、
自
覚
し

な
い
と
い
け
な
い
よ
。で
、そ
れ
に
向
け
て
議
論
を
引
っ

張
っ
て
い
く
の
は
、
ど
れ
も
期
待
薄
だ
か
ら
、
ま
あ
マ

ス
コ
ミ
か
な
（
笑
）。

河
野　

僕
が
座
談
会
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と
は
２
点

あ
っ
て
、
第
１
は
、
多
く
の
政
策
は
イ
エ
ス
・
ノ
ー
で

答
え
に
く
い
も
の
だ
と
い
う
点
で
す
。
投
票
者
と
い
う

の
は
た
い
て
い
素
人
な
の
で
、
そ
の
人
た
ち
に
ど
う
い

う
情
報
を
提
供
し
て
い
く
か
が
決
定
的
に
大
事
だ
な
と

痛
感
し
ま
し
た
。
第
２
は
、
大
阪
都
構
想
に
も
評
価
で

き
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
そ
れ
ら
の
点
は
、

今
後
の
議
論
の
発
展
に
活
か
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

本
郷　

学
生
た
ち
が
し
っ
か
り
し
た
判
断
力
を
養
え
る

よ
う
に
、『
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
も
情
報
提
供
に
頑

張
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
え
。

西尾 勇輝（にしお ゆうき）経済学部３年生、林宜嗣ゼミ。
ゼミ委員。現在、日本の経済成長について研究中。

河野 佑季（かわの ゆうき）経済学部３年生、林宜嗣ゼミ。
ゼミ委員。経済成長を軸に日本のあり方を研究中。
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「大阪都構想とこれからの関西」

高
林　

わ
れ
わ
れ
経
済
学
を
勉
強
し
て
い
る
者
に
と
っ

て
は
、
思
い
つ
き
と
か
直
感
で
決
め
つ
け
る
の
で
は
な

く
て
資
料
や
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
的
に
大
事
。

本
郷　

そ
ろ
そ
ろ
閉
会
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
議
論
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ま
、
本

日
は
本
当
に
長
い
時
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

高
林　

今
日
は
本
当
に
私
も
色
々
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
大
阪
都
構
想
が
、
政
治
的
な
事
情
の
た
め
に
だ

ん
だ
ん
本
質
で
な
い
方
向
に
流
れ
て
い
っ
た
の
は
不
幸

で
し
た
。
そ
の
反
省
を
し
っ
か
り
し
な
い
と
ね
。
こ
れ

か
ら
は
若
い
人
た
ち
に
も
大
い
に
期
待
し
ま
す
！
本
当

に
（
笑
）。
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大阪都構想のアンケート結果について 

 

経済学部のゼミ生を対象に「あなたは『大阪都構想』に関して、どのように考えていましたか？」とい

う無記名アンケートを実施したところ、以下のような結果となった。 

「全体」で見ると、肯定的意見（強く賛成＋どちらかと言えば賛成）が61.9%に達する一方、否定的意

見（強く反対＋どちらかと言えば反対）は15.1％に留まった。「いずれでもない（無回答含む）」という立

場も22.9％あった。 

「市内」「市外」に住む学生の差に注目すると、肯定的意見（（強く賛成＋どちらかと言えば賛成）は、

市内62.3％、市外61.8％であり、あまり差はない。しかし「いずれでもない」は、市内11.8％、市外24.0％、

また否定的意見（強く反対＋どちらかと言えば反対）は、市内25.9%、市外14.1%であり、いずれも10％

以上の差が見られた。 

ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。 

 

 

◇アンケート概要 

時期：2015 年度秋学期（10 月頃） 

対象：経済学部生（ゼミ所属1～4 年生）・回答者数969 名。 

方法：ゼミ担当教員がアンケート用紙を配付・回収 

 

○集まった主な意見（自由記述）は以下の通りです。 

【 肯定的意見 】 

・都構想は革新的。反対派は自分たちの既得権を守るために反対したとしか思えない。 

・否決されたとはいえ、年齢別に見ると、ほとんどの世代が賛成多数だった。この構想に限ったことでは

ないが、年齢別、世代間の不平等はやはり存在すると思う。 

・今のままでは大阪は良くならないだろう。都構想がどんな結果をもたらすかは分からないが、何か変化

をもたらすのなら一度やって欲しかった。 

・反対派のなかにも二重行政を解消せよという意見はあり、府民の理解（特に若者）が全く浸透しなかっ

たのが問題だと思う。構想名にインパクトがあるだけに様々な誤解を招いた印象。 

・少子高齢化を考えると現状維持も難しくなるという状況で、大阪会議も機能しておらず、何も変わって

いない現状を見ると、都構想は可決すべきだったと思う。 

 

【 否定的意見 】 

・歳出を減らす計画に具体性がない。 

・都にするのは時代に逆行している。 

強く賛成 16人 18.8% 79人 8.9% 95人 9.8%
どちらかと言えば賛成 37人 43.5% 468人 52.9% 505人 52.1%
いずれでもない（無回答） 10人 11.8% 212人 24.0% 222人 22.9%
どちらかと言えば反対 20人 23.5% 114人 12.9% 134人 13.8%
強く反対 2人 2.4% 11人 1.2% 13人 1.3%

大阪市内に
住む学生

大阪市外に
住む学生

85人

全体

884人 969人
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「
進
捗
」
の
「
捗
」
と
い
う
字
を
皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
る
で
し
ょ
う

か
。「
手
偏
に
歩
」
と
学
ん
だ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
右
の
字
を
よ
く
見
て
く
だ
さ

い
。
旁
の
下
の
部
分
が
「
少
」
で
は
な
く

右
側
の
点
が
な
い
の
に
気
が
付
か
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
実
は
「
歩
」
と
い
う
文
字
は

点
の
な
い
字
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
漢
和
辞
典

に
よ
り
ま
す
と

の
よ
う
に
上
に
「
止
」

を
、
そ
の
下
に
「
止
」
を
左
右
ひ
っ
く
り

返
し
た
よ
う
な
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、

足
跡
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

し
て
楷
書
体
に
な
る
段
階
で「
歩
」に
な
っ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が「
歩
」に
手
偏
が
付
い
た
文
字「
捗
」

は
１
９
７
８
年
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
日
本
工
業
規

格
）
に
旁
が
「
歩
」
と
定
め
ら
れ
て
以
来

２
０
０
４
年
ま
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
に
あ
る

フ
ォ
ン
ト
を
み
る
と
、「
歩
」の
下
が「
少
」

に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

パ
ソ
コ
ン
上
の
文
字
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
し
て
決

ま
っ
て
お
り
、
文
化
庁
や
文
部
科
学
省
で

は
な
い
と
こ
ろ
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

同
様
の
こ
と
が
祈
祷
の
「
祷
」
の
字
に

も
当
て
は
ま
り
、「
寿
」
は
「
壽
」
の
略

字
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
1
水
準
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
示
偏
が
付
い
た
文

字
で
あ
る
「
禱
」
も
い
つ
の
ま
に
か
略
字

が
主
た
る
も
の
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
少
し
古
い
パ
ソ
コ
ン
を
お
使

い
の
方
が
「
祈
禱
」
と
書
い
た
メ
ー
ル
を

送
っ
た
と
し
て
も
受
け
手
の
パ
ソ
コ
ン
の

環
境
に
よ
っ
て
は
「
祈
祷
」
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

　

規
格
と
い
う
こ
と
で
話
題
を
展
開
し
ま

す
。
皆
さ
ん
は
お
手
元
に
ス
マ
ホ
を
お
持

ち
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
電
話
番

号
を
プ
ッ
シ
ュ
す
る
と
き
と
電
卓
で
計
算

す
る
と
き
で
は
数
字
の
並
び
が
違
う
こ
と

に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
？　

前
者
の
画

面
で
は
左
上
隅
か
ら
右
に
向
か
っ
て
１
，

２
，
３
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
後
者
で

は
７
，
８
，
９
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前

者
は
国
際
電
気
通
信
連
合
、
後
者
は
国
際

標
準
化
機
構
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
日
本
で
前
者
を
担
当
す

る
の
は
総
務
省
（
旧
郵
政
省
）、
後
者
は

経
済
産
業
省
（
旧
通
商
産
業
省
）
で
す
。

も
ち
ろ
ん
各
々
便
利
に
な
る
よ
う
に
規
格

の
統
一
を
目
指
し
て
き
た
の
で
す
が
、

い
っ
た
ん
定
ま
っ
て
し
ま
う
と
変
更
す
る

の
が
難
し
く
、
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
例
を
次
に
掲
げ
ま
す
。

　

海
外
旅
行
を
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
あ

ち
ら
で
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
充
電
し
よ
う
と

す
る
と
コ
ン
セ
ン
ト
や
電
圧
が
違
っ
て

困
っ
た
最
悪
の
場
合
に
は
機
械
が
壊
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
っ
た
経
験
を
お
持
ち
の
方

も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
こ
こ
20
年
ほ
ど
で
広
ま
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全

く
な
く
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
端
子

は
Ｒ
Ｊ
４
５
と
い
う
規
格
に
従
っ
て
お

り
、
世
界
共
通
で
す
。
こ
の
よ
う
に
新
し

い
規
格
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
決
定
さ
れ
て
い

る
の
で
こ
れ
ま
で
よ
り
も
困
難
は
少
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
Ｕ
Ｓ
Ｂ

の
よ
う
に
次
か
ら
次
へ
と
規
格
が
生
ま
れ

る（
進
化
す
る
？
）も
の
も
あ
り
ま
す
が
。

　

最
後
に
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
に
あ

り
ま
す
よ
う
に
ヘ
ロ
デ
王
の
命
を
受
け
た

東
方
の
三
博
士
が
母
マ
リ
ヤ
の
そ
ば
に
い

る
幼
な
子
に
会
っ
た
際
に
は
フ
ェ
イ
ス

ト
ゥ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
情
報
を
伝
達
で
き
ま

し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
で
は
情
報
の
規
格

化
が
必
須
で
す
。
同
じ
も
の
を
基
準
に
す

る
こ
と
な
し
に
は
想
定
さ
れ
た
結
果
が
得

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
、
情

報
化
社
会
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

■

豊
原
　
法
彦
　
教
授
（
計
量
経
済
学
）

「
伝
え
る
と
い
う
こ
と
」

2015年
6月8日
月曜日
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み
な
さ
ん
は
「
経
路
依
存
性
（path 

dependence

）」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。
経
路
依
存

性
と
は
、
制
度
や
仕
組
み
が
過
去
の
経
緯

や
歴
史
的
な
偶
然
、
初
期
状
態
な
ど
に

よ
っ
て
拘
束
（
ロ
ッ
ク
イ
ン
）
さ
れ
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
回
り
の
例
と
し
て
は
商
用
交
流

電
源
の
周
波
数
が
、
東
日
本
で
50
Ｈ
ｚ
と

西
日
本
で
60
Ｈ
ｚ
と
違
っ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
時
代
に
、

関
東
で
は
、東
京
電
燈（
今
の
東
京
電
力
）

が
50
Ｈ
ｚ
仕
様
の
ド
イ
ツ
製
発
電
機
を
導

入
す
る
一
方
、関
西
で
は
、大
阪
電
燈
（
今

の
関
西
電
力
）
が
60
Ｈ
ｚ
仕
様
の
米
国
製

発
電
機
を
導
入
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
起
点
に
各
地
の
電
力
供

給
網
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
、
東
西

の
周
波
数
の
違
い
が
形
成
さ
れ
、
ロ
ッ
ク

イ
ン
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

今
回
の
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
座
談
会

の
テ
ー
マ
は
「
大
阪
都
構
想
」
で
す
。「
大

阪
都
構
想
」
で
は
、
政
令
指
定
都
市
で
あ

る
大
阪
市
を
廃
止
す
る
一
方
、
大
阪
府
を

東
京
都
の
よ
う
な
都
区
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
問

題
に
な
っ
た
「
府
市
合
わ
せ
（
不
幸
せ
）」

と
言
わ
れ
る
大
阪
府
市
の
仲
の
悪
さ
や

「
二
重
行
政
」
の
か
な
り
の
部
分
も
こ
の

「
経
路
依
存
性
」
で
説
明
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　

大
阪
府
市
に
は
、
戦
後
間
も
な
く
か
ら

大
阪
市
域
拡
張
を
巡
る
対
立
が
あ
り
、

１
９
５
６
年
の
政
令
指
定
都
市
制
度
発
足

後
も
１
９
７
０
年
頃
ま
で
市
域
拡
張
を
め

ぐ
る
論
争
が
続
く
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、

そ
れ
が
府
市
の
間
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
市
は
地
理
的
に
大
阪
府
の

ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
は
府
下
市
町
村
の
た
め
に
、
補
完

行
政
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
は
公
共
施
設
を
通
じ
て
供
給
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
大
阪
府
は
そ
の

サ
ー
ビ
ス
供
給
の
拠
点
を
交
通
の
便
利
な

大
阪
市
内
に
集
中
的
に
建
設
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
大
阪
市
は
大
阪
市
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
供
給
の
拠
点
を
大
阪
市
内
に
建
設
し
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
類
似
の
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
拠
点
が
併
存
し
、「
二
重
行
政
」
が
発

生
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
同
じ
府
県
と
政
令
指
定
都
市
と
の
関

係
で
あ
っ
て
も
、
他
で
は
大
阪
の
よ
う
な

「
府
市
合
わ
せ
」や
深
刻
な「
二
重
行
政
」

と
い
っ
た
事
態
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
兵
庫

県
と
神
戸
市
、
京
都
府
と
京
都
市
、
愛
知

県
と
名
古
屋
市
、
神
奈
川
県
と
横
浜
市
で

は
、
府
県
域
は
広
く
、
し
か
も
各
市
は
各

府
県
の
端
の
方
に
位
置
し
て
お
り
、
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
大
阪
府
市
の
抱
え

る
問
題
は
、
過
去
の
大
阪
市
域
拡
張
運
動

の「
し
こ
り
」と
い
う
歴
史
的
経
緯
や「
小

さ
な
大
阪
府
の
真
ん
中
に
大
き
な
大
阪
市

が
位
置
す
る
」
と
い
う
地
理
的
条
件
に
起

因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
問
題
の
本
質

は
政
令
指
定
都
市
制
度
と
い
う
大
都
市
制

度
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
、「
大
阪
都
構
想
」
が
モ
デ
ル
と

し
た
東
京
都
の
都
区
制
度
も
「
経
路
依
存

性
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
第
２
次
世
界
大
戦
中
の
１
９
４
３

年
に
、
旧
東
京
府
と
旧
東
京
市
が
、
戦
時

法
令
で
あ
る
旧
東
京
都
制
の
施
行
に
伴
っ

て
合
併
し
て
東
京
都
が
設
置
さ
れ
、
そ
の

仕
組
み
が
戦
後
も
維
持
さ
れ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
相
対
し
て
い
る
様
々
な
仕
組

み
の
「
現
状
」
の
姿
は
、
思
い
の
ほ
か
過

去
に
起
こ
っ
た
偶
然
の
事
件
や
初
期
状
態

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
よ
う
で

す
。
経
路
依
存
の
力
は
、
経
済
が
あ
る
特

定
の
経
路
に
入
る
と
経
路
変
更
す
る
こ
と

を
き
わ
め
て
難
し
く
し
て
い
ま
す
。 

■

高
林
　
喜
久
生
　
教
授
（
財
政
学
）

経
路
依
存
性
と
「
大
阪
都
構
想
」

2015年
6月12日
金曜日
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私
が
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
た
と
き
に

知
っ
て
驚
い
た
こ
と
の
１
つ
に
，
男
女
の

関
係
に
お
け
るdating

と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
し
た
．
日
本
で
男
女
が
付
き
合
う

と
き
は
「
好
き
で
す
」
と
言
っ
た
告
白
か

ら
始
ま
り
，
一
度
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て
し

ま
え
ば
（
人
に
よ
る
程
度
の
差
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
）
浮
気
は
許
さ
れ
な
い
と

い
う
感
覚
が
一
般
的
で
す
．
し
か
し
，
ア

メ
リ
カ
に
お
け
るdating

期
間
は
本
格
的

に
付
き
合
う
前
の
お
試
し
期
間
の
よ
う
な

も
の
で
，
あ
ま
り
拘
束
的
な
も
の
で
は
な

く
，
わ
り
と
気
軽
に
解
消
で
き
る
よ
う
で

す
．「
あ
な
た
に
興
味
が
あ
る
か
ら
，デ
ー

ト
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
関
係
で
，
そ
の

間
に
も
っ
と
良
い
人
が
い
れ
ば
そ
ち
ら
に

乗
り
換
え
て
も
よ
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る

の
で
す
．

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
と
，
日
本
的

な
感
覚
で
は
軽
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
．
で
す
が
，
経
済
学
で
マ
ッ
チ
ン

グ
理
論
と
い
わ
れ
る
分
野
の
研
究
成
果
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
る
ゲ
ー
ル
・
シ
ャ
プ

レ
ー
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て
見
る
と
，

な
る
ほ
ど
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
り
ま
す

（
提
唱
者
の
一
人
，ロ
イ
ド
・
シ
ャ
プ
レ
ー

は
２
０
１
２
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受

賞
者
で
す
）．
こ
のdating

期
間
の
よ
う

な
「
仮
マ
ッ
チ
ン
グ
」
が
安
定
的
な
マ
ッ

チ
ン
グ
（
組
合
せ
）
に
行
き
着
く
た
め
の

肝
だ
か
ら
で
す
．

　

ゲ
ー
ル
・
シ
ャ
プ
レ
ー
・
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
男
女
関
係
で
解
釈
す
る
と
，
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
側
は
ど
ん
ど
ん
自
分
の
好
き
な
人

に
順
に
ア
タ
ッ
ク
す
る
，
言
わ
ば
肉
食
系

で
す
．
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
る
側
は
そ
れ
に

答
え
る
受
け
身
の
草
食
系
で
す
が
，
代
わ

り
に
，
仮
マ
ッ
チ
ン
グ
で
キ
ー
プ
し
て
お

い
て
も
っ
と
良
い
人
が
現
れ
た
ら
乗
り
換

え
を
す
る
の
で
す
．
す
る
と
，
も
ち
ろ
ん

様
々
な
カ
ッ
プ
ル
の
組
み
合
わ
せ
が
で
き

て
い
く
わ
け
で
す
が
，
最
終
的
に
は
「
誰

も
別
れ
て
別
の
カ
ッ
プ
ル
を
作
る
動
機
が

な
い
」
と
い
う
安
定
マ
ッ
チ
ン
グ
の
状
態

に
行
き
着
く
こ
と
が
理
論
的
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
．

　

で
は
何
故
安
定
す
る
の
で
し
ょ
う
か
．

ま
ず
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
る
草
食
系
の
ほ
う

は
，
こ
の
仮
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
キ
ー
プ

と
い
う
「
逆
襲
」
に
よ
っ
て
，
乗
り
換
え

を
繰
り
返
し
て
い
け
ば
自
分
の
願
望
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
て
安
定
し
ま
す
．
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
肉
食
系
に
と
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
．
本
当
は
も
っ
と
好
き
で
も
人

気
の
あ
る
人
は
避
け
て
「
う
ま
く
行
き
そ

う
な
相
手
か
ら
」
と
い
う
行
動
が
起
こ

り
，
結
果
と
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
も
，

「
も
っ
と
良
い
人
と
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
後
悔
す
る
（
安
定
し
な

い
）
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
．
し
か
し
，

現
実
的
に
起
こ
り
そ
う
な
こ
の
問
題
も
，

仮
マ
ッ
チ
ン
グ
が
あ
れ
ば
解
決
で
き
ま

す
．
な
ぜ
な
ら
，
肉
食
系
は
草
食
系
の
皆

が
仮
マ
ッ
チ
ン
グ
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ

と
を
知
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
．
も
し

後
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
も
，
自
分
の
ほ

う
が
良
け
れ
ば
容
易
に
乗
り
換
え
て
も
ら

え
る
わ
け
で
す
．
と
い
う
こ
と
は
，
最
初

か
ら
嘘
を
つ
か
ず
に
一
番
好
き
な
人
か
ら

順
に
ア
タ
ッ
ク
す
る
の
が
合
理
的
で
す
．

結
果
，
そ
も
そ
も
良
い
人
か
ら
選
ん
で
い

る
の
で
，
別
れ
る
動
機
は
な
く
安
定
的
に

な
る
と
い
う
わ
け
で
す
． 

■

参
考
文
献
：
こ
こ
で
述
べ
た
ゲ
ー
ル
・
シ
ャ

プ
レ
ー
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
っ
と

き
ち
ん
と
学
び
た
い
場
合
は
，ま
ず
は
『
ミ

ク
ロ
経
済
学
』林
貴
志（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
，

２
０
０
７
）
の
22
章
２
マ
ッ
チ
ン
グ
の
項

を
読
む
こ
と
を
お
勧
め
す
る
．
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
数
学
的
な
構
造
が
，
難
し
い
前
提
知

識
を
要
求
せ
ず
に
た
っ
た
４
ペ
ー
ジ
で
簡

潔
明
瞭
に
解
説
さ
れ
て
お
り
，
非
常
に
分

か
り
や
す
い
．

猪
野
　
弘
明
　
准
教
授
（
産
業
組
織
論
）

男
女
関
係
と
仮
マ
ッ
チ
ン
グ

2015年
6月16日
火曜日
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都
市
経
済
学
で
は
、
都
市
の
形
成
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
簡
単
な
モ
デ
ル
を
用
い
て
説

明
す
る
。

　
「
都
市
」
と
い
う
言
葉
に
厳
密
な
定
義

は
な
い
が
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
思
い
浮

か
べ
る
都
市
の
姿
は
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
生
ま
れ
育
っ
た
地
を
思
う

人
も
あ
り
、
就
職
し
て
か
ら
住
み
始
め
た

と
こ
ろ
を
思
う
人
も
あ
る
。
ま
っ
た
く
異

な
る
都
市
像
で
あ
っ
て
も
、
都
市
経
済
学

の
理
論
で
は
、
簡
単
な
モ
デ
ル
を
用
い
る

こ
と
で
、
ど
の
都
市
に
も
あ
る
程
度
あ
て

は
ま
る
、
典
型
的
な
都
市
の
特
徴
を
説
明

し
よ
う
と
試
み
る
。
そ
の
典
型
的
な
都
市

の
特
徴
の
一
つ
に
、
都
市
の
中
心
地
と
呼

ば
れ
る
地
域
の
建
物
は
、
高
く
密
集
し
て

建
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
に
し
た

が
っ
て
、
建
物
が
低
く
、
一
つ
の
区
画
の

面
積
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
、
と
い
う
も

の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
で
は
な
ぜ
、
そ
の
よ

う
な
姿
に
な
る
の
か
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
、
都
市
に
住
む
側
（
需
要
側
）
と
住
宅

を
提
供
す
る
側
（
供
給
側
）
と
に
わ
け
て

考
え
て
み
よ
う
。

　

需
要
側
が
住
む
場
所
を
決
定
す
る
時
に

考
え
る
一
番
の
要
因
は
お
そ
ら
く
通
勤
地

（
通
学
地
）
へ
の
便
利
さ
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
行
動
は
ほ
ぼ
毎
日
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
が
不
便
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
時

間
的
に
も
金
銭
的
に
も
人
生
に
お
い
て
大

き
な
犠
牲
を
伴
う
。
し
た
が
っ
て
、
で
き

れ
ば
通
勤
地
に
近
い
便
利
な
と
こ
ろ
に
住

み
た
い
と
誰
も
が
思
う
。
し
か
し
土
地
に

は
限
り
が
あ
る
た
め
、
希
望
者
全
員
が
中

心
地
付
近
に
住
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
土

地
の
場
合
、
そ
の
場
所
の
土
地
は
１
つ
し

か
存
在
し
な
い
た
め
、
そ
の
地
に
最
も
高

い
お
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
人
が
そ

こ
に
住
む
こ
と
に
な
る
。

　

中
心
地
か
ら
離
れ
る
に
従
い
、
不
便
に

な
り
、
ま
た
土
地
の
面
積
も
増
え
て
い
く

た
め
、
住
む
た
め
に
土
地
に
対
し
て
支
払

う
料
金
も
低
く
な
る
。
そ
の
代
わ
り
に
同

じ
予
算
で
あ
っ
て
も
広
い
面
積
の
土
地
を

得
て
、
不
便
さ
へ
の
不
満
に
代
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、「
便
利
だ
が
狭
い
」、

あ
る
い
は
「
不
便
だ
が
広
い
」、
と
い
う

立
地
と
住
宅
の
特
性
の
違
い
が
、
都
市
内

の
住
民
の
満
足
度
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

い
る
。

　

住
む
場
所
を
提
供
す
る
開
発
者
（
供
給

者
）
は
ど
の
よ
う
な
建
物
を
都
市
に
提
供

す
る
だ
ろ
う
か
。
開
発
者
は
土
地
を
買

い
、
そ
の
上
に
資
材
を
投
入
し
て
建
物
を

建
て
る
。
狭
さ
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
便

利
な
と
こ
ろ
に
住
む
た
め
に
、
住
民
は
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
対
し
て
よ
り
多
く
の

お
金
を
払
お
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
地

域
に
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
は
企
業
に

と
っ
て
も
大
き
な
利
益
を
う
む
た
め
、
土

地
や
住
宅
の
価
格
は
高
く
な
る
。
こ
の
こ

と
は
す
な
わ
ち
開
発
者
に
と
っ
て
の
土
地

取
得
コ
ス
ト
も
高
く
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
一
方
で
、
郊
外
に
な
る
と
ス
ペ
ー
ス

の
制
限
が
中
心
地
ほ
ど
厳
し
く
な
い
た

め
、
住
宅
の
価
格
も
下
が
り
、
利
益
は
そ

れ
ほ
ど
で
な
い
が
、
一
方
で
土
地
取
得
コ

ス
ト
は
低
く
お
さ
え
ら
れ
る
。
建
物
を
建

て
る
た
め
の
資
材
の
価
格
は
中
心
地
で
も

郊
外
で
も
同
じ
な
の
で
、
中
心
地
で
は
土

地
の
価
格
に
比
し
て
資
材
が
割
安
に
な

り
、郊
外
で
は
割
高
に
な
る
。す
な
わ
ち
、

開
発
者
は
中
心
地
で
は
小
さ
な
土
地
ス

ペ
ー
ス
に
多
く
の
資
材
を
投
入
し
、
高
い

建
物
を
建
築
す
る
し
、
郊
外
で
は
広
い
土

地
に
低
い
建
物
を
建
築
す
る
こ
と
が
利
益

を
大
き
く
す
る
た
め
の
最
適
な
行
動
と
な

る
。

　

よ
っ
て
都
市
の
姿
は
中
心
地
で
は
高
い

ビ
ル
が
密
集
し
、
郊
外
で
は
広
い
住
宅
、

低
い
建
物
が
多
く
た
つ
。

 

■

山
鹿
　
久
木
　
教
授
（
都
市
経
済
学
）

都
市
の
形
成

2015年
6月18日
木曜日
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皆
さ
ん
は
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
（new

 
norm

al

）」
と
い
う
言
葉
が
、
世
界
中
を

飛
び
交
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
こ
の
言
葉
は
、
最
近
に
な
っ
て
中
国

の
習
近
平
主
席
が
「
新
常
態
」
と
い
う
こ

と
ば
を
使
用
し
た
こ
と
で
も
、
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
は
、
２
０
０
８
年
９

月
に
起
き
た
世
界
経
済
危
機
の
あ
と
、
世

界
経
済
が
新
た
な
展
開
に
入
る
こ
と
を
期

待
し
た
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
使
用
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

２
０
１
５
年
６
月
の
現
在
、「
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
」
と
い
う
用
語
は
、
当
た
り
前

の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
耐
え
が
た
い
事
態

を
、
維
持
す
る
こ
と
に
加
担
せ
ず
に
、
新

た
な
対
応
に
踏
み
出
す
と
い
う
意
味
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
経
済
危
機
の
あ
と
、
中
国
は
巨
額

の
公
共
投
資
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進

し
、
中
国
内
陸
部
の
開
発
を
進
め
る
な
か

で
、ア
メ
リ
カ
は
、金
融
の
量
的
緩
和
を
進

め
て
、
世
界
に
低
利
の
ド
ル
資
金
を
供
給

し
ま
し
た
。し
か
し
、多
く
の
新
興
国
で
、

環
境
汚
染
や
汚
職
の
蔓
延
を
招
き
、
世
界

的
な
資
源
価
格
の
高
騰
な
ど
で
バ
ブ
ル
経

済
が
再
発
し
ま
し
た
。
先
進
国
の
み
な
ら

ず
新
興
国
で
も
、
国
内
の
所
得
や
富
の
格

差
が
拡
大
し
て
い
る
の
で
す
。

　

経
済
格
差
の
拡
大
は
、
２
０
１
１
年
に

北
ア
フ
リ
カ
で
起
き
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」

と
い
う
各
国
の
政
変
の
背
景
に
も
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
地
域
で
は
、
西
側
諸
国
が

輸
出
し
た
武
器
が
テ
ロ
集
団
に
渡
り
、
政

情
は
悪
化
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
中
海
を
は
さ
み
、
Ｅ
Ｕ

で
債
務
危
機
の
結
果
、
高
い
若
年
失
業
が

続
く
な
か
、
マ
グ
レ
ブ
で
は
、
宗
派
や
部

族
間
の
抗
争
が
激
化
し
、欧
米
諸
国
が「
テ

ロ
と
戦
う
」
空
爆
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
多
数
の
難
民
が
発
生
し
、
経
済

状
態
の
良
好
な
ド
イ
ツ
を
目
指
し
て
移
動

し
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｕ
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
４
年
に
は

３
４
０
０
人
近
く
が
地
中
海
で
溺
死
し
た

そ
う
で
す
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
）に
よ
れ
ば
、２
０
１
５

年
前
半
の
難
民
及
び
避
難
民
は
合
計

５
９
５
０
万
人
に
達
し
、
１
年
前
と
比
べ

１
４
０
０
万
人
も
増
加
し
た
模
様
で
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
も
、
５
月
中
旬
か
ら
、

も
と
も
と
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
の

移
動
者
で
あ
っ
た
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
と
い
う
イ

ス
ラ
ム
教
徒
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
過
激
な

仏
教
徒
と
対
立
し
、２
万
人
以
上
が
、ボ
ー

ト
ピ
ー
プ
ル
と
し
て
流
出
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
傾
向
の
な
か
耕

作
地
が
減
少
し
、
飢
饉
が
生
じ
や
す
く
な

り
、
鉱
物
資
源
の
獲
得
も
、
部
族
間
の
対

立
の
背
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
失
業
し
た

若
者
が
兵
士
と
し
て
戦
い
に
加
わ
る
な

ど
、
貧
困
が
戦
争
内
戦
を
引
き
起
こ
し
や

す
い
構
造
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。

　

中
国
で
は
、
内
需
拡
大
政
策
が
多
く
の

腐
敗
を
生
み
ま
し
た
。
中
国
語
で
「
ハ
エ

（
小
役
人
の
日
常
汚
職
）
た
た
き
」、「
ト

ラ
（
幹
部
の
蓄
財
）
た
た
き
」
な
ど
言
葉

が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
で
若
年

労
働
力
の
伸
び
が
鈍
り
、
海
外
か
ら
の
資

本
流
入
が
細
り
、
７
％
の
実
質
経
済
成
長

率
を
維
持
す
る
の
は
容
易
で
あ
り
ま
せ

ん
。
中
国
政
府
は
、
外
国
人
高
度
人
材
の

受
入
れ
を
進
め
る
政
策
を
打
ち
出
し
、
ア

ジ
ア
・
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（A

IIB

）

を
自
ら
設
立
し
ま
し
た
。

　

本
日
の
聖
書
の
箇
所
（
ル
カ
16
：
19
│

26
）
で
、
豊
か
な
若
者
と
貧
し
い
ラ
ザ
ロ

が
対
照
さ
れ
、自
分
の
生
き
方
に
、何
の
疑

問
も
持
た
な
い
豊
か
な
若
者
の
姿
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
の
目
的
が

就
職
す
る
こ
と
だ
け
に
な
り
、
論
理
的
な

思
考
や
証
拠
を
重
視
す
る
議
論
が
行
わ
れ

ず
、
答
あ
り
き
の
思
考
法
が
蔓
延
す
る
こ

と
を
憂
慮
し
ま
す
。来
年
か
ら
、選
挙
権
が

18
歳
以
上
の
若
者
に
付
与
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
「
ノ
ー
マ
ル
」
と
さ

れ
て
き
た
こ
と
を
、
し
っ
か
り
問
い
直
す

勇
気
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。 

■

井
口
　
泰
　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」の
世
界
を

生
き
る
勇
気

2015年
6月19日
金曜日
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技
術
革
新
と
経
済
の
発
展
は
、
わ
れ
わ

れ
に
便
利
で
よ
り
豊
か
な
生
活
の
享
受
を

可
能
に
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
日
々
利
用

し
て
い
る
身
近
な
モ
ノ
で
わ
れ
わ
れ
に
多

く
の
便
益
を
与
え
て
い
る
モ
ノ
と
し
て
一

つ
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
え
ば
、
電

車
や
バ
ス
な
ど
交
通
機
関
を
利
用
中
や
街

を
散
歩
し
て
い
て
も
、
写
真
、
動
画
も
撮

れ
る
し
、LIN

E

な
ど
の
ア
プ
リ
を
使
え

ば
、
無
料
通
話
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
会
話

も
楽
し
め
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
音
楽
も
聴
け
る
し
、
電
子

書
籍
だ
っ
て
読
め
る
。
こ
れ
ら
の
楽
し
み

は
、
わ
れ
わ
れ
ス
マ
ホ
の
利
用
者
の
効
用

や
歓
び
を
増
加
さ
せ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
個
人
の
楽
し
み
や
歓
び

を
追
及
す
る
た
め
に
、
通
勤
中
の
電
車
の

乗
降
ド
ア
の
近
く
で
ス
マ
ホ
の
ゲ
ー
ム
の

パ
ズ
ド
ラ
に
夢
中
な
人
を
見
か
け
る
。
こ

う
い
う
人
の
中
に
は
、
電
車
が
駅
に
停
車

し
、
降
車
し
よ
う
と
す
る
乗
客
の
邪
魔
に

な
っ
て
も
、
ス
マ
ホ
か
ら
目
を
離
さ
な
い

マ
ナ
ー
の
悪
い
人
も
多
い
。
さ
ら
に
は
電

車
か
ら
降
り
て
階
段
を
使
っ
て
改
札
口
に

移
動
す
る
間
も
平
然
と
ゲ
ー
ム
を
続
け
、

或
い
は
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
を
入
力
し
続

け
、
一
歩
間
違
え
ば
他
人
に
怪
我
を
さ
せ

か
ね
な
い
迷
惑
を
か
け
て
い
る
人
を
見
か

け
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

　

ト
ヨ
タ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
か

つ
排
気
ガ
ス
を
も
減
ら
し
て
、
地
球
環
境

と
地
球
温
暖
化
抑
制
を
目
指
し
、
技
術
開

発
し
て
供
給
し
て
い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

プ
リ
ウ
ス
は
そ
れ
に
乗
る
人
々
の
効
用
を

高
め
、
社
会
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
て
い

る
。
し
か
し
、
プ
リ
ウ
ス
の
特
徴
か
つ
長

所
で
あ
る
、
所
有
者
・
運
転
者
の
居
住
性

や
乗
り
心
地
を
高
め
る
エ
ン
ジ
ン
音
の
減

少
も
、
視
覚
、
聴
覚
を
頼
り
に
安
全
な
移

動
を
試
み
る
歩
行
者
や
音
を
頼
り
に
聴
覚

を
頼
り
に
移
動
す
る
視
覚
障
が
い
者
に

は
、負
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
技
術
革
新
と
わ
れ
わ
れ

購
入
者
・
利
用
者
の
歓
び
や
利
便
性
、
効

用
を
高
め
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
も
、
利
用

者
が
そ
の
利
用
す
る
場
所
や
と
き（
時
）、

環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う

と
、
意
図
せ
ず
し
て
他
の
人
々
や
社
会
に

害
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
企
業
は
技
術
革
新
を
重

ね
、
人
々
の
個
人
の
効
用
と
利
便
性
を
高

め
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
生
産
供

給
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
機
会
を
増

や
し
、
富
と
価
値
を
生
み
出
し
わ
れ
わ
れ

消
費
者
の
効
用
を
高
め
、
社
会
経
済
の
発

展
に
寄
与
し
て
き
た
。
し
か
し
、
企
業
も

新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購

入
者
の
効
用
を
高
め
る
こ
と
と
生
産
コ
ス

ト
だ
け
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
利
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
購
入
者
以
外

の
他
人
や
社
会
に
害
を
与
え
る
可
能
性
も

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
、
利
用
す
る
わ
れ

わ
れ
も
そ
の
利
用
の
場
所
や
と
き（
時
）、

環
境
を
考
え
て
利
用
す
る
こ
と
が
経
済
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と

を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

 

■

新
海
　
哲
哉
　
教
授
（
理
論
経
済
学
）

「
個
人
の
効
用
と
社
会
」

2015年
6月22日
月曜日



Econo Forum 21／March 2016 30

シリーズチャペル＜経済と人間＞
　
「
大
阪
都
構
想
」
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
が
5
月
17
日
に
行
わ
れ
、
僅
差
で
都

構
想
は
否
定
さ
れ
た
。
今
日
は
都
構
想
そ

れ
自
体
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
賛
成
派
と

反
対
派
で
展
開
さ
れ
た
論
議
に
焦
点
を
当

て
た
い
。

１
．
地
域
や
都
市
の
あ
り
方
は
、yes

か

no

か
で
決
め
る
こ
と
な
の
か
？

　

住
民
投
票
を
評
価
す
る
自
治
体
関
係
者

も
い
る
。
し
か
し
、住
民
投
票
は「
賛
成
」

か
「
反
対
」
か
の
み
が
争
点
と
な
り
、
そ

の
間
の
選
択
肢
は
な
い
。
現
実
の
経
済
問

題
に
は
「
こ
れ
が
正
解
だ
」
と
い
う
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
く
に
価
値
判
断
が

必
要
と
さ
れ
る
問
題
は
そ
う
だ
。
大
阪
の

将
来
像
と
し
て
選
択
肢
が
都
構
想
にyes

かno

か
と
い
う
２
つ
し
か
な
い
と
い
う

の
は
問
題
で
あ
る
。
右
肩
上
が
り
の
成
長

が
期
待
で
き
な
い
日
本
に
お
い
て
、
市
民

が
豊
か
に
な
る
た
め
に
は
、
選
択
肢
を
増

や
し
て
、
市
民
の
満
足
を
最
大
に
で
き
る

解
決
策
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
政
策
課
題
に
直
面
し
た
と
き
、yes

かno
か
で
は
っ
き
り
と
答
え
を
出
せ
る

人
は
、
そ
の
課
題
に
関
し
て
十
分
な
勉
強

を
し
て
い
な
い
人
で
は
な
い
か
。
勉
強
す

れ
ば
す
る
ほ
どyes

かno

か
を
断
定
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
歯
切
れ
が
悪
く
な

る
。
イ
メ
ー
ジ
や
思
い
つ
き
でyes

かno

か
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
思
い
っ
き

り
勉
強
し
て
、そ
の
上
で
、判
断
を
下
す
と

い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
欲
し
い
。

２
．yes

かno

か
の
対
立
を
煽
る
の
は
政

治
で
は
な
い

　

市
民
に
も
多
く
の
考
え
方
が
あ
る
。
と

く
に
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
今
日
、

そ
の
多
様
な
考
え
方
の
中
で
、
多
く
の
人

が
納
得
す
る
解
決
策
を
考
え
る
べ
き
。
政

治
と
い
う
の
は
、
多
様
な
考
え
を
一
つ
の

適
正
な
と
こ
ろ
に
導
い
て
い
く
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
都
構
想
はyes

かno

か

と
い
う
対
立
を
表
面
化
さ
せ
、
市
民
を
対

立
の
構
図
に
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
正
し
い
政
治
の
あ
り
方
で
は
な
い
。

３
．
中
長
期
的
な
展
望
が
不
十
分
で
あ

り
、
十
分
な
理
解
が
な
い
ま
ま
住
民

投
票
で
決
着
を
付
け
る
と
い
う
、
非

常
に
危
険
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。

　

当
初
、
大
阪
都
構
想
は
、
東
京
一
極
集

中
が
進
む
中
、
元
気
を
失
っ
て
き
た
大
阪

を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
次
第
に
二
重
行
政
の
解
消

や
財
政
の
効
率
化
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦
点

が
当
た
っ
て
い
っ
た
。そ
の
結
果
、大
阪
都

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の
財
源

が
生
み
出
せ
る
か
？
と
い
う
金
額
の
論
叢

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
阪
の
将
来
を
決

定
づ
け
る
ほ
ど
の
重
大
な
政
策
課
題
を
、

こ
ん
な
に
局
所
的
か
つ
近
視
眼
的
な
視
点

で
決
め
て
し
ま
っ
て
良
い
の
か
？
と
く

に
、
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い

市
民
の
投
票
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
、非
常
に
怖
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

４
．
こ
う
し
た
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

背
景
に
は
、「
リ
ー
ダ
ー
」
に
関
す

る
誤
っ
た
考
え
が
あ
る
。

　

元
野
球
監
督
の
野
村
克
也
さ
ん
が
、「
ど

ん
な
組
織
も
リ
ー
ダ
ー
以
上
の
も
の
に
は

な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。
組
織
が
成
長
す

る
か
衰
退
す
る
か
は
リ
ー
ダ
ー
次
第
と
い

う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
い
う
の
は
、決
し
て
、上
意
下
達
に
よ
っ

て
、
リ
ー
ダ
ー
の
意
思
を
し
ゃ
に
む
に
実

現
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
は
、「
俺
に
つ
い
て
こ
い
」
で

は
な
く
、
チ
ー
ム
や
組
織
を
活
か
し
機
能

さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
資
質
で
あ
る
。
皆

さ
ん
の
中
に
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

発
揮
で
き
る
人
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て

い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。「
マ
ス
タ
リ
ー

フ
ォ
ア
サ
ー
ビ
ス
」
に
は
ま
さ
に
、
こ
う

し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人

材
に
育
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。 

■

林
　
宜
嗣
　
教
授
（
財
政
学
）

大
阪
都
構
想
論
議
か
ら

何
を
学
ぶ
か
？

2015年
6月23日
火曜日
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競
争
と
は
文
字
通
り
「
競
い
争
う
」
こ

と
。
受
験
・
就
職
・
出
世
・
政
治
・
経
済
、

ど
れ
も
こ
れ
も
競
争
で
あ
り
、
そ
れ
が
厳

し
い
現
実
で
あ
る
。
さ
て
、
動
物
界
の
競

争
と
人
間
界
の
競
争
と
の
違
い
は
何
か
？ 

最
大
の
違
い
の
一
つ
は
道
徳
の
有
無
だ
ろ

う
。
ケ
モ
ノ
の
争
い
は
弱
肉
強
食
の
生
存

競
争
で
あ
り
、
守
る
べ
き
ル
ー
ル
は
な

く
、
生
き
る
た
め
な
ら
何
を
し
て
も
よ

い
。
他
方
、
人
間
の
競
争
に
は
諸
々
の
道

徳
や
法
が
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
が
不
完

全
で
あ
る
ほ
ど
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の

可
能
性
を
諦
め
る
ほ
ど
に
、
人
々
の
競
争

は
ケ
モ
ノ
の
争
い
に
接
近
し
て
ゆ
く
。

　

私
た
ち
は
皆
、壮
大
な「
人
生
ゲ
ー
ム
」

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ゆ

え
ま
ず
、
競
争
ゲ
ー
ム
の
倫
理
的
最
低
条

件
と
言
え
る
「
公
平
性
」（fairness, 

す

な
わ
ち
機
会
均
等
）
に
つ
い
て
考
え
よ

う
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
政
治
哲
学
者

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
は
、主
著
『
正
義
論
』

（A
 T
heory of Justice, 1971

）
な
ど

で
、
次
の
よ
う
な
有
名
な
議
論
を
展
開
し

た
。
す
べ
て
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
男
と
女
、

健
常
者
と
障
害
者
、
豊
か
な
親
の
子
と
貧

し
い
親
の
子
、
途
上
国
の
人
々
と
先
進
国

の
人
々
、
等
々
）
に
と
っ
て
公
平
な
制
度

（
ル
ー
ル
）
と
は
、
ど
ん
な
も
の
か
？ 

皆
で
議
論
し
て
公
平
な
制
度
を
作
る
こ
と

に
し
よ
う
。
だ
が
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に

都
合
の
よ
い
ル
ー
ル
を
提
案
す
る
の
で
、

意
見
は
ま
と
ま
ら
な
い
。
結
局
、
実
際
の

多
く
の
場
合
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
多

数
決
と
い
う
強
制
力
に
よ
っ
て
多
数
派

（
例
え
ば
健
常
者
）
が
少
数
派
（
例
え
ば

障
害
者
）
を
抑
え
込
む
だ
ろ
う
。
こ
れ
で

は
フ
ェ
ア
ー
な
競
争
に
な
ら
な
い
。
し
か

し
あ
く
ま
で
も
想
像
上
の
話
だ
が
、
も
し

そ
の
会
議
に
集
う
人
々
が
、
ま
だ
生
ま
れ

る
前
の
い
わ
ば
精
神
の
み
（
肉
体
な
し
）

の
人
々
で
あ
り
、
自
分
の
性
別
、
先
天
的

障
害
、
親
の
財
産
、
生
ま
れ
る
国
な
ど
に

つ
い
て
「
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
と
す
れ
ば
（
こ
れ
を
「
無
知
の

ヴ
ェ
ー
ル
」
と
呼
ぶ
）、
自
分
が
ど
ん
な

条
件
下
に
生
ま
れ
て
も
不
利
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
フ
ェ
ア
ー
な
社
会

制
度
を
作
っ
て
お
こ
う
と
思
う
の
で
は
な

い
か
？ 

ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し

た
「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
の
も
と
で
皆
の

合
意
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
ル
ー
ル
こ

そ
、
フ
ェ
ア
ー
な
競
争
を
も
た
ら
す
社
会

制
度
で
あ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
の
議
論
は
、
実

現
不
可
能
な
空
想
論
で
あ
る
と
は
い
え
、

万
人
に
公
平
な
社
会
を
考
え
る
さ
い
の
一

つ
の
評
価
基
準
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　

現
実
の
社
会
で
は
、
各
人
の
誕
生
時
に

与
え
ら
れ
る
競
争
能
力
の
初
期
条
件
（
こ

れ
は
も
っ
ぱ
ら
運
で
決
ま
る
）
に
か
な
り

大
き
な
差
が
あ
る
の
で
、
た
と
え
人
生

ゲ
ー
ム
に
勝
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
必

ず
し
も
自
分
の
能
力
や
努
力
の
証
明
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
人
間
の
競
争
の
も
う
一
つ
の

重
要
側
面
を
見
る
た
め
に
、「
ス
ポ
ー
ツ

精
神
」
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
そ
こ

に
は
、
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
（
公
平
）
の
要

素
に
加
え
て
、「
友
愛
」（friendship

）

と
い
う
独
自
の
要
素
が
あ
る
。
理
想
的
な

ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
も
と
で
は
、
選
手
は
互

い
に
敬
い
合
い
な
が
ら
、
し
か
も
互
い
に

全
力
で
争
う
の
で
あ
る
。

　

自
由
競
争
の
思
想
は
、「
勝
て
ば
官
軍
」

式
の
ケ
モ
ノ
的
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
で
は
な

い
。
人
間
的
競
争
に
は
、「
公
平
」（
機
会

均
等
）
と
「
友
愛
」（
勝
者
が
敗
者
を
自

発
的
に
思
い
や
る
こ
と
）
が
必
要
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？　

私
は
、
そ
の
両
者
を
併

せ
も
つ
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
う
ち
に
、
最
も

美
し
い
競
争
社
会
の
萌
芽
が
、
未
来
の
た

め
の
ヒ
ン
ト
が
、
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

■

本
郷
　
亮
　
教
授
（
経
済
学
史
）

競
争
の
倫
理

2015年
6月25日
木曜日
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私
も
若
い
と
き
は
入
学
式
や
卒
業
式
な

ど
の
儀
式
は
嫌
い
で
し
た
が
、
年
齢
と
と

も
に
丸
く
な
る
と
言
う
の
か
保
守
化
す
る

と
い
う
の
か
そ
う
い
う
儀
式
が
好
き
に

な
っ
て
き
ま
し
て
、
入
学
式
な
ど
で
き
る

だ
け
出
席
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
あ
る
入
学
式
で
学
長
先
生
が
新
入
生

の
皆
さ
ん
に
「
大
学
の
四
年
間
で
、
良
き

師
、良
き
友
、良
き
書
と
出
会
い
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
な
か
な
か
の
名
言
と
思

い
ま
す
。

　

幸
い
私
自
身
の
大
学
生
活
で
は
良
き

師
、良
き
友
、良
き
書
に
恵
ま
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
さ
て
、
今
日
は
私
が
大
学
時

代
あ
る
い
は
大
学
院
時
代
に
出
会
っ
た

「
良
き
書
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
二
冊
あ
る
の
で
す
が
、
ど
ち

ら
も
山
本
七
平
と
い
う
人
の
著
作
で
す
。

　

一
冊
目
は
『
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
』
と

い
う
本
で
、
い
か
に
こ
れ
ら
二
つ
の
民
族

が
異
な
っ
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
が
繰
り
返
し
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
と
く
に
驚
い
た
の
が
会
議
に
お

け
る
票
決
の
仕
方
の
違
い
で
す
。
日
本
で

は
全
員
一
致
の
票
決
を
好
ま
し
い
と
考
え

ま
す
。
私
が
出
席
す
る
教
授
会
と
い
う
会

議
で
も
投
票
す
る
場
合
は
採
用
人
事
な
ど

の
最
重
要
案
件
だ
け
で
、
普
段
は
学
部
長

が
務
め
る
議
長
が
、「
こ
れ
で
よ
ろ
し
い

で
す
ね
」
と
念
を
押
す
と
、
メ
ン
バ
ー
が

頷
い
て
承
認
す
る
と
い
う
全
員
一
致
の
形

を
と
っ
て
採
決
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
著
者
の
山
本
七
平
は
「
ユ
ダ

ヤ
の
社
会
で
は
全
員
一
致
の
票
決
は
採
用

し
な
い
。
世
の
中
に
完
璧
な
提
案
な
ど
存

在
し
な
い
。
か
な
ら
ず
何
ら
か
の
弱
点
を

持
っ
て
い
る
は
ず
で
、
そ
れ
に
誰
も
気
づ

か
な
い
の
は
お
か
し
い
。
誰
か
が
そ
れ
に

気
づ
く
ま
で
は
全
員
一
致
は
採
決
し
な

い
」
と
い
う
。

　
「
和
を
以
て
尊
し
と
な
す
」
と
す
る
日

本
人
は
全
員
が
同
じ
意
見
に
な
る
こ
と
を

理
想
と
す
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
社
会
で
は
そ

う
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
「
目
か
ら
鱗

が
落
ち
る
」
思
い
が
し
ま
し
た
。
た
し
か

に
、
そ
う
い
う
見
方
も
で
き
る
、
と
い
う

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
本
で
し
た
。
世
界

に
は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
も
の
だ
と
感

心
し
た
次
第
で
す
。

　

二
冊
目
は『「
空
気
」の
研
究
』と
い
う
本

で
す
。最
近
で
こ
そ「
Ｋ
Ｙ
＝
空
気
読
め
な

い
」の
よ
う
な
表
現
が
さ
れ
ま
す
の
で
、こ

の
「
空
気
」
の
意
味
は
悟
っ
て
戴
け
る
と

思
い
ま
す
が
、
本
書
が
出
た
一
九
七
七
年

こ
ろ
は
ま
だ
そ
う
い
う
用
法
は
少
な
く
、

私
も
本
書
を
読
む
ま
で
は
、
何
の
こ
と
か

サ
ッ
パ
リ
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
本
書
で
は
昭
和
二
十
年
四
月
の

海
軍
第
二
艦
隊
の
幕
僚
会
議
を
採
り
上
げ

ま
す
。
沖
縄
で
は
地
上
戦
が
始
ま
っ
て
お

り
、
制
海
権
制
空
権
と
も
に
米
軍
に
取
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
戦
艦
大
和
を
派
遣

す
る
か
否
か
を
幕
僚
会
議
で
検
討
す
る
わ

け
で
す
が
、
行
け
ば
撃
沈
さ
れ
る
こ
と
は

誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
燃

料
は
片
道
分
し
か
な
い
。
し
か
る
に
そ
の
と

き
の
会
議
に
は
「
こ
れ
は
派
遣
せ
ざ
る
を

得
な
い
空
気
」が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

皆
、
内
心
は
お
か
し
い
と
思
い
な
が
ら

も
、
会
議
に
は
空
気
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
に
抗
し
き
れ
な
い
動
き
が
あ
る

と
い
う
の
で
す
。
日
本
人
は
つ
い
他
人
に

合
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
こ
ぞ
と
い

う
と
き
に
は
や
は
り
発
言
す
る
勇
気
を
持

つ
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
教

わ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
山
本
七
平
氏
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

ど
れ
だ
け
人
生
で
活
か
せ
た
か
は
自
信
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
著
作
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
人

生
を
歩
ん
で
き
た
積
も
り
で
す
。
皆
さ
ん

も
大
学
時
代
に
「
良
き
書
」
に
出
会
わ
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

■

平
山
　
健
二
郎
　
教
授
（
金
融
論
）

良
き
書
と
の
出
会
い

2015年
6月29日
月曜日
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「
お
ち
く
ぼ
ん
だ
目
の
ふ
ち
に
白
い
風
が

吹
い
て
い
き
ま
す
。
よ
た
よ
た
と
波
を
切

り
船
を
あ
ち
こ
ち
走
ら
せ
て
い
る
の
で
す

が
こ
の
暑
い
日
々
は
潮
の
中
に
う
ず
く

ま
っ
て
い
く
ば
か
り
な
の
で
し
ょ
う
。
日

が
な
一
日
変
わ
り
な
く
雲
が
う
ま
れ
雲
が

流
れ
て
い
き
ま
す
。
ぼ
く
は
か
が
み
こ
ん

で
餌
を
つ
け
よ
た
よ
た
と
船
を
走
ら
せ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
び
に
海
の
眠
り
、
空

の
破
れ
、折
れ
曲
が
っ
た
手
、折
れ
曲
が
っ

た
眼
の
巨
大
な
声
の
孤
独
に
つ
い
て
思
い

い
た
る
の
で
す
」 

長
沢
哲
夫

　

ナ
ッ
ト
ン
、ガ
ブ
リ
エ
ル
、フ
ァ
リ
ス
、

ト
ゥ
フ
ィ
ッ
ク
、
マ
テ
オ
、
ミ
ロ
、
彼
ら

は
皆
、
可
愛
い
小
学
１
年
生
で
、
滅
茶
苦

茶
に
や
ん
ち
ゃ
で
、
う
ち
の
子
ど
も
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
。
日

本
で
も
ベ
ル
ギ
ー
で
も
サ
ッ
カ
ー
は
人
気

が
あ
る
し
、
日
本
の
自
宅
が
あ
る
宝
塚
市

に
も
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
た
だ
、こ
のA

uderghem

の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
が
ち
ょ
っ
と
違
う
の
は
、
い

ろ
ん
な
色
の
子
ど
も
達
が
い
る
と
い
う
こ

と
。
白
か
っ
た
り
、
黒
か
っ
た
り
、
浅
黒

か
っ
た
り
、
黄
色
か
っ
た
り
。
で
も
う
ち

の
息
子
は
そ
ん
な
違
い
は
ま
る
で
何
も
な

い
か
の
よ
う
に
彼
ら
と
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
楽

し
そ
う
に
し
て
い
る
。
何
故
、
フ
ラ
ン
ス

語
も
で
き
な
い
う
ち
の
子
が
彼
ら
と
楽
し

そ
う
に
じ
ゃ
れ
合
い
な
が
ら
、
サ
ッ
カ
ー

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

何
か
が
「
違
う
」
と
い
う
こ
と
を
認
識

出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
心
の
成
長
な

の
だ
と
す
れ
ば
、
40
年
以
上
も
「
違
う
」

と
い
う
こ
と
に
意
識
を
向
け
て
き
た
私
の

よ
う
な
人
間
は
、
世
の
中
の
「
違
う
」
こ

と
し
か
理
解
で
き
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
達
の
あ
ま
り
の

無
邪
気
さ
と
お
お
ら
か
さ
と
や
ん
ち
ゃ
ぶ

り
に
、
私
の
「
違
う
」
の
思
考
が
停
止
し

て
、
涙
が
こ
み
上
げ
る
よ
う
な
不
可
思
議

な
よ
く
わ
か
ら
な
い
感
情
が
時
折
訪
れ

る
。
喪
失
か
、
郷
愁
か
、
あ
る
い
は
羨
望

な
の
か
、
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
感
情
な
の

か
「
違
う
」
思
考
の
世
界
に
生
き
る
住
人

に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

日
本
で
は
テ
ロ
リ
ス
ト
の
巣
窟
と
し
て

報
道
さ
れ
て
い
た
モ
レ
ン
ビ
ー
ク
地
域

は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
自
宅
か
ら
直
線
距

離
だ
と
10
ｋ
ｍ
も
離
れ
て
お
ら
ず
、
子
ど

も
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
も
テ
ロ
リ
ス
ト

の
巣
窟
地
域
か
ら
通
っ
て
い
る
子
も
い

る
。
す
ご
く
優
し
い
子
だ
。
彼
の
お
父
さ

ん
が
子
ど
も
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
も
と
て

も
優
し
い
。
だ
か
ら
な
ん
な
の
だ
ろ
う
？

テ
ロ
リ
ス
ト
の
巣
窟
地
域
に
優
し
い
親
子

が
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
テ
ロ
の

な
に
か
を
１
ミ
リ
も
肯
定
で
き
な
い
ど
こ

ろ
か
何
も
関
係
が
無
い
こ
と
だ
。
ま
た
、

テ
ロ
リ
ス
ト
の
巣
窟
地
域
は
、
現
在
で
は

一
部
観
光
地
化
す
ら
し
て
い
る
ら
し
い
。

欧
州
の
中
心
地
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
普
通
に

公
共
交
通
機
関
で
た
ど
り
着
け
る
場
所
な

の
だ
か
ら
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
。
こ
う

い
う
こ
と
を
理
解
・
把
握
で
き
る
の
が「
違

う
」
の
思
考
だ
と
も
い
え
る
し
、
世
を
生

き
抜
く
た
め
に
正
し
い
「
違
う
」
の
思
考

が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
で

も
優
し
い
親
子
が
モ
レ
ン
ビ
ー
ク
地
域
に

住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら

は
知
り
合
い
だ
と
い
う
こ
と
。
肌
の
色
も

言
語
も
食
習
慣
も
違
う
と
い
う
こ
と
。
で

も
子
ど
も
達
の
じ
ゃ
れ
あ
い
が
何
故
か
私

に
涙
を
誘
う
と
い
う
こ
と
。そ
こ
に
は「
違

う
」
の
思
考
で
は
お
そ
ら
く
た
ど
り
着
け

な
い
何
か
が
あ
る
。

　

単
な
る
郷
愁
や
羨
望
で
は
な
く
子
ど
も

達
の
ふ
れ
あ
い
が
私
に
涙
を
誘
う
の
で
あ

れ
ば
、
お
そ
ら
く
社
会
性
や
政
治
性
を
帯

び
た
私
と
い
う
存
在
の
足
下
を
ぐ
ら
つ
か

せ
る
か
ら
に
違
い
な
い
。
50
に
な
っ
て
も

60
に
な
っ
て
も
こ
の
不
可
思
議
な
感
情
を

受
け
止
め
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
と
思

う
。
絶
望
的
に
想
像
力
を
欠
い
た
こ
の
社

会
に
「
違
い
」
を
揺
る
が
す
こ
の
不
可
思

議
な
力
こ
そ
が
救
い
だ
と
思
う
か
ら
。

 

■

栗
田
　
匡
相
　
准
教
授
（
開
発
経
済
学
）

「
違
う
」
の
思
考
を
救
う
た
め
に

2015年
6月30日
火曜日
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①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
社
会
の
変
化

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
ど
の
よ
う
に
定

義
す
る
か
は
、
意
外
に
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
、「
国
際
化
」
と
の
差
異
を
明

確
に
説
明
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
文
科
省
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
を
指
定
し
て
、
入
試
制
度
も
含
め
た
教

育
の
再
検
討
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
教
育
に
国
境
は
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
理
的
に
島
国
の
わ

が
国
で
は
科
目
や
内
容
に
多
様
性
が
欠
け

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
学
で
は

交
換
留
学
な
ど
の
国
際
交
流
活
動
は
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
将
来
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
多
数
、
育
成

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
訪
日
外
国
人
増
加
と
相
互
理
解
の
心

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
や

イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
話
題
に
加
え
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ

の
普
及
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
増
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
都
市
圏
で
は
、

訪
日
客
を
受
け
入
れ
る
ホ
テ
ル
の
部
屋
が

不
足
す
る
ほ
ど
で
す
。
日
常
生
活
に
お
い

て
も
、
主
要
駅
や
百
貨
店
で
外
国
人
客
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
て
、
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
の
建
設
計
画

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
費
用
負
担
が
大
き

な
障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
コ
モ
ノ
施

設
も
大
事
で
す
が
、
食
生
活
や
宗
教
な
ど

に
つ
い
て
相
互
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
も
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

③
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
弊
害
や
逆
行
現
象

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
必
ず
し
も
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
倫
理
観
や

価
値
観
の
違
い
か
ら
国
家
間
の
対
立
を
招

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
植
民
地
支
配
や
領

地
拡
大
の
背
景
に
は
、
資
源
獲
得
を
め
ぐ

る
争
い
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
的
な
海
外

展
開
や
暴
力
的
な
テ
ロ
行
為
は
、
悲
し
さ

や
虚
し
さ
を
増
幅
す
る
だ
け
で
す
。

　

過
去
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の

方
策
が
熟
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
で
も
外
交
レ
ベ

ル
の
摩
擦
が
市
民
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま

す
が
、
健
全
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
築
く

た
め
に
は
、
対
話
に
基
づ
く
解
決
策
を
見

出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
「
包
摂
」
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
形
成

　

経
済
活
動
が
国
際
分
業
で
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。
Ｅ
Ｕ
や

ア
セ
ア
ン
に
お
い
て
は
、
加
盟
国
が
広
域

経
済
圏
の
形
成
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き

ま
し
た
。
貿
易
の
拠
点
と
し
て
港
湾
や
空

港
が
世
界
に
向
け
て
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
閉
鎖
社
会
の
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
・
芸
術
活
動
に
関
し

て
も
、
国
際
レ
ベ
ル
で
の
活
躍
が
認
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
視
聴
者
や
フ
ァ
ン

層
の
支
持
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
国

際
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
他
者
を

包
摂
す
る
施
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
誰

も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑤
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
拡
大
と
ル
ー
ル
整
備

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
北
極
海

の
氷
が
解
け
て
い
る
た
め
に
、
新
た
な
航

路
と
海
洋
資
源
を
め
ぐ
る
権
利
が
国
際
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
人
飛
行

機
「
ド
ロ
ー
ン
」
や
航
空
機
と
宇
宙
船
の

中
間
的
な
乗
り
物
「
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー

ン
」
が
、
商
業
化
さ
れ
る
方
向
で
実
験
段

階
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
軍
事
上
の

技
術
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
を
取
り
巻
く
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
海

と
空
で
拡
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
国
際

ル
ー
ル
の
整
備
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
技
術
開
発
の
み
な
ら
ず
制
度
設
計
の

協
力
も
不
可
欠
で
す
。
本
学
は
海
外
の
大

学
院
へ
留
学
し
、
地
球
規
模
で
学
ぶ
こ
と

を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
機
会
に
挑
戦

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

■

野
村
　
宗
訓
　
教
授
（
産
業
経
済
学
）

健
全
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

 

を
築
く
た
め
に

2015年
7月3日
金曜日
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こ
こ
数
年
「
経
済
と
経
済
学
の
基
礎

Ｂ
」
や
「
上
級
ミ
ク
ロ
経
済
学
」
を
担
当

し
、
改
め
て
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
重
要
性
を

認
識
し
た
。
し
か
し
本
学
部
生
に
は
「
経

基
Ｂ
」
は
必
修
科
目
だ
か
ら
仕
方
な
く
勉

強
す
る
の
で
あ
り
、
な
ぜ
こ
ん
な
も
の
が

必
修
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
い

よ
う
。
そ
の
答
え
は
結
局
現
実
の
経
済
問

題
を
感
情
や
俗
説
で
は
な
く
き
ち
ん
と
筋

道
立
て
て
理
解
す
る
の
に
ミ
ク
ロ
経
済
学

が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
私
が

「
経
基
Ｂ
」
で
使
っ
て
い
る
マ
ン
キ
ュ
ー

の
教
科
書
や
発
売
直
後
か
ら
好
評
を
得
て

い
る
神
取
道
宏
（
２
０
１
４
年
）『
ミ
ク

ロ
経
済
学
の
力
』（
日
本
評
論
社
）
に
は

ふ
ん
だ
ん
な
例
が
載
っ
て
い
る
。

　

使
い
古
さ
れ
た
例
だ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
連
携
協
定
）
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
力

を
見
る
好
例
で
あ
る
。
様
々
な
政
治
的
な

要
素
は
排
除
し
純
粋
に
経
済
学
的
な
部
分

だ
け
を
取
り
出
す
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
骨
子
は
貿

易
を
（
地
域
的
に
で
は
あ
る
が
）
自
由
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
メ
リ
ッ
ト

も
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
消
費
者
は
農
産
物
を
は
じ
め
安
く
物
を

買
え
、
輸
出
業
者
は
輸
出
を
伸
ば
す
こ
と

で
利
益
を
増
や
せ
る
。
他
方
デ
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
安
い
農
産
品
の
せ
い
で
国
内
農

家
が
つ
ぶ
れ
る
。
そ
れ
で
も
経
済
学
者
が

概
ね
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
賛
成
す
る
の
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
よ
る
損
失
を
カ
バ
ー
し
余
り
あ
る
だ
け

の
利
益
が
出
る
こ
と
が
ミ
ク
ロ
経
済
学
を

使
う
と
証
明
で
き
る
か
ら
で
あ
る１

。

　

で
は
経
済
学
者
が
大
事
だ
と
強
調
す
る

ミ
ク
ロ
経
済
学
を
ど
う
す
れ
ば
「
文
系
」

学
生
に
も
無
理
な
く
理
解
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
答
え
は
単

一
の
財
市
場
に
焦
点
を
絞
る
部
分
均
衡
分

析
（
需
要
供
給
曲
線
図
）
か
ら
入
る
こ
と

で
あ
る
。
私
が
学
部
生
だ
っ
た
頃
の
日
本

で
は
教
科
書
も
教
育
現
場
も
無
差
別
曲
線

を
使
う
消
費
者
の
一
般
均
衡
分
析
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
一
般
均
衡
分
析
と

は
複
数
の
財
市
場
を
考
え
る
も
の
で
、
部

分
均
衡
分
析
よ
り
も
難
し
い
。
現
実
は
ひ

と
つ
の
市
場
だ
け
で
完
結
す
る
こ
と
は
な

く
、
様
々
な
財
市
場
が
相
互
に
影
響
を
与

え
な
が
ら
動
い
て
い
る
。
し
か
し
マ
ン

キ
ュ
ー
は
こ
の
考
え
を180

度
変
え
、
部

分
均
衡
分
析
か
ら
始
め
る
。
こ
の
手
法
は

た
ち
ま
ち
日
本
の
教
育
現
場
に
も
浸
透

し
、
私
の
専
門
で
あ
る
国
際
経
済
学
の
教

育
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た２

。
実
は
私

は
先
述
の
よ
う
に
一
般
均
衡
分
析
か
ら
入

る
教
育
を
受
け
た
の
で
、
教
員
と
し
て
本

学
に
着
任
し
た
当
初
も
こ
の
方
法
で
講
義

し
て
い
た
が
学
生
の
理
解
が
非
常
に
悪

か
っ
た
。
そ
こ
で
あ
る
年
か
ら
部
分
均
衡

分
析
を
先
に
持
っ
て
く
る
と
非
常
に
ス

ム
ー
ズ
に
理
解
が
進
ん
だ
経
験
が
あ
る
。

こ
の
秋
学
期
に
「
経
基
Ｂ
」
を
受
け
て
ミ

ク
ロ
経
済
学
に
戸
惑
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
今
日
私
が
話
し
た
こ
と
を
頭

の
片
隅
に
置
い
て
お
き
必
要
な
と
き
に
思

い
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
た

だ
部
分
均
衡
分
析
と
い
う
の
は
簡
易
的
な

も
の
な
の
で
、
そ
れ
に
満
足
せ
ず
経
済
学

部
の
皆
さ
ん
に
は
一
般
均
衡
分
析
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。 

■

１　

す
で
に
「
経
基
Ｂ
」
を
受
け
た
人
向
け

に
い
う
と
「
生
産
者
余
剰
の
縮
小
よ
り
も

消
費
者
余
剰
の
拡
大
の
方
が
大
き
く
な

る
」
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
進
め
る
べ
き
と
い
う

結
論
に
な
る
。

２　

石
川
城
太
・
椋
寛
・
菊
地
徹
（
２
０
０
７

年
）『
国
際
経
済
学
を
つ
か
む
』（
有
斐
閣
）

が
こ
の
方
法
を
取
り
入
れ
た
最
初
の
国
際

経
済
学
の
邦
書
で
あ
る
。

藤
原
　
憲
二
　
教
授
（
国
際
経
済
学
）

ミ
ク
ロ
経
済
学
の
す
す
め

2015年
7月10日
金曜日
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２
０
１
１
年
８
月
の「
障
害
者
基
本
法

改
正
」に
よ
る「
差
別
の
禁
止
」に
お
け
る

「
合
理
的
配
慮
」の
追
加
に
伴
い
、２
０
１
２

年
６
月
、文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
に
お

い
て
も「
障
が
い
の
あ
る
学
生
の
修
学
支

援
に
関
す
る
検
討
会
」が
開
始
さ
れ
、「
合

理
的
配
慮
」の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

　

本
学
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
動
き
を
受

け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
べ
き
か

が
検
討
さ
れ
、
今
年
度
中
に
そ
の
具
体
的

な
規
定
等
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
そ
の
規
定
を
礎
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

明
ら
か
に
な
る
様
々
な
具
体
的
な
事
柄
の

中
で
よ
り
合
理
的
な
対
応
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
大
学
に
お
け
る
「
障

害
の
あ
る
」
学
生
ら
に
、
よ
り
き
め
細
か

な
配
慮
を
す
る
こ
と
へ
の
新
し
い
一
歩
が

始
ま
る
が
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
紡
い
で
き

た
歴
史
の
中
で
、
本
学
で
の
学
び
を
経
て

す
で
に
「
障
害
の
あ
る
」
方
々
へ
の
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
方
々
が
数
多
く
誕

生
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特

に
２
０
１
５
年
は
そ
の
一
人
で
あ
る
本
間

一
夫
氏
の
生
誕
百
年
に
あ
た
る
記
念
の
年

で
あ
る
。

　

本
間
氏
は
１
９
１
５
年
に
北
海
道
の
増

毛
で
産
ま
れ
、
１
９
２
０
年
の
冬
に
脳
膜

炎
に
り
患
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
視
力
を
喪

失
さ
れ
、「
函
館
盲
亞
院
」
で
学
ん
で
い

る
際
に
、
い
ず
れ
も
関
西
学
院
の
卒
業
生

で
あ
る
熊
谷
鉄
太
郎
牧
師
と
岩
橋
武
雄
氏

（
当
時
、
関
西
学
院
大
学
教
授
）
と
の
出

会
い
を
経
て
、
関
西
学
院
入
学
へ
と
導
か

れ
、
ま
た
在
学
中
に
当
時
の
ベ
ー
ツ
院
長

よ
り
洗
礼
を
受
け
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な

ら
れ
た
方
で
あ
る
。

　

卒
業
後
は
様
々
な
苦
労
の
の
ち

１
９
３
５
年
東
京
に
「
日
本
点
字
図
書

館
」
を
開
設
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
で

焼
失
し
た
後
も
そ
の
復
興
と
発
展
に
生
涯

尽
力
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

そ
の
半
生
を
自
ら
綴
っ
た
の
が

１
９
８
０
年
に
岩
波
新
書
と
し
て
出
版
さ

れ
た
『
指
と
耳
で
読
む
│
日
本
点
字
図
書

館
と
私
│
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
氏
の
幼

い
頃
か
ら
の
歩
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

「
見
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
「
当
た
り

前
」
の
世
界
を
生
き
て
い
る
人
が
存
在
し

て
い
る
、
と
い
う
端
的
な
事
実
に
改
め
て

気
づ
か
し
め
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
あ
ま
り

に
鈍
感
で
あ
る
こ
と
に
恥
じ
入
ら
さ
れ
る

思
い
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
使

う
「
色
」
に
関
す
る
言
葉
も
そ
の
「
色
」

が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
っ

て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
感
情
を
誘
引
す
る

の
か
、
と
い
っ
た
丁
寧
な
表
現
が
な
け
れ

ば
視
力
を
失
っ
た
方
に
は
（
中
途
失
明
だ

と
あ
る
程
度
想
像
で
き
る
に
し
て
も
）
伝

わ
ら
な
い
と
い
う
、
当
然
の
事
実
に
対
し

て
も
鈍
感
で
あ
る
。

　
「
見
え
な
い
世
界
」
を
生
き
る
と
い
う

こ
と
へ
の
想
像
力
と
共
感
が
な
い
と
こ
ろ

に
は
、
様
々
な
「
個
性
」
を
有
し
て
い
る

人
々
と
の
真
の
共
生
は
不
可
能
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
る
思

い
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
改
め
て
問
わ
れ
る
の
は
、
私

た
ち
が
作
り
上
げ
て
来
た
世
界
・
社
会
が

そ
こ
に
存
在
す
る
多
数
派
の
人
々
の
基
準

に
よ
っ
て
成
立
し
て
き
た
、
と
い
う
事
実

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
少
数
者
の
日
常
は

「
特
別
」
な
も
の
、
自
ら
の
努
力
に
よ
っ

て
多
数
派
の
考
え
に
近
づ
く
こ
と
が
当
た

り
前
と
考
え
ら
れ
て
き
た
残
酷
な
歴
史
が

存
在
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

今
よ
う
や
く
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
公
的
に
認
知
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、様
々
な
背
景
・
個
性
を
有
し
た

（
そ
れ
は
本
来
当
た
り
前
の
事
実
で
あ
る
）

人
々
が
真
に
共
存
す
る
世
界
を
実
現
す
る

新
た
な
時
が
始
ま
っ
た
と
言
い
う
る
。

　

本
学
が
先
駆
的
に
そ
の
こ
と
を
実
現
す

る
学
び
の
共
同
体
を
形
成
し
よ
う
と
し
て

き
た
歴
史
に
改
め
て
気
づ
き
、
そ
の
こ
と

が
有
す
る
意
味
に
光
を
当
て
て
、
新
た
な

歴
史
を
紡
ぐ
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

本
間
氏
の
生
誕
１
０
０
年
を
覚
え
る
こ
と

は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

■

舟
木
　
讓
　
教
授
（
宗
教
哲
学
・
キ
リ
ス
ト
教
学
）

「
人
間
を
考
え
る
」

―
見
え
な
い
世
界
へ
の
ま
な
ざ
し
―

2015年
11月9日
月曜日
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　「
人
間
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

聖
書
の
立
場
か
ら
考
え
よ
う
。
私
達
人
間

は
被
造
物
の
中
で
、
自
分
の
存
在
の
意
味

を
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の

存
在
者
だ
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
聖
書
に

よ
る
と
、
人
間
だ
け
が
「
神
に
か
た
ど
っ

て
造
ら
れ
て
い
る
」か
ら
だ
。要
す
る
に
、

神
と
似
て
い
る
、
神
の
性
質
を
反
映
し
て

い
る
存
在
者
だ
と
い
う
こ
と
。
こ
の
「
神

に
か
た
ど
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
全
て
の
人
間
に
平
等
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
に
は
能
力
な
ど
に
お
い

て
は
、
平
等
で
は
な
い
が
、
こ
の
点
に
お

い
て
は
、
皆
が
平
等
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

同
じ
人
権
が
あ
る
の
だ
。

　
一
方
、
人
間
に
は
こ
の
崇
高
な
面
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
堕
落
し
て
い
る
面
も

あ
る
。
今
日
の
聖
書
の
箇
所
に
書
い
て
あ

る
よ
う
に
、「
私
達
は
舌
で
、
父
で
あ
る

主
を
賛
美
し
、又
、舌
で
、神
に
か
た
ど
っ

て
造
ら
れ
た
人
間
を
呪
う
。
同
じ
口
か

ら
、
賛
美
と
呪
い
が
出
て
く
る
の
だ
。」

こ
こ
で
は
、
ヤ
コ
ブ
は
人
間
の
舌
を
船
の

舵
と
比
較
し
、
そ
の
舵
が
小
さ
い
も
の
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
き
な
船
を
方
向

転
換
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、

舌
は
破
壊
的
な
山
火
事
を
引
き
起
こ
さ
せ

る
小
さ
な
火
花
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
も
書
い
た
。

　
人
間
は
本
当
に
偉
大
さ
と
哀
れ
さ
の
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
こ
の
逆
説
を
説
明

で
き
る
の
は
聖
書
の
世
界
観
だ
け
だ
。
一

方
、
神
に
か
た
ど
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
た

め
に
、
偉
大
な
、
崇
高
な
存
在
者
で
、
そ

れ
故
に
神
様
の
性
質
と
能
力
を
部
分
的
に

反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、

人
間
が
堕
落
し
て
い
る
。
我
々
は
罪
深
い

も
の
で
、
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
ら
れ
る

卑
劣
な
行
為
は
そ
れ
ゆ
え
に
起
こ
る
。
こ

の
「
罪
」
と
い
う
概
念
は
よ
く
誤
解
さ
れ

る
の
で
、
聖
書
で
述
べ
て
い
る
「
罪
」
は

ど
う
い
う
意
味
か
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
。
聖
書
で
は
、「
罪
」
は
私
達
の
行
い

よ
り
も
、
聖
な
る
神
の
前
に
立
つ
私
た
ち

の
状
態
を
示
す
の
だ
。
罪
を
犯
す
の
で
、

自
分
が
罪
人
と
な
る
の
で
は
な
く
、
初
め

か
ら
罪
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
罪
を
犯
す

こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
こ
れ
は
「
人
間
と
は
何
か
」
と
い
う
根

本
的
な
議
論
に
繋
が
っ
て
行
く
。
人
間
は

本
質
的
に
善
で
あ
る
こ
と
は
「
性
善
説
」

と
言
い
、
悪
で
あ
る
こ
と
は
「
性
悪
説
」

と
言
う
。
私
な
ら
、
人
間
は
本
質
的
に
善

で
あ
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。
だ
が
、
聖
書

は
違
う
こ
と
を
教
え
る
。
実
は
、
両
方
を

教
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
神
に
象
っ
て

造
ら
れ
た
」
と
い
う
面
に
対
し
て
、「
性

善
説
」
を
教
え
て
い
る
が
、そ
れ
は
「
罪
」

に
よ
っ
て
、
損
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
性

悪
説
」
を
も
教
え
て
い
る
。

　
様
々
な
思
想
の
中
で
、
人
間
性
は
善
で

あ
る
こ
と
を
教
え
る
も
の
は
殆
ど
。
人
間

が
起
こ
す
悪
を
説
明
す
る
の
に
、
人
間
の

心
を
狂
わ
せ
る
こ
と
は
、
悪
い
環
境
や
不

十
分
な
教
育
だ
と
言
う
。
だ
が
、
良
い
環

境
で
育
て
ら
れ
、
教
育
の
あ
る
人
が
ひ
ど

い
悪
を
行
な
っ
た
例
が
数
多
く
あ
る
。

又
、
家
庭
環
境
が
ひ
ど
く
、
良
い
教
育
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
素
晴
ら
し
い

業
績
を
残
し
た
例
も
あ
る
の
で
、
明
ら
か

に
完
全
な
説
明
で
は
な
い
。

　
で
は
、
人
間
が
起
こ
す
悪
は
ど
う
説
明

で
き
る
か
。
人
間
が
偉
大
さ
と
哀
れ
さ
の

不
思
議
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
事

実
を
説
明
で
き
る
の
は
こ
の
聖
書
的
世
界

観
だ
け
だ
。
だ
か
ら
、「
人
間
を
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
考
え
る
の
に
、
こ
の
世

の
現
実
に
合
う
、
人
間
に
対
す
る
正
し
い

見
方
が
必
要
だ
。
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活

に
お
い
て
、
自
分
の
こ
と
や
社
会
の
あ
り

方
な
ど
を
考
え
て
、
自
分
の
人
生
の
方
向

を
決
め
て
行
く
大
事
な
一
時
だ
。
人
間
に

対
す
る
正
し
い
見
方
が
そ
の
出
発
点
だ
。

 

■

Tim
othy D

ale B
oyle

　
教
授
（
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
）

謎
め
く
人
間
の
心

ヤ
コ
ブ
の
手
紙
３
：
２
│
10

2015年
11月10日
火曜日
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私
が
こ
の
題
目
で
チ
ャ
ペ
ル
講
話
を
し

た
ま
さ
に
そ
の
日
、
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
史

上
最
悪
と
言
わ
れ
る
テ
ロ
事
件
が
パ
リ
で

起
こ
り
、１
３
０
名
の
死
者
を
出
し
た
。１

月
に
諷
刺
週
刊
誌
「
シ
ャ
ル
リ
ー
・
エ
ブ

ド
」が
襲
撃
さ
れ
た
ば
か
り
で
、そ
の
悪
夢

も
醒
め
や
ら
ぬ
間
に
、
再
び
パ
リ
は
惨
劇

の
舞
台
に
な
っ
た
。も
は
や
世
界
は
、後
戻

り
で
き
な
い
局
面
に
突
入
し
た
よ
う
だ
。

　

テ
ロ
の
標
的
に
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
だ

が
、
皮
肉
に
も
「
テ
ロ
」
と
い
う
語
が
フ

ラ
ン
ス
語
由
来
の
語
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
語
は
英
語
の

「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
の
略
さ
れ
た
形
だ
が
、

そ
の
元
の
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
テ
ロ
リ

ス
ムterrorism

e

」
に
由
来
す
る
。
正
式

に
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
彙
と
し
て
辞
書
に
採

用
さ
れ
た
の
は
１
７
９
４
年１

で
、
ジ
ャ
コ

バ
ン
派
主
導
に
よ
る
革
命
政
権
の
「
恐
怖

政
治
」の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。現
在
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
は
何
ら
か
の
政
治
的
意
図
を

持
っ
て
武
力
や
暴
力
に
よ
っ
て
政
権
側
を

揺
さ
ぶ
る
手
法
と
い
う
使
わ
れ
方
が
一
般

的
だ
が
、
こ
の
語
が
使
わ
れ
始
め
た
頃

は
、
権
力
を
掌
握
す
る
革
命
政
権
側
が
反

対
分
子
を
暴
力
的
に
排
除
す
る
と
い
う
文

脈
で
使
わ
れ
て
い
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
１
７
８
９
年
、
民

衆
に
よ
る
バ
ス
チ
ー
ユ
の
監
獄
の
襲
撃
か

ら
始
ま
る
が
、
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
10
年
間
、

革
命
の
指
導
者
た
ち
は
誕
生
し
た
ば
か
り

の
共
和
国
の
基
盤
固
め
に
躍
起
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
過
程
で
反
革
命
分
子
は
激
し

く
抵
抗
し
、
当
時
の
国
会
に
あ
た
る
国
民

公
会
で
の
ジ
ロ
ン
ド
派
と
ジ
ャ
コ
バ
ン
派

の
党
派
争
い
は
熾
烈
を
極
め
た
。
結
局

ジ
ャ
コ
バ
ン
派
が
勝
利
し
、
１
７
９
３
年

「
反
革
命
容
疑
者
法
」
を
制
定
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
制
度
的
に
「
恐
怖
政
治
」
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
反
革
命
的
と
伺
わ
せ
る

言
動
を
み
せ
た
り
、
あ
る
い
は
密
告
に

よ
っ
て
革
命
の
精
神
に
反
対
す
る
人
間
を

逮
捕
で
き
る
法
律
だ
っ
た
。
被
告
と
な
っ

て
革
命
裁
判
所
で
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
る

と
、
反
論
す
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ
ず
、
当

時
考
案
さ
れ
た
殺
人
器
具
ギ
ロ
チ
ン
で
容

赦
な
く
殺
さ
れ
た
。

　

革
命
政
権
が
こ
の
よ
う
に
過
酷
な
手
段

に
訴
え
る
こ
と
も
厭
わ
な
か
っ
た
の
は
、

社
会
全
体
を
王
政
の
支
配
か
ら
解
放
し
、

「
自
由
と
平
等
」が
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
よ

う
徹
底
的
に
変
革
し
よ
う
と
す
る
理
想
に

燃
え
て
い
た
か
ら
だ
。だ
が
、王
を
頂
点
と

す
る
身
分
制
社
会
を
生
き
て
い
た
民
衆

が
、
一
朝
一
夕
で
民
主
的
に
国
を
治
め
る

共
和
国
の
国
民
に
な
る
こ
と
は
不
可
能

だ
。と
く
に
、ル
イ
16
世
と
マ
リ
ー
＝
ア
ン

ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
斬
首
に
し
た
こ
と
は
、
単

に
王
国
が
滅
び
た
と
い
う
単
純
な
事
柄
で

は
な
い
。
リ
ン
・
ハ
ン
ト
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
国
の
象
徴
的
存
在
を
滅
ぼ
す
こ
と

は
、そ
れ
ま
で
国
民
を
統
一
し
、統
合
の
中

心
と
な
っ
て
い
た
精
神
的
支
柱
を
喪
失
さ

せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る２

。
国
家

と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
失
っ
た
あ
と
で
民

衆
を
ど
う
ま
と
め
る
か
、
革
命
政
府
は
そ

の
た
め
憲
法
や
国
歌
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど

矢
継
ぎ
早
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
整
え
、

多
く
の
法
令
を
だ
す
こ
と
で「
外
枠
」を
強

化
し
て
ま
と
め
よ
う
と
し
た
。
恐
怖
に
よ

る
支
配
も
そ
の
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

確
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
革
命
当
初
、
世

界
で
初
め
て
「
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
た

と
い
う
点
で
民
主
国
家
の
リ
ー
ダ
ー
を

も
っ
て
自
ら
任
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
経
済

シ
ス
テ
ム
の
変
化
、
難
民
問
題
を
巡
る

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
の
軋
轢
、
右
翼
勢
力
の
拡

大
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
を
取
り
巻
く
状
況
は

厳
し
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
れ
ま
で
守
り

続
け
て
き
た
共
和
国
の
価
値
を
変
質
さ
せ

ず
に
、
ど
の
よ
う
に
新
た
な
局
面
を
切
り

拓
い
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。 

■

１　
『
新
プ
チ
・
ロ
ベ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
語

辞
典
（Le N

ouveau Petit Robert de 
la langue française

）』2010

年
度
版
。

２　

リ
ン
・
ハ
ン
ト
（Lynn H

unt

）『
フ

ラ
ン
ス
革
命
と
家
族
ロ
マ
ン
ス
（T

he 
F

am
ily R

om
ance of the F

rench 
Revolution

）』（
西
川
・
平
野
他
訳
）、
平

凡
社
、1999

。

藤
田
　
友
尚
　
教
授
（
フ
ラ
ン
ス
語
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
テ
ロ
リ
ズ
ム

2015年
11月13日
金曜日
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最
近
中
国
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
な

り
、
あ
ち
こ
ち
で
中
国
語
の
会
話
の
声
が

聞
こ
え
る
。
先
日
あ
る
飲
食
街
で
３
、
４

人
の
中
国
人
の
会
話
が
耳
に
入
っ
た
。「
ほ

か
の
店
に
行
こ
う
」、「
い
や
、
も
う
す
ぐ

開
店
で
し
ょ
う
、
待
ち
ま
し
ょ
う
よ
」。

よ
く
見
る
と
、
彼
ら
が
立
っ
て
い
た
店
は

入
り
口
に
「
準
備
中
」
の
看
板
が
出
て
い

た
。
日
本
人
な
ら
迷
わ
ず
ほ
か
の
店
に
行

く
が
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
こ
の

看
板
を
出
す
こ
と
は
「ready

-go!

」
の

よ
う
に
、「
間
も
な
く
営
業
が
は
じ
ま
る
」

と
い
う
客
を
呼
び
込
む
意
味
と
し
て
理
解

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
言
葉
或
い
は
言

語
表
現
の
中
身
に
対
し
て
日
本
人
と
中
国

人
の
間
で
異
な
る
「
解
読
」
が
生
じ
る
。

こ
の
現
象
は
「
異
文
化
交
渉
」
の
研
究
対

象
の
一
つ
に
も
な
る
。
日
本
と
中
国
は
互

い
の
言
語
か
ら
取
り
入
れ
た
同
じ
漢
字
を

使
用
す
る
語
彙
の
中
に
は
、
意
味
が
同
じ

も
の
も
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
異
な
る
意
味

を
表
す
場
合
も
少
な
く
な
い
。
よ
く
例
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
「
娘
」（
中
国
語
で
「
は

は
」
と
い
う
意
味
）、「
手
紙
」（
中
国
語

の
ト
イ
レ
ペ
ー
パ
ー
）
な
ど
完
全
に
別
の

意
味
と
な
る
語
彙
は
、
む
し
ろ
暗
記
す
れ

ば
特
に
混
乱
し
な
い
。
問
題
に
な
る
の
は

「
準
備
中
」の
よ
う
な
も
の
だ
。例
え
ば
、

日
本
で
食
べ
る
餃
子
と
い
え
ば
、
焼
き
餃

子
を
指
す
場
合
が
多
い
が
、
中
国
で
は
餃

子
を
言
う
と
水
餃
子
の
こ
と
を
指
す
。
焼

き
餃
子
は
中
国
語
で
は〝
鍋
貼
〞と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
中
国
の
食
べ
物

餃
子
は
日
本
文
化
に
受
容
さ
れ
、
日
本
人

の
生
活
習
慣
に
よ
り
そ
の
概
念
の
中
身
も

水
餃
子
か
ら
焼
き
餃
子
に
変
化
し
た
。
こ

の
よ
う
に
異
な
る
文
化
の
影
響
で
、
概
念

自
身
が
変
わ
っ
た
言
葉
へ
の
理
解
に
は
誤

解
が
生
じ
や
す
い
。「
お
茶
」
と
い
う
言

葉
も
そ
う
だ
。
中
国
で
は
主
に
「
茶
葉
」

の
こ
と
を
指
す
。
モ
ノ
な
ら
ま
だ
理
解
し

や
す
い
が
、
空
間
な
ど
抽
象
的
な
概
念
の

違
い
は
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
。
例
え

ば
、「
18
才
以
上
」
と
い
う
の
は
18
才
も

含
む
か
、
集
合
写
真
で
「
私
か
ら
右
へ
２

番
目
の
人
」
と
言
っ
た
場
合
、「
私
」
は

含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
、
な
ど
、
人
そ
れ

ぞ
れ
の
理
解
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
先

日
内
田
先
生
か
ら
一
つ
面
白
い
例
を
紹
介

さ
れ
た
。
中
国
の
税
関
で
手
続
き
す
る

時
、
行
列
の
先
頭
の
床
に
、〝
請
在
黄
線

外
等
候
〞
と
書
か
れ
て
い
る
。「
黄
色
い

線
の
外
側
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と
い
う

意
味
だ
。
自
分
側
が
「
外
側
」
と
理
解
し

て
、
み
ん
な
税
関
の
カ
ウ
ン
タ
ー
よ
り
距

離
を
保
っ
て
待
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

日
本
の
電
車
駅
で
よ
く
「
黄
色
い
線
の
内

側
で
」
と
い
う
放
送
を
聞
く
が
、
も
し
、

中
国
の
税
関
の
例
に
当
て
は
め
れ
ば
、
自

分
た
ち
が
外
側
で
、
電
車
の
ほ
う
が
内
側

と
な
っ
て
し
ま
う
。
幸
い
人
間
の
安
全
意

識
に
よ
り
、
自
動
的
に
電
車
よ
り
遠
い
ほ

う
を
「
内
側
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

空
間
概
念
は
生
活
習
慣
と
関
わ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

初
め
て
日
本
人
の
友
人
宅
を
訪
ね
た
中
国

人
が
、「
あ
が
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
思
わ
ず
２
階
の
ほ
う
ま
で
行
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。

　

近
年
中
国
語
の
中
に
日
本
語
か
ら
の
外

来
語
も
あ
る
。
例
え
ば
「
オ
タ
ク
」
か
ら

〝
宅
男
〞、〝
宅
女
〞
と
い
う
新
語
が
出
て

き
た
。
辞
書
に
も
集
録
さ
れ
、
解
釈
は

「
ず
っ
と
家
に
い
て
ほ
と
ん
ど
外
出
せ

ず
、
ネ
ッ
ト
や
ネ
ト
ゲ
等
の
室
内
活
動
に

ふ
け
っ
て
い
る
男
（
女
）」（
第
６
版
の
現

代
漢
語
詞
典
）。
こ
の
言
葉
も
ま
た
誤
解

が
生
じ
や
す
い
。
こ
れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
共
に
、
違
う
国
か
ら
様
々
な
言
葉
、

生
活
習
慣
が
自
分
の
国
に
入
り
、
受
容
さ

れ
な
が
ら
変
容
も
す
る
、
そ
の
変
化
の
過

程
を
観
察
の
も
面
白
い
か
も
。

 

■

田
　
　
禾
　
准
教
授
（
人
文
科
学
、
中
国
語
学
）

異
文
化
の
交
渉

2015年
11月17日
火曜日
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今
か
ら
お
よ
そ
30
年
前
、
シ
リ
ー
ズ
・

チ
ャ
ペ
ル
「
経
済
と
人
間
」
に
お
い
て
根

岸
先
生
が
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
人
間
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
話
を
さ
れ
て
い
る

（
田
中
・
林
・
森
本
編
（1992

）『
い
ま

経
済
学
を
学
ぶ
│
経
済
と
人
間
』
日
本
経

済
評
論
社
）。
こ
こ
で
は
、
私
の
専
門
で

あ
る
統
計
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
関
係

に
つ
い
て
少
し
書
い
て
み
た
い
。

　

統
計
学
は
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
た
め
に

必
要
な
手
法
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。

デ
ー
タ
を
処
理
し
分
析
す
る
た
め
に
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
必
要
で
あ
り
、
統
計
学
に

と
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
道
具
の
一
つ
で
あ
る
。
根
岸
先
生
が

講
話
さ
れ
た
30
年
前
と
い
え
ば
、
そ
れ
ま

で
の
大
型
計
算
機
に
代
わ
り
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
型
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
始
め
、
多
く
の

研
究
者
に
と
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
よ
り

身
近
な
も
の
と
な
り
始
め
た
時
期
で
あ

る
。
し
か
し
、
当
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

演
算
処
理
能
力
は
ま
だ
低
く
、（
今
か
ら

見
れ
ば
）
比
較
的
簡
単
な
非
線
形
モ
デ
ル

で
も
推
定
す
る
の
に
一
日
以
上
か
か
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

今
日
ま
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
演
算
処

理
能
力
は
絶
え
ず
向
上
し
て
き
て
い
る
。

一
説
に
よ
れ
ば
、
1.5
〜
２
年
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
能
力
は
２
倍
に
な
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
単
純
に
計
算
し
て
も
、

現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
30
年
前
の
も
の

よ
り
も
２
の
15
乗
＝32,768

倍
速
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
以
前
は
１
日
か

か
っ
た
計
算
が
、
今
で
は
約
３
秒
で
で
き

て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
、
根
岸
先
生
の

講
話
に
「
あ
る
と
き
、
行
列
の
固
有
値
計

算
を
さ
せ
る
た
め
寝
る
前
に
デ
ー
タ
入
力

し
た
と
こ
ろ
、
朝
ビ
ー
プ
音
と
共
に
出
力

し
そ
の
音
で
目
を
覚
ま
し
た
」
と
あ
る

が
、
今
で
は
こ
う
し
た
計
算
も
一
瞬
に
し

て
で
き
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
演
算
処
理
能
力
の
飛
躍
的
向

上
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
道
具
と
し
て
い

る
統
計
学
に
も
当
然
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
解
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
方
程
式
や
積
分
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使

え
ば
短
時
間
で
計
算
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
複
雑
な
統
計
モ
デ
ル
の
解
析
が

可
能
と
な
っ
た
。
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
計
算
上
の
制
約
が
な
く
な
り
自
由
に

統
計
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
よ
く
用
い
ら
れ

て
き
た
「
計
算
を
簡
略
化
す
る
た
め
に
」

と
い
う
言
い
訳
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
統
計
モ
デ
ル
を
解
析

す
る
た
め
に
必
要
な
数
値
計
算
法
の
開
発

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
統
計
学
に
お

け
る
新
た
な
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
研
究
者
と
し
て
悩
ま
し
い
の
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
進
展
を
上
回
る
数
値
計
算
法

を
提
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
１
年
経
て
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
処
理
能
力
は
1.5
倍
に
な
る
と
し
よ
う
。

こ
の
と
き
、
提
案
す
る
数
値
計
算
法
が
従

来
よ
り
も
1.2
倍
速
く
て
も
、
な
か
な
か
新

し
い
方
法
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な

い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
１
年
待
て
ば

従
来
の
方
法
で
も
短
時
間
で
計
算
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
他
の
統
計
学

者
だ
け
で
な
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
も
競
争

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

知
恵
を
絞
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ま
す
ま

す
速
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
研
究
者
と
し
て

は
新
し
い
課
題
に
挑
戦
で
き
て
う
れ
し
い

の
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
技
術
進
歩
の

ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
行
け
る
か
ど
う
か
不

安
で
も
あ
る
。
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
な

い
よ
う
、
今
し
ば
ら
く
も
が
い
て
み
よ
う

と
思
う
。

 

■

古
澄
　
英
男
　
教
授
（
計
量
経
済
学
）

『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
統
計
学
』

2015年
11月20日
金曜日
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私
の
高
校
時
代
と
言
え
ば
ほ
ぼ
50
年
も

前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
お
世
話
に

な
っ
た
英
語
の
先
生
に
Ｄ
先
生
が
い
る
。

Ｄ
先
生
か
ら
、
勧
め
ら
れ
た
の
が
、
出
版

さ
れ
た
ば
か
り
の
研
究
社
の
『
新
英
和
中

辞
典
』（1967

年
）
で
あ
っ
た
。
動
詞
の

文
型
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て

お
り
、
高
校
生
に
は
ぴ
っ
た
り
の
学
習
辞

典
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
生
か
ら
推
薦
さ
れ

た
辞
書
が
も
う
一
冊
あ
る
。
そ
れ
が
斎
藤

秀
三
郎
の
『
熟
語
本
位
英
和
中
辞
典
』（
日

英
社
）（
初
版
は1915

年
（
大
正
４
年
）、

新
増
補
版
は1936

年
（
昭
和
11
年
）
に
岩

波
書
店
発
行
）で
あ
っ
た
。Ｄ
先
生
に
勧
め

ら
れ
た
と
お
り
に
、
そ
れ
を
購
入
し
た
。

そ
の
辞
書
は
今
も
私
の
手
元
に
あ
る
が
、

開
い
て
み
る
と
、1966

年
に
発
行
さ
れ
て
、

定
価
は1,500

円
と
あ
る
。当
時
の
高
校
生

に
と
っ
て
は
、
高
価
な
辞
書
で
あ
っ
た
。

　

購
入
後
し
ば
ら
く
使
っ
て
み
た
が
、
内

容
が
高
校
生
の
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え

て
い
た
の
で
、
途
中
で
使
う
の
を
止
め
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
大
学
に
入
っ
て
か

ら
、
何
度
か
斎
藤
の
英
和
中
辞
典
を
引
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
40
年
余

り
の
間
、
本
棚
の
奥
に
し
ま
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
。

　

2012

年
（
平
成
24
年
）
の
秋
頃
、
八
木

克
正
先
生
（
現
在
、
関
西
学
院
大
学
名
誉

教
授
）
か
ら
、
斎
藤
秀
三
郎
氏
の
『
熟
語

本
位
英
和
中
辞
典
』（
今
後
、『
斎
藤
中
英

和
』
と
呼
ぶ
）
が
発
行
さ
れ
て2015
年
で

100

年
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
記
念
し
て

岩
波
書
店
か
ら
斎
藤
中
英
和
の
校
注
版
を

出
版
す
る
の
で
、手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
、

と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
斎
藤
秀
三

郎
と
言
え
ば
、
高
校
時
代
か
ら
馴
染
み
の

あ
る
名
前
で
あ
る
。
私
は
こ
の
仕
事
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。そ
し
て
、八
木
先

生
と
私
と
あ
と
２
人
の
研
究
者
の
合
計
４

名
で
校
注
作
業
を
始
め
た
。
何
分100

年

前
に
書
か
れ
た
辞
書
で
あ
る
の
で
、
今
で

は
古
い
と
思
わ
れ
る
記
述
や
表
現
も
多

い
。
斎
藤
中
英
和
と
現
代
の
英
語
の
辞
典

を
比
べ
る
と
、
こ
の100

年
で
英
語
が
ど

れ
だ
け
変
化
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も

確
認
で
き
た
こ
と
は
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

斎
藤
中
英
和
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
文

は
、
彼
が
こ
れ
ま
で
読
ん
で
き
た
英
書
か

ら
の
引
用
が
多
い
が
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

と
聖
書
か
ら
の
引
用
が
極
め
て
多
い
こ
と

は
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
。ま
た
、斉
藤
中
英
和

の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、
特
にCO

D

（Concise O
xford D

ictionary

）を
参
考

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、be anxious about

（
心
配
す

る
）とbe anxious to

（
切
望
す
る
）の
意

味
の
区
別
は
、CO

D

の
初
版
で
説
明
さ

れ
て
い
る
。斎
藤
は
そ
の
区
別
を
、彼
の
辞

典
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
。そ
の
斎
藤
の

説
明
を
他
の
学
習
辞
典
や
学
習
参
考
書
が

引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
具
合
に
し
て
、こ

の
意
味
の
差
異
が
日
本
の
英
語
教
育
界
の

中
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ

の
よ
う
に
斎
藤
経
由
で
多
く
の
成
句
や
構

文
が
、日
本
の
学
習
英
和
辞
典
や
参
考
書

に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

斎
藤
の
弟
子
に
、
山
崎
貞
と
言
う
人
が

い
た
。
60
歳
代
以
上
の
人
な
ら
ば
こ
の
名

前
に
聞
き
覚
え
が
あ
ろ
う
。
山
崎
貞
は

『
新
々
英
文
解
釈
』『
新
自
修
英
文
典
』

な
ど
の
受
験
参
考
書
の
著
者
と
し
て
有
名

で
あ
る
。
斎
藤
中
英
和
の
中
に
現
れ
る
重

要
構
文
は
、
弟
子
の
山
崎
貞
の
参
考
書
の

中
で
紹
介
さ
れ
、
一
般
に
広
ま
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、Reading is to 

the m
ind w

hat food is to the blood. 

（
読
書
の
精
神
を
養
う
こ
と
食
物
の
血
液

を
養
ふ
が
如
し
）
と
い
う
斎
藤
中
英
和
の

用
例
は
、
山
崎
貞
の
『
新
々
英
文
解
釈
』

で
は
、
若
干
の
修
正
を
施
さ
れ
て
、
学
習

英
文
法
の
中
の
重
要
構
文
と
し
て
多
く
の

英
和
辞
典
や
学
習
参
考
書
の
中
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

■

神
崎
　
高
明
　
教
授
（
英
語
学
）

英
和
辞
典
の
話

2015年
11月24日
火曜日
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昨
今
で
は
誰
も
が
様
々
な
デ
ー
タ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
そ
れ
を
解
析
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
我
々
の
周
囲

に
は
「
デ
ー
タ
に
よ
る
と
」
を
枕
に
し
た

主
張
が
氾
濫
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
デ
ー
タ
そ
の
も
の
か
ら
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
結
論
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
稀

で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
ら
は
暗
黙

の
う
ち
に
課
さ
れ
た
制
約
的
な
仮
定
の
下

で
得
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
同

一
の
デ
ー
タ
を
異
な
る
仮
定
の
下
で
分
析

す
れ
ば
全
く
異
な
る
分
析
結
果
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
む
し
ろ
普
通
で
あ
る
。
以
下
で

は
、C.F. M

anski

（
著
）Identification 

for prediction and decision

の
第
10
章

を
基
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
例
を
用

い
て
述
べ
る
。

　

い
ま
、
貧
困
層
子
女
に
対
す
る
早
期
教

育
（
３
歳
児
４
歳
児
教
育
）
が
彼
ら
の
高

校
卒
業
率
に
及
ぼ
す
影
響
を
測
定
す
る
た

め
、
以
下
の
よ
う
な
社
会
実
験
を
行
っ
た

と
す
る
。
あ
る
街
の
貧
困
層
子
女
を
無
作

為
に
二
集
団
抽
出
し
、
グ
ル
ー
プ
１
に
つ

い
て
は
何
も
行
わ
ず
、
グ
ル
ー
プ
２
に
つ

い
て
は
早
期
教
育
を
施
す
。
追
跡
調
査
に

よ
り
19
歳
時
点
で
の
高
校
卒
業
率
を
グ

ル
ー
プ
毎
に
測
定
し
、

　

・
グ
ル
ー
プ
１
：
49
％

　

・
グ
ル
ー
プ
２
：
67
％

と
い
う
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
と
し
よ
う
。

各
グ
ル
ー
プ
は
無
作
為
抽
出
さ
れ
て
い
る

の
で
、

　

・
現
状
の
高
校
卒
業
率
＝
49
％

　

・ 

仮
に
貧
困
層
子
女
全
員
が
早
期
教
育

を
受
講
し
た
場
合
の
高
校
卒
業
率
＝

67
％

と
考
え
て
よ
い
。

　

こ
こ
で
次
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
。

　

Ｑ
．
早
期
教
育
施
設
を
設
置
し
無
料
開

放
し
た
な
ら
ば
、
貧
困
層
の
高
校
卒
業
率

は
ど
の
程
度
に
な
る
か
？

　

こ
の
問
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
を
フ
ル
活

用
し
て
得
ら
れ
る
解
答
は
「
16
％
〜

１
０
０
％
」
で
あ
る
。
解
は
一
意
に
定
ま

ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
現
状
よ
り
改
善
す
る

か
否
か
す
ら
デ
ー
タ
は
語
ら
な
い
。
紙
幅

の
関
係
で
証
明
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
い
く
つ
か
ヒ
ン
ト
を
挙
げ
て
お

く
。
ま
ず
人
々
は

１ 

．
早
期
教
育
を
受
け
て
も
受
け
な
く
て

も
高
校
卒
業
す
る
タ
イ
プ

２ 

．
早
期
教
育
を
受
け
た
場
合
に
の
み
高

校
卒
業
す
る
タ
イ
プ

３ 

．
早
期
教
育
を
受
け
た
場
合
に
の
み
高

校
卒
業
し
な
い
タ
イ
プ

４ 

．
早
期
教
育
を
受
け
て
も
受
け
な
く
て

も
高
校
卒
業
し
な
い
タ
イ
プ

の
い
ず
れ
か
に
必
ず
分
類
さ
れ
る
。
ま
た

早
期
教
育
施
設
が
開
放
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
か
否
か
は
自
由
意

思
で
あ
る
と
い
う
点
に
も
注
意
さ
れ
た

い
。
デ
ー
タ
か
ら
全
員
が
早
期
教
育
を
受

講
し
た
場
合
の
高
校
卒
業
率
と
誰
も
早
期

教
育
を
受
講
し
な
い
場
合
の
高
校
卒
業
率

は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
各
タ
イ
プ
が
ど

ん
な
比
率
で
混
在
し
て
い
る
の
か
部
分
的

に
導
く
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

上
で
述
べ
た
予
測
値
を
改
善
す
る
唯
一

の
方
法
は
、
人
々
の
行
動
形
態
や
多
様
性

に
予
め
仮
定
を
置
い
て
分
析
す
る
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、

仮 

定
１
．
早
期
教
育
が
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
な
い
（
タ
イ
プ
３
は
存
在
し
な

い
）。

と
し
て
分
析
す
れ
ば
、
予
測
値
は
49
％
〜

67
％
と
な
る
。
ま
た
、

仮 

定
２
．
各
タ
イ
プ
は
自
ら
が
よ
り
高
校

卒
業
で
き
る
よ
う
に
早
期
教
育
受
講
の

有
無
を
決
定
す
る
。

と
し
て
分
析
す
る
と
、
予
測
値
は
67
％
〜

１
０
０
％
と
な
る
。
少
々
テ
ク
ニ
カ
ル
な

仮
定
で
あ
る
が
、

仮 

定
３
．
早
期
教
育
が
高
校
卒
業
率
に
及

ぼ
す
効
果
は
統
計
的
に
独
立
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
予
測
値
は
33
％
〜
83
％
と
な

る
。
さ
ら
に
、
仮
定
２
と
仮
定
３
を
両
方

用
い
る
と
、
ズ
バ
リ
83
％
が
予
測
値
と
し

て
導
出
さ
れ
る
。

　

上
の
よ
う
な
、「
デ
ー
タ
か
ら
言
え
る

こ
と
は
極
め
て
弱
く
、
強
い
結
論
を
得
る

た
め
に
は
制
約
的
な
仮
定
を
要
す
る
。
ま

た
、
仮
定
次
第
で
結
論
は
異
な
る
。」
と

い
う
性
質
は
実
証
分
析
一
般
に
成
り
立
つ

基
本
原
理
で
あ
る
。「
デ
ー
タ
に
よ
る
と
」

を
枕
と
す
る
主
張
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど

の
よ
う
な
仮
定
に
依
っ
て
立
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
そ
の
仮
定
が
妥
当
な
も
の
か
否

か
、
そ
れ
ら
を
見
極
め
る
力
も
経
済
学
部

で
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
の
一
つ
で
あ

る
。

白
井
　
洸
志
　
専
任
講
師
（
ミ
ク
ロ
経
済
学
）

The Law of Decreasing Credibility

│
デ
ー
タ
か
ら
言
え
る
こ
と
・
言
え
な
い
こ
と

2015年
12月1日
火曜日
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私
の
生
ま
れ
る
前
す
で
に
没
し
て
い
た

父
方
の
祖
父
繁
三
郎
に
は
会
っ
た
こ
と
が

な
い
が
、
子
供
の
頃
父
か
ら
よ
く
話
を
聞

か
さ
れ
た
。
京
都
の
友
禅
染
の
親
方
で
あ

り
、
か
つ
「
救
世
軍
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト

教
の
慈
善
運
動
を
や
っ
て
い
た
、
と
の
こ

と
で
あ
る
。
幼
い
頃
そ
の
話
は
好
き
だ
っ

た
が
、
自
分
に
は
と
く
に
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
た
。

　

さ
て
、
私
は
大
学
（
学
部
）
を
卒
業
し

た
の
ち
、
研
究
者
を
め
ざ
し
て
大
学
院
に

進
ん
だ
。
二
十
代
後
半
、
留
学
先
の
ド
イ

ツ
で
博
士
号
の
取
得
を
目
指
し
た
。
博
士

論
文
は「
フ
ィ
ヒ
テ
と
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー

と
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
職
業
団
体
論
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
18
〜
19
世
紀
転
換
期
の

３
人
の
思
想
家
た
ち
が
労
働
者
問
題
・
貧

困
問
題
に
対
処
し
て
構
想
し
た
職
業
団
体

論
を
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
初
め
、

官
僚
の
主
導
す
る
新
た
な
職
業
団
体
と
い

う
フ
ィ
ヒ
テ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
そ
れ
は
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
が
、
中
世
以
来
の

職
業
団
体
や
教
会
の
継
承
を
主
張
す
る
伝

統
継
承
的
な
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
は
な

じ
め
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
近
代
思
想
と

マ
ル
ク
ス
主
義
を
重
視
す
る
社
会
思
想
史

を
学
ん
で
き
た
た
め
、
旧
来
の
ギ
ル
ド
の

親
方
が
教
会
と
と
も
に
市
場
経
済
社
会
で

の
貧
困
に
対
処
す
る
ミ
ュ
ラ
ー
の
発
想
は

古
臭
く
異
質
に
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
解
明
な
し
に
論
文
は
完
成
で
き
な

か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
と
き
祖
父
の
こ
と
が
頭
に
よ

ぎ
っ
た
。
夢
に
も
出
て
き
た
。
整
っ
た
顔

立
ち
で
和
服
姿
の
友
禅
染
の
親
方
は
、
搾

取
者
で
は
な
く
、
丁
稚
た
ち
に
温
か
く
技

能
や
マ
ナ
ー
を
教
え
、
浮
浪
者
を
家
に
招

き
入
れ
、
街
頭
で
「
社
会
鍋
」
を
行
う
慈

善
活
動
家
で
あ
っ
た
。
ミ
ュ
ラ
ー
は
こ
の

よ
う
な
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
と
き
、
理
解
す
る
気
構

え
が
で
き
、
難
解
な
彼
の
主
著
『
国
家
学

綱
要
』
を
解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
た
。

　

博
士
論
文
を
完
成
さ
せ
て
ド
イ
ツ
で
出

版
し
た
と
き
、「
序
文
」
の
謝
辞
で

“Shigesaburo H
arada

”の
名
前
も
記
し

て
お
い
た
。
会
っ
た
こ
と
さ
え
な
い
人
だ

が
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
助
け
ら
れ
た

か
ら
で
あ
る
。帰
国
後
、私
の
研
究
は
ミ
ュ

ラ
ー
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
（『
ア
ダ
ム
・

ミ
ュ
ラ
ー
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
二
年
）。
ミ
ュ
ラ
ー
の
思
想
が
保

守
的
・
伝
統
継
承
的
で
あ
る
が
が
ゆ
え

に
、
か
え
っ
て
現
代
の
世
代
間
倫
理
の
問

題
に
と
っ
て
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
を
、
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
提

起
し
た
（「
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
お
け

る
自
由
論
と
世
代
間
倫
理
」、『
経
済
学
論

究
』
第
67
巻
第
1
号
、
二
〇
一
三
年
）。

　

過
去
の
思
想
に
は
、
現
代
に
も
通
ず
る

様
々
な
要
素
が
素
朴
な
形
で
含
ま
れ
て
い

る
。
一
見
す
れ
ば
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
思
想
史
研
究
は
そ
れ
を
解

明
す
る
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
意
味
を
掘
り

起
こ
そ
う
と
思
っ
て
も
読
解
困
難
な
叙
述

に
ぶ
ち
当
た
り
、
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
通
ず
る
誰
か
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
み
る
こ
と
が
理
解
の
手
掛
か

り
と
な
り
う
る
。
死
ん
だ
人
や
会
っ
た
こ

と
の
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
心
躍
る
人
物

で
あ
れ
ば
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

生
き
た
人
間
た
ち
の
社
会
生
活
を
把
握
し

よ
う
と
す
る
社
会
科
学
・
人
文
科
学
の
研

究
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

付
記

│
こ
の
講
話
は
、
２
０
１
５
年
７

月
19
日
に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
葵
教

会
（
京
都
市
左
京
区
下
鴨
）
で
の
永
眠
者

追
憶
の
会
で
の
ス
ピ
ー
チ
が
も
と
に
な
っ

て
い
る
。
戦
前
の
救
世
軍
京
都
小
隊
が
戦

後
に
教
会
と
し
て
再
編
さ
れ
た
の
が
同
教

会
で
あ
り
、
そ
の
納
骨
堂
に
は
祖
父
の
遺

骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。 

■

原
田
　
哲
史
　
教
授
（
文
化
と
社
会
の
経
済
学
、
社
会
思
想
史
）

会
っ
た
こ
と
の
な
い
祖
父
に

助
け
ら
れ
た
こ
と

2015年
12月3日
木曜日
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「
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」
を
す
る
こ
と
は

本
当
に
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
い
つ
の
日

か
、
人
間
が
過
去
へ
と
時
間
を
遡
っ
た

り
、
未
来
の
世
界
を
覗
き
に
行
く
よ
う
な

こ
と
が
可
能
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

実
現
性
の
可
否
は
別
と
し
て
、「
タ
イ
ム

ト
ラ
ベ
ル
」
は
多
く
の
人
の
心
を
惹
き
つ

け
て
き
た
。
物
理
学
者
が
未
来
へ
の
旅
の

可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
多
く
の
物
語

―
小
説
や
児
童
文
学
、
さ
ら
に
は
ア
ニ
メ

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
も

時
間
旅
行
が
描
か
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

映
画
製
作
者
に
と
っ
て
、
ま
た
、
映
画

を
観
る
者
に
と
っ
て
も
、「
タ
イ
ム
ト
ラ

ベ
ル
」
と
い
う
設
定
は
、
か
な
り
魅
力
が

あ
る
よ
う
で
、
主
人
公
が
時
空
を
行
き
来

す
る
映
画
が
数
多
く
作
ら
れ
て
き
た
。

『
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
』
や
『
バ
ッ
ク
・

ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
』
と
い
っ
た
、

大
が
か
り
な
仕
掛
け
の
Ｓ
Ｆ
作
品
だ
け
で

は
な
く
、『
あ
る
日
ど
こ
か
で
』や『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
恋
人
』
な
ど
、
時
間
を
旅
す
る

と
い
う
設
定
な
ら
で
は
の
、
切
な
い
、
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
も
多
い
。

　

本
当
に
、
何
故
、
人
は
こ
れ
ほ
ど
、
時

間
の
流
れ
を
行
き
来
す
る
こ
と
、
特
に
、

過
去
に
戻
る
こ
と
に
惹
か
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。「
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
な
ど
絶
対
に
あ

り
得
な
い
」
と
い
う
思
い
故
に
、
時
間
旅

行
を
夢
見
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

「
過
去
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

が
今
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
変
え
た

い
」、「
も
し
あ
の
時
違
う
道
を
選
ん
で
い

た
ら
…
…
過
去
を
や
り
直
す
こ
と
が
で
き

る
な
ら
」
と
願
う
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
監
督
の

引
退
作
品
と
言
わ
れ
る
映
画
『
ア
バ
ウ

ト
・
タ
イ
ム
』
は
、
そ
の
願
望
を
叶
え
る

力
を
主
人
公
に
与
え
て
い
る
。
主
人
公
の

テ
ィ
ム
は
、
あ
る
日
、「
代
々
、
我
が
家

の
男
は
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
の
能
力
を
持

ち
、
自
分
の
過
去
に
自
由
に
戻
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
父
親
か
ら
告
げ
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
彼
は
そ
の
力
を
使
っ
て
何
度
も
過

去
に
戻
り
、
悔
や
ま
れ
る
自
分
の
言
動
や

選
択
を
や
り
直
し
、
恋
を
成
就
さ
せ
る
の

で
あ
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
過
去
は
現
在
と
緊

密
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
過
去
の
積
み
重

ね
の
上
に
、
あ
る
い
は
、
過
去
か
ら
繋
が

る
線
上
に
現
在
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
言

え
る
。
な
の
で
、
現
在
を
変
え
た
い
な
ら

ば
、
過
去
を
変
え
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
で
は
、
過
去
を
変
え
る
に
は
、

映
画
の
中
で
実
際
に
テ
ィ
ム
が
し
た
よ
う

に
、
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
で
過
ぎ
去
っ
た
時

間
へ
と
戻
り
、
も
う
一
度
や
り
直
す
し
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た

ら
、
現
実
の
世
界
で
は
時
間
を
巻
き
戻
す

こ
と
な
ど
で
き
な
い
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は

「
過
去
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
過
去
の
事

実
を
変
え
る
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
。
だ

が
、
少
な
く
と
も
過
去
に
起
こ
っ
た
事
柄

の
意
味
や
意
義
は
変
え
ら
れ
る
、
と
私
は

思
う
の
で
あ
る
。

　

過
去
が
現
在
に
色
濃
く
影
響
を
与
え
て

い
る
よ
う
に
、
現
在
も
ま
た
、
過
去
に
強

く
作
用
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
、
現
在
を
懸
命
に
生
き
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
過
去
の
失
敗
や
挫
折
と
い
っ
た

経
験
さ
え
も
変
容
す
る
場
合
が
あ
る
。「
あ

の
時
の
辛
い
経
験
の
お
陰
で
今
が
あ
る
」

と
語
る
の
は
、
概
し
て
成
功
し
た
人
物
に

多
い
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
過

去
を
受
け
と
め
、
信
念
を
持
っ
て
現
在
を

生
き
る
―
そ
の
現
在
は
、
過
去
に
対
す
る

認
識
を
変
え
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
未
来

を
も
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。『
ア

バ
ウ
ト
・
タ
イ
ム
』
は
、「
主
人
公
が
自

在
に
過
去
へ
と
戻
れ
る
」
と
い
う
設
定
に

も
関
わ
ら
ず
、
現
在
を
生
き
る
こ
と
の
大

切
さ
を
示
唆
し
て
く
れ
る
映
画
な
の
で
あ

る
。 

■

森
田
　
由
利
子
　
教
授
（
イ
ギ
リ
ス
小
説
、
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

『
ア
バ
ウ
ト
・
タ
イ
ム
』

―
過
去
は
変
え
ら
れ
る
の
か

2015年
12月4日
金曜日
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２
０
１
５
年
11
月
13
日
、
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
で
Ｉ
Ｓ
（
過
激
派
集
団
イ
ス
ラ
ム
国

家
）
が
起
こ
し
た
テ
ロ
事
件
は
凄
惨
極
ま
り

な
い
も
の
で
し
た
。
事
件
の
一
部
始
終
を
聞

く
と
、
ま
る
で
全
て
が
自
分
の
住
み
慣
れ
た

街
で
起
き
た
出
来
事
の
よ
う
で
し
た
。

　

同
時
に
、
１
９
１
７
年
の
同
じ
日
に
、

フ
ラ
ン
ス
軍
が
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス
を

陥
落
さ
せ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
崩
壊
し
た

歴
史
が
想
起
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

と
イ
ギ
リ
ス
が
、
中
近
東
を
分
割
し
、
今

日
に
至
る
欧
州
と
ア
ラ
ブ
世
界
の
断
絶
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ド
大
統
領
は
、
即
座
に
フ
ラ
ン

ス
は「
戦
争
状
態
」に
あ
る
と
宣
言
し
、Ｅ

Ｕ
軍
は
初
め
て
集
団
的
自
衛
権
を
発
動
し

ま
し
た
。Ｅ
Ｕ
本
部
の
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
で
テ
ロ
の
準
備
が
発
覚
し
て

厳
戒
態
勢
に
入
り
、Ｅ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
予
定
し
た
関
学
生
の
渡

航
も
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
、
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
と

反
政
府
勢
力
と
の
内
戦
で
、
多
く
の
シ
リ

ア
国
民
が
犠
牲
に
な
る
な
か
で
、
既
に
国

外
に
６
０
０
万
人
以
上
が
出
国
し
て
難
民

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
イ
ス
ラ
ム
法
を
根
拠
に
「
カ

リ
フ
制
」
を
復
活
さ
せ
た
Ｉ
Ｓ
が
、
シ
リ

ア
と
イ
ラ
ク
で
勢
力
を
拡
大
し
、
欧
米
諸

国
だ
け
で
な
く
、
世
俗
化
し
た
イ
ス
ラ
ム

教
徒
ま
で
標
的
に
、
世
界
で
テ
ロ
を
拡
大

し
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
秋
、
ア
メ
リ
カ

は
シ
リ
ア
で
限
定
的
な
空
爆
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。
昨
年
の
パ
リ
の
事
件
以
後
、
フ

ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
も
、
周
辺
の
ア
ラ
ブ

諸
国
を
含
む
有
志
連
合
で
、
Ｉ
Ｓ
に
対
す

る
本
格
的
空
爆
を
開
始
し
ま
し
た
。
欧
米

と
対
立
し
て
い
た
ロ
シ
ア
も
、
テ
ロ
へ
の

戦
争
に
参
戦
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
チ
ャ
ペ
ル
に
集
ま
っ
て
い
る

こ
の
日
も
、
空
爆
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

空
爆
は
、
二
重
の
意
味
で
皮
肉
な
結
果
を

生
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

空
爆
に
よ
り
、シ
リ
ア
の
民
間
人
、特
に
女

性
や
子
ど
も
た
ち
や
、
人
道
支
援
を
行
う

「
国
境
を
超
え
る
医
師
団
」な
ど
に
ま
で
、

被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、第
１

に
、空
爆
が
難
民
発
生
を
抑
制
す
る
よ
り

も
、
む
し
ろ
拡
大
さ
せ
る
可
能
性
が
大
き

い
と
い
え
ま
す
。第
２
は
、世
界
中
で
欧
米

へ
の
強
い
反
感
を
招
き
、Ｉ
Ｓ
に
参
加
す

る
若
者（
移
民
２
世
や
３
世
も
含
む
）が
後

を
絶
た
ず
、問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
ト
ル
コ
は
、

２
０
０
万
人
以
上
の
シ
リ
ア
難
民
を
抱

え
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
通
じ
た
集
団
的
自
衛
権

発
動
を
拒
否
し
ま
し
た
。

　

難
民
の
増
加
を
抑
制
す
る
に
は
、
武
力

に
よ
る
紛
争
解
決
よ
り
、
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
石
油

の
密
輸
を
禁
止
し
、
人
身
取
引
を
含
む
闇
経

済
の
摘
発
を
強
化
し
、
そ
の
経
済
的
な
基
盤

を
崩
す
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

難
民
の
発
生
の
背
後
に
は
、
多
く
の
場

合
、戦
争
や
内
戦
な
ど
が
存
在
し
ま
す
。し

か
し
、
紛
争
地
帯
か
ら
逃
れ
て
き
た
だ
け

で
は
難
民
条
約
上
の
難
民
と
し
て
認
知
さ

れ
ず
、十
分
に
権
利
が
保
護
さ
れ
ま
せ
ん
。

ト
ル
コ
や
ヨ
ル
ダ
ン
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
の

経
済
状
態
が
悪
化
し
、
子
ど
も
た
ち
が
通

う
学
校
の
な
い
事
態
が
長
期
化
す
る
こ
と

に
対
し
、今
こ
そ
緊
急
支
援
が
必
要
で
す
。

　

本
日
読
ん
で
い
た
だ
い
た
詩
篇
の
箇
所

（
第
１
１
６
編
）
は
、
私
が
日
々
繰
り
返

し
読
ん
で
い
る
箇
所
で
す
。
世
界
は
、
紛

争
や
対
立
や
差
別
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て

い
ま
す
。
分
断
こ
そ
、
ま
さ
に
人
類
の
犯

し
た
罪
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

分
断
を
超
え
て
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
働

き
こ
そ
、
神
様
の
恵
み
に
他
な
ら
な
い
の

で
す
。
分
断
に
直
面
し
絶
望
し
て
も
、
悲

し
み
を
共
有
す
る
こ
と
を
通
じ
て
こ
そ
、

新
た
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
さ
れ
、
本
当

の
勇
気
や
明
る
さ
が
生
ま
れ
て
く
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。 

■

井
口
　
泰
　
教
授
（
労
働
経
済
学
）

分
断
は
罪
、
つ
な
が
り
は
恵
み

2015年
11月27日
金曜日
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卒
業
式
の
季
節
に
な
る
と
、
大
学
が
、

若
者
た
ち
を
社
会
に
送
り
出
す
最
後
の
門

で
あ
る
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
新
し
い
世

界
に
踏
み
出
そ
う
と
す
る
彼
ら
の
笑
顔
に

未
来
へ
の
希
望
と
期
待
が
輝
き
ま
す
が
、

一
方
で
緊
張
と
不
安
の
色
合
い
も
少
な
か

ら
ず
感
じ
ら
れ
ま
す
。
活
躍
す
る
場
を
与

え
ら
れ
た
と
い
う
安
堵
感
は
あ
る
も
の

の
、
未
知
の
世
界
に
一
人
で
乗
り
出
す
彼

ら
に
、
自
分
自
身
の
知
識
、
能
力
、
経
験

へ
の
自
信
が
、
ど
う
や
ら
驚
く
ほ
ど
欠
け

て
い
る
の
で
す
。

　

現
在
の
若
者
の
特
徴
と
し
て
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
何

か
を
め
ざ
し
て
「
よ
ー
し
、
や
っ
て
や
ろ

う
」
と
い
う
意
欲
が
湧
い
て
こ
な
い
。
求

め
る
の
は
目
の
前
の
快
適
な
空
間
で
、
そ

こ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
れ
ば
良
い
。
人
間

関
係
も
、
安
心
し
合
え
る
だ
け
の
薄
い
関

係
が
好
ま
れ
る
。
そ
し
て
彼
ら
が
最
も
嫌

う
の
が
「
ノ
イ
ズ
」
で
あ
り
、
平
穏
な
空

気
の
中
で
、
自
分
が
異
質
な
存
在
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
を
ひ
ど
く
恐
れ
る
。
若

者
の
ま
す
ま
す
進
む
「
内
向
き
志
向
」
が

そ
ん
な
風
に
説
明
さ
れ
ま
す
。

　

本
学
の
卒
業
生
に
つ
い
て
、
裏
方
に

あ
っ
て
人
を
支
え
る
の
を
い
と
わ
な
い
献

身
的
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
も
つ
と
か
、
他

人
を
思
う
、
他
人
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と

が
自
然
に
で
き
る
と
か
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
マ
ス
タ
リ
ー
・
フ
ォ
ア
・
サ
ー

ビ
ス
」
を
ス
ク
ー
ル
・
モ
ッ
ト
ー
に
す
る

大
学
と
し
て
う
れ
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、

あ
ま
り
に
優
し
い
、
も
の
わ
か
り
が
い
い

と
い
う
評
判
に
、
大
学
で
少
し
「
奉
仕
」

が
強
調
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
の
か
な
と
気
に

な
り
ま
す
。

　

若
者
が
一
所
懸
命
何
か
を
求
め
る
こ
と

も
な
く
、
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
通
し
て
人
と

深
く
交
わ
る
経
験
も
な
い
の
で
は
、
彼
ら

に
自
分
の
支
え
と
な
る
自
信
な
ど
湧
い
て

く
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
の
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
、
身
近
な
人
や
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
若
者
の
狭

い
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
ぶ
ち
こ
わ
し
、
今

ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
変
な

人
た
ち
や
知
ら
な
か
っ
た
文
化
や
学
問
の

世
界
に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
出
会
え
る

場
、
そ
れ
ま
で
信
じ
込
ん
で
き
た
固
定
的

な
世
界
観
を
リ
セ
ッ
ト
さ
せ
、
判
断
の
も

の
さ
し
が
壊
れ
る
よ
う
な
経
験
を
す
る
場

で
あ
る
べ
き
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
大
学
で

は
、
若
者
が
変
な
も
の
に
出
会
い
、
ぶ
つ

か
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

若
者
に
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
居
心
地
の

い
い
優
し
さ
や
正
義
感
を
求
め
る
以
上

に
、
心
が
わ
く
わ
く
す
る
冒
険
の
機
会
を

与
え
て
あ
げ
た
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争

社
会
の
中
で
、
求
め
ら
れ
る
の
は
開
か
れ

た
積
極
的
な
精
神
で
あ
り
、
未
知
の
世
界

に
関
心
を
持
ち
、
新
し
い
も
の
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
異
文
化
の
中
で
リ
ス
ク
を
と

る
こ
と
で
す
。「
リ
ス
ク
」
と
「
不
正
」

と
は
異
な
り
、「
大
も
う
け
」
と
「
ボ
ロ

も
う
け
」
と
は
違
い
ま
す
。
そ
の
勇
気
に

よ
っ
て
夢
を
叶
え
て
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら

い
豊
か
に
な
っ
て
い
い
の
で
す
。
大
学
で

は
、
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
若
者
に
伝
え

て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

　

歴
史
に
お
手
本
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
あ
れ
ほ
ど
豊
か
に
発
展
し
て
き

た
の
も
、
彼
ら
が
中
世
以
来
、
仲
間
内
の

取
引
を
超
え
て
見
知
ら
ぬ
人
々
と
商
業
を

展
開
し
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
冒
険

心
と
共
通
の
ル
ー
ル
を
作
り
上
げ
る
相
互

理
解
の
積
み
重
ね
の
努
力
が
あ
の
繁
栄
を

も
た
ら
し
た
の
で
す
。
た
だ
見
習
い
た
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
難
民
流
入
と
大
規
模
テ

ロ
以
降
、
異
質
な
も
の
を
恐
れ
、
排
除
し

よ
う
と
す
る
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
と

て
も
気
に
な
り
ま
す
が
。

 

■

藤
井
　
和
夫
　
教
授
（
西
洋
経
済
史
）

正
義
感
と
冒
険
心

2015年
12月8日
火曜日
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安
倍
政
権
は
成
長
戦
略
の
一
環
と
し

て
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
３

割
に
す
る
と
い
う
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
８
月
に
は
女
性
活
躍
推
進
法

が
成
立
し
、
３
０
１
人
以
上
の
企
業
は
来

年
４
月
ま
で
に
自
社
の
女
性
活
躍
に
つ
い

て
の
現
状
把
握
、
課
題
分
析
を
行
い
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
行
動
計
画
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、教
育
に
よ
っ

て
女
性
の
能
力
が
高
め
ら
れ
て
い
る
一
方

で
、
そ
れ
を
経
済
活
動
に
活
か
せ
て
い
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
女
性
が
も
っ
と
活
躍
す

れ
ば
、
日
本
企
業
の
競
争
力
は
上
が
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
30
％
と
い
う
数
値
目
標

は
、
男
性
か
ら
見
れ
ば
逆
差
別
で
す
。
倫

理
的
に
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
（
通
称
だ
と
思
い

ま
す
が
）
逆
差
別
法
と
呼
ば
れ
て
い
る
法

律
が
あ
る
そ
う
で
、
同
じ
く
ら
い
の
能
力

な
ら
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
採
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
英
語
で
ア

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
か
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
ス
ク
リ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
呼
ば
れ
、
差
別
を
是
正
す
る
た
め
の
差

別
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
を
支
持
す
る
根
拠

に
は
、
過
去
の
差
別
に
対
す
る
補
償
、
社

会
に
お
け
る
平
等
度
を
高
め
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
反
対
意
見
と
し
て

は
、
過
去
に
差
別
さ
れ
た
人
と
補
償
さ
れ

る
人
が
異
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
あ
る
集
団
へ
の
格
差
が
受
け

継
が
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
逆
差
別
は
正
当

化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、
男
性
に
有
利
な
ル
ー
ル
や
人
事
採

用
の
担
当
者
に
男
性
が
多
い
こ
と
は
男
性

に
と
っ
て
は
過
去
の
遺
産
で
す
。
し
か

し
、
女
性
に
と
っ
て
は
負
の
遺
産
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
遺
産
格
差
が
な

く
な
る
（
＝
機
会
の
平
等
が
保
証
さ
れ

る
）
ま
で
は
逆
差
別
は
正
当
化
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
、
こ
の
理
屈
が
正
し
い
と
し
て
も

逆
差
別
は
心
理
的
に
や
は
り
抵
抗
が
あ
る

と
い
う
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

方
に
好
例
が
あ
り
ま
す
。実
は
、同
じ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
は
、
結
果

の
平
等
を
嫌
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
新
し
い

管
理
職
ポ
ス
ト
の
候
補
リ
ス
ト
に
は
一
定

の
割
合
で
女
性
を
入
れ
る
け
れ
ど
も
、
結

果
は
競
争
で
決
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
結
果
の
平
等
は
操
作
し
な
い
け
ど
、

機
会
の
平
等
を
強
化
す
る
。
こ
う
い
っ
た

マ
イ
ル
ド
な
や
り
方
は
日
本
に
合
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
多
く
の
日
本
企
業
は
悩
ん
で
い
ま

す
。
法
律
が
で
き
た
の
で
、
女
性
管
理
職

を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
女
性
側
に
は
ど
こ
か
冷
め
た
ム
ー
ド

が
あ
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
実
力

を
評
価
さ
れ
て
の
昇
進
で
な
い
こ
と
に
疑

問
を
感
じ
る
女
性
も
多
い
の
で
し
ょ
う
。

本
来
な
ら
ば
、
や
る
気
の
あ
る
優
秀
な
女

性
（
あ
る
い
は
、
男
性
）
が
い
て
、
そ
の

人
が
た
ま
た
ま
支
援
を
必
要
と
す
る
か
ら

支
援
す
る
、
と
い
う
流
れ
が
望
ま
し
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
日
本
企
業
に
は
古
い

体
質
や
企
業
文
化
が
残
っ
て
い
る
の
も
事

実
で
す
（
例
え
ば
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
）。
意
識
改
革
は
最
も

難
し
い
も
の
で
す
。
何
か
引
き
金
が
な
い

と
動
き
出
し
ま
せ
ん
。
こ
の
意
味
で
、
数

値
目
標
は
強
制
力
が
あ
り
有
効
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
女
性
を
一
律
に

扱
う
の
で
は
な
く
、
や
る
気
の
あ
る
女
性

は
男
性
同
様
に
育
て
、
正
当
に
評
価
し
て

い
く
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

 

■

西
村
　
智
　
教
授
（
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働
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済
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推
進
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考
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る
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倫
理
観
・
道
徳
観
は
、
人
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
状
況
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
も
ま
っ

た
く
正
反
対
で
あ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。
こ
の
点
を
考
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

２
つ
の
本
（
話
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
に
紹
介
す
る
本
は
、『
太
っ
た
男

を
殺
し
ま
す
か
？
』（
太
田
出
版
）
で
す
。

ト
ロ
リ
ー
問
題
と
呼
ば
れ
る
倫
理
学
の
有

名
な
思
考
実
験
で
す
。
２
つ
の
状
況
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
議
論
を
ま
と
め
た
本
で
す
。

第
１
の
設
定

　

ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
制
御
不
能
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
線
路
の
上
に
か
か
る
陸
橋

に
、
私
が
立
っ
て
い
る
。
線
路
の
先
に
は

作
業
を
し
て
い
る
５
人
が
い
る
。
私
が
飛

び
込
ん
で
ト
ロ
ッ
コ
を
止
め
れ
ば
自
分
を

犠
牲
に
５
人
が
救
え
る
。
し
か
し
、
あ
い

に
く
自
分
は
体
重
が
不
足
し
て
い
て
、
ト

ロ
ッ
コ
を
止
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
そ
の

と
き
、
た
ま
た
ま
私
の
隣
に
、
ト
ロ
ッ
コ

を
止
め
る
に
十
分
な
体
重
の
太
っ
た
男
が

い
た
。
こ
の
太
っ
た
男
を
突
き
落
と
し
ま

す
か
？

第
２
の
設
定

　

同
じ
よ
う
に
制
御
不
能
な
ト
ロ
ッ
コ
に

対
し
て
、
今
度
は
ポ
イ
ン
ト
を
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
引
込
み
線
に
ト
ロ
ッ
コ
を
誘

導
し
、
５
人
を
救
え
る
と
い
う
設
定
で

す
。
し
か
し
、
引
込
み
線
の
先
に
は
１
人

が
作
業
中
で
、
や
は
り
１
人
の
犠
牲
は
免

れ
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
私
は
ポ
イ
ン

ト
を
切
り
替
え
ま
す
か
？

　

ど
ち
ら
も
５
人
の
犠
牲
と
１
人
の
犠
牲

を
て
ん
び
ん
に
か
け
れ
ば
、
１
人
の
犠
牲

を
選
択
す
る
は
ず
で
す
が
、
第
１
の
設
定

で
は
そ
の
選
択
が
許
さ
れ
ず
、
第
２
の
設

定
は
許
さ
れ
る
、
と
い
う
価
値
判
断
が
多

い
の
で
す
。
法
律
の
話
で
は
な
く
、道
徳
・

倫
理
の
話
と
し
て
の
問
題
で
す
。
す
な
わ

ち
、
状
況
に
よ
っ
て
人
々
の
判
断
は
変

わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
冊
目
は
、ル
・
グ
ィ
ン
が
書
い
た
『
風

の
十
二
方
位
』（
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
短
編
「
オ
メ
ラ
ス
か
ら
歩

み
去
る
人
々
」
と
い
う
話
で
す
。こ
れ
は

Ｓ
Ｆ
で
す
が
、時
々
引
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
有
名
な
話
で
す
。

　

オ
メ
ラ
ス
と
い
う
村
が
あ
り
、
そ
こ
に

住
む
人
々
は
皆
、
幸
せ
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、犯
罪
も
な
く
、

政
治
も
安
定
し
、
老
若
男
女
が
本
当
に
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
幸
せ
な
状
況
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、

村
人
た
ち
は
１
つ
の
契
約
を
交
わ
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
１
人
の
子
供
の
幸
せ
を
犠

牲
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
10
歳
に

な
る
そ
の
子
供
は
村
の
地
下
牢
に
鎖
で
つ

な
が
れ
て
お
り
、
食
事
も
ろ
く
に
与
え
ら

れ
ず
、
窓
も
な
い
掃
除
も
さ
れ
な
い
部
屋

に
ず
っ
と
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１

人
の
子
供
の
そ
の
犠
牲
の
代
わ
り
に
、
村

人
み
ん
な
の
幸
せ
を
手
に
入
れ
て
い
る
の

で
す
。
人
々
は
10
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
そ

の
事
実
を
告
げ
ら
れ
、
そ
の
契
約
を
受
け

入
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
事
実
を
知
っ
た

上
で
、
地
上
で
の
何
の
不
自
由
も
な
い
幸

せ
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
。
子
供

を
救
う
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
う
す
れ

ば
、多
く
の
人
の
幸
せ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
設
定
は
、
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ

せ
て
く
れ
ま
す
が
、
も
う
１
つ
の
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
話
の
タ
イ
ト
ル
に
も

な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
か
ら
外
に
出
る
と

厳
し
い
現
実
が
待
ち
受
け
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
毎
年
、
こ
の
村
か
ら
去
っ
て

い
く
村
人
が
必
ず
少
数
い
る
、
と
い
う
点

で
す
。

　

最
初
に
効
率
性
を
重
視
し
、
十
分
考
え

た
上
で
の
倫
理
、
公
平
で
あ
る
こ
と
が
経

済
学
で
は
重
要
で
す
。 

■

山
鹿
　
久
木
　
教
授
（
都
市
経
済
学
）

『
太
っ
た
男
を
殺
し
ま
す
か
？
』

2016年
1月8日
金曜日
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も
う
す
ぐ
、
四
年
生
は
卒
業
で
す
。
就

活
が
終
わ
り
卒
業
が
近
づ
い
て
く
る
と
、

「
ま
だ
社
会
人
に
な
り
た
く
な
い
」
と

言
っ
て
く
る
ゼ
ミ
生
が
い
ま
す
。
私
は
、

「
そ
れ
な
ら
、
ゼ
ミ
を
落
と
し
て
留
年
さ

せ
て
あ
げ
よ
う
か
？
」
と
よ
く
意
地
悪
を

言
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持

ち
の
背
景
に
は
、「
仕
事
が
大
変
」「
も
う

甘
え
ら
れ
な
い
」「
責
任
が
増
す
」
と
い
っ

た
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
し
か

に
、
そ
の
通
り
で
す
。
仕
事
で
忙
し
く
な

り
、
ミ
ス
は
自
分
の
給
料
や
将
来
に
影
響

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
は

社
会
人
の
生
活
の
一
面
し
か
み
て
い
ま
せ

ん
。
責
任
が
増
す
こ
と
は
、
別
の
面
か
ら

み
る
と
自
由
が
広
が
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。

　

小
中
高
大
と
進
学
す
る
に
つ
れ
、
自
由

と
責
任
が
両
方
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。と
く
に
、大
学
生
に
な
っ
た
と
き
は
、

自
分
の
責
任
で
決
め
て
い
く
自
由
が
一
気

に
広
が
る
と
い
う
こ
と
を
大
学
生
の
皆
さ

ん
は
経
験
済
み
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

社
会
人
に
な
る
と
、
責
任
さ
え
果
た
し
て

い
れ
ば
あ
と
は
全
く
の
自
由
で
す
。
仕
事

な
ど
で
忙
し
く
な
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ

で
も
今
ま
で
自
分
一
人
で
は
決
め
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
学
校
の
「
横
槍
」
も
な

く
、
自
分
で
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
ま
さ
に
選
択
の
連

続
で
し
ょ
う
。
た
だ
大
切
な
の
は
、
ど
う

い
う
選
択
が
良
い
の
か
、
そ
の
物
差
し
は

一
つ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校

に
い
る
間
は
、
勉
強
や
課
外
活
動
な
ど
、

学
校
生
活
を
測
る
物
差
し
は
あ
ま
り
多
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
は
物
差
し
が
一
気
に
増
え
ま
す
。
た
と

え
ば
、
良
い
仕
事
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
。

勤
め
先
企
業
の
規
模
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
給
料
の
高
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

福
利
厚
生
の
充
実
度
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
転
勤
の
頻
度
の
少
な
さ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
企
業
の
社
会
貢
献
度

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
お
客
さ
ん
の
笑
顔

の
多
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
生
活
に
い
た
っ
て
は
、
そ
れ
こ
そ
人

に
よ
っ
て
そ
の
理
想
は
千
差
万
別
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
、
自
分
の
人
生
を
測
る
物
差

し
と
し
て
何
を
選
択
す
る
か
す
ら
自
由
な

の
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
選
択

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
ま

ず
、
選
択
肢
を
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
社
会
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
思
っ
て

い
る
よ
り
ず
っ
と
広
い
も
の
で
す
。
し
か

も
、
選
択
肢
は
も
う
学
校
の
先
生
か
ら
提

示
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
良
い
選
択
肢
を

見
つ
け
る
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
目

を
向
け
て
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
実
は
、
大
学
生
時
代
に
も
そ
う

し
て
欲
し
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

も
っ
と
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
選
択
肢
の
中
か
ら
ど
う
選
択

す
る
か
で
す
。
社
会
人
に
な
る
と
、
選
択

す
る
局
面
の
多
く
は
仕
事
や
消
費
な
ど
、

経
済
活
動
に
係
わ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て

き
ま
す
。
ま
さ
に
、
経
済
学
部
で
学
ん
だ

も
の
を
活
か
す
時
で
す
。
し
か
も
、
経
済

学
は
経
済
活
動
に
限
ら
ず
物
事
を
ど
う
考

え
て
選
択
す
れ
ば
よ
い
か
を
教
え
て
く
れ

る
学
問
で
す
。
経
済
学
の
考
え
方
が
す
べ

て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
生
の
さ
ま
ざ

ま
な
局
面
で
の
選
択
に
大
切
な
指
針
を
示

し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

生
徒
・
学
生
時
代
と
い
う
人
生
の
準
備

期
間
を
終
え
、
い
よ
い
よ
自
ら
人
生
を
謳

歌
す
る
時
が
き
ま
し
た
。
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
使
っ
て
、
楽
し
く
て
充
実
し
た
人

生
を
歩
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。 

■

田
中
　
敦
　
経
済
学
部
長

充
実
し
た
人
生
を
！

2016年
1月12日
火曜日
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こ
の
最
終
講
話
に
こ
の
学
校
の
ス
ク
ー

ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る 

“Master for 
Service

” に
関
連
す
る
話
し
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
こ
の

学
校
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
し
、
こ
れ
か

ら
も
是
非
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
か
ら
で

す
。
関
学
の
皆
さ
ん
に
お
別
れ
に
は
な
り

ま
す
が
、
注
意
を
兼
ね
て
の
励
ま
し
と
な

る
別
れ
の
言
葉
を
残
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
の
経
済
学
部
の
学
生
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、「
批
判
的
思
考
」

を
育
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
大
変
大
事
な
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ロ
ジ
カ
ル
な
考
え
方
で
物
事
を
考
え

て
行
け
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
社

会
に
貢
献
す
る
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

こ
の
「
批
判
的
思
考
」
と
い
う
表
現
は

英
語
でcritical thinking

と
言
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
「
批
判
的
思
考
」
と

い
う
翻
訳
は
ど
う
も
し
っ
く
り
行
か
な
い

の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
何
か
を
批
判
す

る
と
い
う
ふ
う
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
英
語
のcritical 

と
い
う
単
語
に

は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。criticize 

と
い
う
動
詞
を
形
容
詞
に
す
る
と
い
う

「
批
判
的
」
は
あ
り
ま
す
が
、「
極
め
て

重
要
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
英

語
のcritical thinking
の
場
合
、
そ
う

い
う
意
味
のcritical
に
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、H

e is critical of our plan

の
場

合
、「
彼
は
私
達
の
計
画
に
対
し
て
批
判

的
だ
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
“of

”を
“to

”に
変
え
た
ら
、
つ
ま
りH

e 
is critical to our plan

と
い
う
文
書
に

な
っ
た
ら
、「
彼
は
私
達
の
計
画
に
と
っ

て
は
極
め
て
重
要
な
存
在
だ
」
と
い
う
意

味
に
な
り
ま
す
。
英
語
のcritical 

thinking

は
、
そ
う
い
う
意
味
のcritical

で
す
。
と
に
か
く
、私
が「
批
判
的
思
考
」

よ
り
も
も
っ
と
正
確
な
日
本
語
の
表
現
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
皆
が
そ
の
表
現
の
定
義
が
分

か
っ
て
、
使
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
何

の
問
題
が
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

歴
史
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
関
学
は

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
基
づ
い
て
い
る
学

校
で
、
主
義
に
束
縛
さ
れ
な
い
自
由
な
発

想
を
育
て
る
教
育
を
目
指
し
て
来
ま
し

た
。
さ
ら
に
遡
っ
て
行
け
ば
、
キ
リ
ス
ト

教
の
世
界
観
が
主
流
に
な
っ
た
中
世
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
学
そ
の
も
の
が
芽
生
え

た
の
で
す
。
ま
た
、
現
代
科
学
の
誕
生
も

そ
れ
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
、
世
界
に
広
ま
り
、
現
代
社
会
を
可
能

と
し
ま
し
た
。
こ
の
大
学
の
設
立
は
そ
の

思
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き

た
学
校
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の

世
界
観
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
た
欧
米
の

国
々
の
思
想
を
見
習
っ
て
、
日
本
の
文
化

に
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
日

本
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
に
力
を
伸
ば

し
て
い
る
、
ま
ね
て
欲
し
く
な
い
現
象
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
はpolitical 

correctness

と
い
う
表
現
で
言
い
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
語
で
何
と
言

え
ば
い
い
か
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
た
だ

カ
タ
カ
ナ
に
し
て
い
た
だ
け
で
、
同
じ
事

を
現
す
日
本
語
が
な
い
よ
う
で
す
。
直
訳

す
れ
ば
、「
政
治
的
正
確
さ
」
と
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
通
じ
ま
せ
ん
。
で
は
、

political correctness

は
ど
う
い
う
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

結
局
、
権
力
者
が
「
正
し
い
」
と
決
め

つ
け
た
思
想
を
皆
に
押
し
付
け
る
こ
と
で

す
。
排
他
的
思
想
と
も
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
歴
史
か
ら

例
を
あ
げ
る
と
、
戦
時
中
の
天
皇
制
に
関

す
る
考
え
方
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
の

ア
メ
リ
カ
で
は
、
戦
時
中
の
日
本
の
よ
う

に
、
決
め
ら
れ
た
思
想
か
ら
外
れ
た
こ
と

●
退
任
教
授
最
終
チ
ャ
ペ
ル
講
話
／Tim

othy D
ale B

oyle

　
教
授
（
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
）

思
想
の
自
由
を
守
り
ま
し
ょ
う

2015年
12月9日
水曜日
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を
口
に
す
る
こ
と
だ
け
で
牢
屋
に
入
れ
ら

れ
る
こ
と
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
別
な

形
で
迫
害
を
受
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
「
信
教
の
自
由
」

や
「
自
由
な
思
想
」
の
土
台
の
上
に
建
て

ら
れ
た
国
で
し
た
が
、
急
激
に
変
わ
り
つ

つ
あ
る
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
、
そ
の
よ
う

な
自
由
が
崩
れ
始
め
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、politically correct

と
さ
れ
て
い
る

見
解
を
取
る
よ
う
に
圧
力
が
か
け
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
由
な

思
想
を
育
て
る
は
ず
の
教
育
機
関
に
は
特

に
多
い
事
で
、「
正
し
く
な
い
」
と
さ
れ

て
い
る
思
想
を
閉
め
出
そ
う
と
し
ま
す
。

実
例
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
あ
る
か
を
例
証
す
る
た
め
に
、

２
つ
だ
け
を
簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

知
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
私
の
大
学
の
専
攻
は
物
理
学
で
、
牧

師
に
な
る
前
の
大
学
院
で
の
専
門
は
気
象

学
で
し
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
科
学
と

宗
教
の
接
点
に
対
し
て
、
特
別
に
興
味
が

あ
る
の
で
す
。
そ
の
中
で
、
自
然
主
義
の

進
化
論
の
真
実
性
と
二
酸
化
炭
素
に
よ
る

人
為
的
な
気
候
変
動
が
本
当
に
あ
る
の
か

と
い
う
議
論
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
地
球
温

暖
化
は
経
済
学
に
大
い
に
関
係
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
特
に
強
調
し
た
い
の
で
す

が
、
ま
ず
は
、
進
化
論
に
つ
い
て
言
及
し

ま
す
。

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
自
身
が
無
神
論
と
い
う
立

場
か
ら
自
分
の
理
論
を
提
出
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後
に
自
然
主
義

者
た
ち
は
無
作
為
な
進
化
論
が
生
命
の
歴

史
を
全
て
説
明
す
る
と
断
言
す
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
主
張
を
裏
付
け
る
証
拠
が
乏

し
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
定
説

と
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
裏
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
有
神
論
的
な
枠
組
み
か
ら

脱
皮
し
た
い
と
い
う
強
い
願
望
が
潜
ん
で

い
て
、
無
神
論
を
唱
え
て
来
ま
し
た
。
そ

う
い
う
考
え
が
主
流
と
な
り
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
主
義
進
化
論
の
科
学
的
問
題
点
を
指
摘

す
る
こ
と
さ
え
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
進
化
論
が
説
明
で
き
な

い
事
実
を
生
物
学
の
授
業
で
取
り
上
げ
る

こ
と
だ
け
で
そ
の
先
生
が
首
に
な
っ
た
、

ま
た
科
学
者
が
迫
害
を
受
け
た
数
多
く
の

ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
疑
問
を

持
っ
て
も
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
危
う
く

す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
自
分
の
疑
問
を
公

に
し
な
い
科
学
者
が
多
く
い
る
よ
う
で

す
。
こ
の
実
態
に
対
し
て
、
あ
る
中
国
人

の
科
学
者
が
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
中
国

で
は
、
私
達
が
政
府
を
批
判
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
い
の
で
す
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を

自
由
に
批
判
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
カ
で
は
、
そ
の
逆
で
す
。
政
府
を
自
由

に
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
を
批
判
で
き
な
い
。」日
本
で
は
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
両
方
を
自
由
に
批
判

で
き
る
よ
う
に
自
由
主
義
を
守
っ
て
欲
し

い
の
で
す
。

　

今
は
国
連
気
候
変
動
会
議
が
パ
リ
で
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
話

し
合
う
こ
と
自
体
は
い
い
こ
と
で
、
国
際

的
に
協
力
し
合
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
賛
成

し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
課
題
に
も

political correctness

が
顔
を
出
し
て
い

ま
す
。「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
」
と
い
う
機
関
が
設
け
ら
れ
、
十
数

年
前
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
の
上
昇
に
よ
る

温
暖
化
を
予
測
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
モ

デ
ル
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

際
は
80
年
代
、
90
年
代
に
続
い
て
い
た
温

暖
化
が
過
去
の
18
年
間
に
殆
ど
見
ら
れ
な

い
し
、
モ
デ
ル
が
予
測
し
て
い
た
上
昇
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
候
変
動
の
要
因

は
大
変
複
雑
で
、
増
え
続
い
て
い
る
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
は
そ
の
一
部
の
要
因
に

過
ぎ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
と
に
か

く
議
論
す
る
余
地
が
大
い
に
あ
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
も
う
既
に
「
確
立

さ
れ
た
科
学
」
だ
と
主
張
し
て
、
異
論
を

排
除
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
は
こ
れ
が
証
明
さ
れ
た
確
実
な
も

の
と
し
て
描
い
て
、定
説
に
し
て
い
ま
す
。

　

誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
私
は
二
酸
化

炭
素
を
無
制
限
に
出
し
て
も
い
い
と
は

言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
環
境
に
優
し
い
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
開
発
す
る
こ
と
や
環

境
破
壊
を
止
め
さ
せ
る
事
な
ど
は
大
賛
成

で
す
。
私
が
反
対
す
る
の
は
そ
の
自
由
、

且
つ
健
全
的
な
議
論
を
封
じ
込
も
う
と
す

る
排
他
的
な
考
え
方
な
の
で
す
。
こ
れ
も

地
球
温
暖
化
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
多
く
見
ら

れ
る
現
象
で
す
。
二
酸
化
炭
素
排
出
を
直

ち
に
大
幅
に
減
ら
さ
な
い
と
、
海
面
が
何

メ
ー
ト
ル
も
上
昇
し
て
、
ま
る
で
文
明
が

終
わ
る
か
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
社
会
の
恐
れ
を

煽
る
活
動
家
に
対
し
て
疑
問
を
持
つ
多
く

の
学
者
が
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
声
が
閉
め

出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
の

課
題
は
経
済
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の

で
す
の
で
、
更
な
る
研
究
と
議
論
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
皆
の

正
当
な
人
権
と
信
教
の
自
由
を
守
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
そ

れ
を
取
り
戻
す
望
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
のpolitical correctness

と
い
う

排
他
的
思
想
を
無
く
す
る
こ
と
が
絶
対
条

件
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

愛
す
る
日
本
で
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
、
健
全
で
自
由
な
議
論
が
で
き
る
社

会
を
作
る
よ
う
に
関
学
の
皆
さ
ん
が
是
非

貢
献
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
時
間
が
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
終
わ
り
ま

す
。
関
学
に
於
け
る
６
年
半
は
大
変
お
世

話
に
な
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

■
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　築山　拓哉	 MLBと NPB─年俸格差はどこから生まれ
るのか？

　橋本　尚哉	 地震とその対策
　三好　功祐	 ポップカルチャーによるPRは有効であるか
　本地　智大	 サブカルチャーのイベントの経済効果と取り組み
　鈴木　勝久	 LCC発展のために必要なこととは？
　山崎　優花	 なぜ高級志向のお菓子が売れるのか─江崎

グリコ株式会社の高級ポッキーを例にして
　生田　涼子	 阪神優勝による経済効果
　小川　淳史	 「限定」で客の心を動かすにはどうすればよいか
　杉山　孝輝	 なぜ大阪と東京でエスカレーターの乗る位

置が違うのか
　中谷　壮吾	 ある日本人の挑戦─大根田勝美氏から学べ

るビジネスの成功
　谷内　敏生	 窃盗と景気
　原元　淳也	 妖怪ウォッチのブームとこれからについて
　西村　美波	 中国人観光客の爆買いによる日本の経済成長
　目出　愼之介	 毛と経済
　岸下　大斗	 東京ディズニーリゾートの復活

　柘植　友佳	 アメリカの移民問題にみる今後の日本
　木原　優樹	 ゲームアプリに見る形態と今後の成長の是非
★堀井　将貴	 NTT ドコモは携帯電話業界においてなぜ

シェア１位でいることができるのか
　藤岡　達也	 軍拡競争における人間と動物の共通点
　梅本　隆正	 バイキングが儲かるのはなぜか
　古谷　太一	 CD、DVDの熾烈な生き残りの現状
　古里　修那	 マイナンバー導入によって生まれる危険性

について
　岡野　玲那	 韓流ブームが日本にもたらしたもの―アジア通

貨危機から脱却した韓国のIT産業復興政策
　山本　陽介	 国内・海外における外食業界《牛丼業界と

ハンバーガー業界》の経営と比較
　河野　裕斗	 筋肉の作用と健康
　宮本　敬二朗	 Twitter 経営と課題
　小泉　絢也	 日本沈没を防ぐために

　太閤　浩章	 最近の若者はなぜやる気がないのかについ
て考える

　下之　南瑠	 身近な経済学のおもしろさについて考える
　長谷川　智也	 仕事と家族
★安岡　蘭奈	 女性の労働について考える
　大久保　賢人	 日本の様々な問題と行方
　小出　義明	 教師の質はなぜ低下したのか
　高木　陽平	 経済的豊かさと幸福度との関係性
　岸田　鈴菜	 経済学が人に与える影響力について考える
　能勢　広真	 様々なところに潜む経済的な効果
　丑本　加子	 女性の人生の中の問題点について考える
　佐多　美貴	 私たちの生活と経済学の関係について考える
　林　友裕	 人の心理について考える
　遠山　拓弥	 体罰の有効性について考える
　青木　千紗	 女性の社会進出と家庭
　山下　正太郎	「教師の質はなぜ低下したのか」について考える
　仕名野　理菜	 健康な『日本』について考える

　阪上　洸太郎	 経済学と世の中の関係について考える
　田中　雄也	 バンドリング商法による支払許容額の操作

─「お買い得品」を購入するためには─
　粟井　大貴	 少子化、労働について考える
　鈴木　雄大	 ことわざ経済学について考える
　井上　美紀	 こんなに使える経済学について考える
　龍　茉莉衣	 働きやすく、生みやすい世の中について考える
　真鍋　綾子	 暮らしと働きと経済について考える
　松崎　晴子	 なぜ、日本は女性の社会進出がほかの先進

国に比べていまいちなのか。

２組　森田教授

１組　新海教授
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　高階　誠	 ため池の整備は稲美町を発展させる
　原田　拓実	 せんとくんの経済効果とその原因
　間宮　真里奈	 呪いの時代について
　古波蔵　晋	 沖縄の米軍基地
　藤中　優芽	 教養における文化資本
　前本　祐哉	 伊丹市の自衛隊と酒
　小野　凜太郎	 宝塚歌劇について─歴史と影響
　野村　亮	 奈良県の歴史について
　徳見　彩花	 日本アニメの魅力─手塚治虫を軸として
　喜入　将光	 阪神淡路大震災に対する様々な取り組み
★渋谷　航平	 なぜ同じ都道府県内に複数の方言が存在するのか
　上堀　佑太	 平安京遷都
　南條　夕莉子	 埋立地を芸術作品に
　宮部　康平	 赤塚不二夫の特徴や作風はどういったものか
　田中　歩希	 西郷隆盛と大久保利通
　阪井　太一	 大分県の歴史─小藩分立体制の解体

　岡村　隼人	 勝つためのディベート
　篠田　京香	 現代社会をみつめる
　田渕　絵菜	 内田樹から見た日本
　鈴木　里佳	 日間賀島の漁の歴史
　柳原　駿	 大阪市出身の福澤諭吉について
　蜂谷　航平	 内田樹 石川康弘（2919）『若者よマルクス

を読もう─ 20歳代の模索と情熱』かも
かわ出版 を読んで

　伊東　良太	 西田幾太郎とその生涯
　藤本　朋樹	 さまざまな観点からのプレゼン能力の向上
　酒井　ひかり	「おじさん」的思考
　毛受　茜音	 震災から学ぶ災害復興学

　大床　真太郎	 どこまで喫煙を自由にできるか
　南　秀太	 『風の谷のナウシカ』を通して自然との関

わり方とは
　阿部　拓海	 なぜ日本のサッカーは弱いのか
　石井　雄一郎	 脱原発は可能か
　菅　貴央	 幽霊のはじまりと今
　辻　武	 クリスマスについて
　杉村　駿	 睡眠について
　中島　和	 なぜ人は食に執着するのか
　鬮橋　佳毅	 ブラックバイトについて
　正井　颯	 バドミントンがメジャーなスポーツになる

ためには
★南部　直樹	 イノシシによる農業の被害
　加田　朱里	 競技ダンスを知る
　飯阪　直也	 深夜アニメは規制すべきか
　田村　知之	 いかにして借金を減らすか
　吉元　良介	 人間の血液型と性格の関連性について
　上本　拓海	 軍需と経済発展の関係性とその変化

　相原　克哉	 現代のコンビニ
　鈴木　優也	 なぜインドネシアは経済発展しているのか
　神原　明里	 アートで地域再生は可能か
　濱田　愛	 オーガニックが日本において「普通」化す

るためには
　沼本　蔵	 インターネットと日本の音楽産業
　杉山　陽子	 歴史あるパイプオルガン
　嘉本　和貴	 どのようにすればいい恋ができるのか
　橋本　健司	 IT による脳への悪影響はあるのか
　山田　大嵩	 視聴率に録画率を加えるべきか
　北田　玲	 織田信長の天下統一

４組　原田教授

３組　韓准教授
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　稲川　和希	 TPPと日本の農業
　川合　輝尚	 TPP参加により日本の農業は崩壊するのか
　前田　晴香	 TPP参加と食の安全
　丸山　大河	 TPP交渉
　松本　和馬	 TPP参加による日本の農業への影響
　木内　海斗	 成人年齢引き下げの是非について
　中間　莉咲	 TPP参加と日本の食品安全基準
　黒石　健太朗	 農協に関する考察
　北林　大希	 混合診療解禁が日本に及ぼす影響
　善生　凌一	 TPP参加と農業：規模の経済の観点から
★吉原　ゆり	 ホームレスの自立に向けて
　野島　瑳恵	 飲酒が人体に与える影響
　松下　賢治郎	 TPP参加による日本への影響
　上島　賢也	 日本の農業と耕作放棄地
　高田　直幸	 日本の食料自給率について
　宇野　大志	 グラミン銀行とマイクロファイナンス
　中村　駿莉	 TPP参加による様々な産業への影響
　相良　菜々美	 TPPを利用した農業の発展

　橋本　夏葵	 訪日外国人への「おもてなし」：いわゆる
民泊の有効利用

　高松　夏希	 TPP と社会保険：包括的留保の是非と今
後の方針

　若村　祐治	 TPP参加と農産物
　中後　智貴	 TPP参加と食の安全
　森田　陸人	 遺伝子組み換え作物に関する考察
　黒石　涼介	 TPPと国内の雇用

　山下　裕也	 なぜセブンイレブンは覇者になりえたのか
　柿原　奈都子	 ZARAが売上高世界一になった理由
　柴山　侑果	 なぜ無印良品は売れたのか
　藤綱　康太朗	 ピーチ航空が強い要因	
　松井　元暉	 スターバックスコーヒー人気の理由
★岩本　紗月	 農業の IT 化が日本農業における後継者不

足を解消するのか
　新井　美緒	 ソフトバンクの成長－ソフトバンクグルー

プの成長が日本経済に与えた影響－
　宮村　梨花	 なぜ中国人観光客は急増し、爆買いするよ

うになったのか
　瀬尾　若菜	 箱根駅伝と大学スポンサー
　土井　龍	 なぜ週刊少年ジャンプは他誌と比べ売り上

げが高いのか
　藤井　聖人	 スポーツカーの売上
　岡本　凌	 キリンとサントリー

　野瀬　竜之介	 なぜ日本では Google より Yahoo! の方が
人気なのか

　大橋　七海	 ダイソーの成功の理由
　帰山　ちなみ	 デアゴスティーニの戦略　パートワークが

出版業界に及ぼす影響
　瀬戸　杜大	 ハイブリッド車による環境の変化
　田熊　大幹	 有料音楽配信サービスと音楽産業
　森　麟太郎	 企業の SNSを利用した広告戦略
　重政　沙樹	 なぜ男性用化粧品市場は発展したのか
　荒川　陸	 NFL スーパーボウルの経済効果
　新木　智博	 スマートフォンの影響でカメラ業界に影響

は出ているのか
　竹下　航	 なぜセブンイレブンは他社と比べ多くの売

り上げをあげることができたのか
　山下　力也	 楽天レシピとクックパッド

６組　白井専任講師

５組　加藤准教授
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　篠田　竜星	 日本の年金制度の問題について
　細田　明裕	 TPPが日本の農業に与える影響とは
　渡辺　俊太	 金融政策が日本国民に与える影響
　奥河　泰知	 日本の自動車産業を探る
　八木　誠実	 発展するテレビ局の放送外事業
　岡本　瑠梨	 SNSの普及に伴う経済効果について
　冨永　愛	 日本人はなぜ無宗教か
　安藤　壮哉	 世界恐慌はなぜ起こったのか～アメリカの

視点から考える～
　足立　明謙	 日本の安保政策の変容と自衛隊
　山田　涼子	 少子高齢化の原因とは
　長澤　征久	 少子高齢化の経済に対する影響
　下奥　湧	 東日本大震災が日本に及ぼした影響とは
　赤松　直哉	 日本の農業の問題と、TPPの影響について
　松田　達也	 現代社会における日本語について

　堀尾　幸央	 ギリシャ危機と日本の国債についての検証
　内野　佳世子	 ニート・フリーターが社会に与える影響
　張　詩謡	 中国の経済バブルについて検討
　魚谷　貴秀	 日本で再生可能エネルギーは今後普及するのか？
★村山　早紀	 女性の雇用についての検証
　日下部　兼士	 オイルマネーと成功
　川崎　健太郎	 電子書籍の実態と今後
　新井　爽香	 フリーターとニート
　辻　蛍介	 日本のポップカルチャーが経済に与える影

響と今後の成長
　橋爪　佑太	 ビットコインの社会に及ぼす影響とは
　本間　春樹	 なぜ政府は消費税増税を行うのか
　上田　真子	 ユーロ崩壊論の打開策

７組　平山教授

　島村　航	 イノベーション大国「アメリカ」
　川福　浩義	 映画から見るアメリカ
　奥山　聖也	 鉄道から見るアメリカ
　合田　弘幸	 映画から見るアメリカの歴史
　角　拓海	 ファーストフードを通してみるアメリカ
　白井　優一	 アニメ、マンガから見るアメリカ
　伊福　翔大	 プロスポーツから見るアメリカ
　鳥山　有香	 映画から見るアメリカ
　福田　友哉	 ファーストフードから見るアメリカ格差社会
　高山　寛史	 アメリカの大学スポーツについて
　中村　佑希	 ファーストフードで見るアメリカ労働問題
　石田　悠宇	 TPPから見るアメリカーアメリカ農業と経済
　川崎　航	 マーケティングで見るアメリカ
　山村　槙史	 大量消費社会『アメリカ』
　表　隆太郎	 消費から見るアメリカ
　松吉　誉	 農業から見たアメリカ
　東山　太綺	 交通から見るアメリカ—自動車

★筒井　佐紀	 農業から見るアメリカ—日本の食卓がアメ
リカ産に

　佐藤　大祐	 スポーツからみるアメリカーアメリカのス
ポーツ政策

　石川　毅一	 交通から見るアメリカ—船から見たアメリ
カの考察

　土井　里紗	 映画から見るアメリカ—アメリカ映画とア
メリカ人

　酒井　隼	 ファーストフードから見るアメリカ
　松本　知也	 ファーストフードからみるアメリカ
　牧野　愛	 「食」から見るアメリカ—スローフードの本質
　木村　太郎	 ファーストフードから見るアメリカ—大量生産
　三浦　拓朗	 SF 映画から見るアメリカ

８組　増永教授
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　角　就矢	 墓の現状と日本においてふさわしい葬制─
葬制は何がいいのか─

　伊藤　弘竣	 教育格差
　奥田　佳也	 鉄道の通勤ラッシュはどのように回避できるのか
　寺坂　壱成	 ソーシャルゲームは悪といえるのか
　高尾　瑠	 プロサッカー選手のセカンドキャリア
　海口　彦太	 サッカービジネス（Ｊリーグ）の理念と経営
★渡邉　俊介	 京都市の LRT導入への問題点と提言
　加藤　要	 なぜ蛇は日本人の生活文化に深く関わって

いるのか
　井出　もも子	 キャラクター
　中島　英輔	 成人年齢の引き下げ
　渡　真衣子	 フェアトレード
　新海　夏実	 LGBTへの理解を社会に浸透させるためには
　井手　健介	 日本の安保法案─集団的自衛権と民主主義─
　大西　よし乃	 流行について
　岡田　優花	 ミドリムシの現状と今後の社会への浸透可

能性について

　本多　陽花	 格安航空と観光業
　米阪　大起	 教育の重要性について
　角崎　勇哉	 スペインの経済危機について
　松本　将	 貿易格差と一時産品問題
　小谷　佳世	 USJ は儲かっているのか
　寺嶋　杏祐	 睡眠不足が体に及ぼす影響
　石本　麻奈	 ネット広告は消費者にとって良い広告媒体

なのか
　岡田　莉奈	 地産外商による地域活性化
　中津　開	 限界集落の現状と今後
　田中　瑞希	 日本の高齢者福祉
　鍵田　将宏	 人々は睡眠とどう向き合うべきか
　藤本　彪互	 購買心理は消費者の動向を変えることがで

きるのか
　衣笠　航平	 お金と幸福は関係するのか

９組　舟木教授

　吉田　惟人	 村おこしとまちづくり
　津村　梨沙	 世界のエネルギー情勢と日本のこれから
　堀田　実菜	 観光経済学と沖縄
　黒沢　吾郎	 マイナンバー
　道上　大	 AKB48グループは不況と言われる今、な

ぜ売れることができたのか
　園田　聖剛	 音楽」ビジネス
　畠山　星	 美人は得をするのか
　山之口　優	 IoT の活用と可能性
　清水　香	 マイナンバーって何？
　大西　愛梨	 ゆるキャラと経済効果
　枝松　雄一	 アベノミクスと日本経済
　小部　篤志	 日本観光業の成長背景と訪日外国人による

経済効果
　西口　達希	 TPPで日本の産業はどう変わるのか
　藤岡　観月	 TPPをどう考えるか
　石井　優輝	 トヨタ自動車と経済
　梅本　航太	 日本の社会保障制度が経済効果を生み出すには

★山口　夏未	 集団的自衛権について
　片木　美波	 ユニバーサル・スタジオ・ジャパンがＶ字

回復した理由
　島崎　さくら	 アニメと経済
　黒田　佳恵	 WLB（ワークライフバランス）
　高寺　克重	 アベノミクスがこれからもたらす影響
　長迫　孟	 アベノミクスの動き
　越知　洸音	 東京ディズニーランドの人気が継続している理由
　吉村　卓真	 スポーツが与える経済効果とメリット

10組　寺本教授
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　下地　未來	 大学という名のレジャーランドで放縦する
日本人学生－日本の大学生はなぜ小学生よ
りも勉強しないのか－

　上松　渓太	 戦時日本の統制について
　岩田　怜	 集団的自衛権について
　笹井　涼太郎	 脱原発に関する考察
　北原　佳奈	 マイナンバー制度について
　田村　真士	 東京オリンピックによる経済効果について
　佐藤　陸	 北朝鮮による日本人拉致問題を解決するには
★福田　孝行	 なぜ日本は安楽死を認めないのか
　原田　愛	 少子化に関する考察
　渡邊　航平	 日本の介護制度に関する考察
　謝　霖	 訪日客の激増と日本経済の変化－観光立国の道－
　衣川　寛優	 日本人の長時間労働について
　串部　泰行	 貿易の自由化について
　西本　滉平	 選挙権年齢の引き下げについて
　松尾　尚樹	 日本の子供における貧困について
　東川　幸平	 中国経済について

　牟禮　瑞黄	 仕事と女性
　花村　美咲	 女性の社会進出について
　小枝　和喜	 日本の新幹線整備について
　丸本　健介	 ブラック企業について
　水野　怜	 何故鉄道事業における女性専用車両は定着

しているのか
　宮田　かすみ	 日本人はなぜ英語が話せないのか
　福島　啓幸	 安保法案可決について
　森脇　三知加	 ディズニーリゾートはなぜ人気なのか
　奥野　祥大	 意思決定
　守屋　諒一	 人口減少の考察

　西原　義尊	 日本社会における玩具市場
　濵嵜　圭太	 日本社会における統計学
　谷本　一輝	 日本社会におけるYouTube
　大澤　陸	 日本社会における自動車産業―トヨタ自動

車にみる日本の自動車産業
　中山　拓実	 日本社会における教育格差問題
　中尾　光壱	 日本社会におけるゴミ問題
　村井　康平	 日本社会における少子高齢化
　松田　優大	 日本社会におけるコンビニエンスストア
　宇野　夏菜子	 ゴミ屋敷に住む人たちと日本社会
　小山　陽平	 日本における騒音問題
　高橋　祥太	 領土問題と日本社会
　岡　弘敏	 少子化問題における日本社会
　中田　ひとみ	 日本における貧困問題について
　輪嶋　純樹	 日本社会における税金
　松村　駿汰	 日本社会における外来文化の定着
　藤本　亜弓	 日本社会におけるCM
★浦井　結香	 日本社会におけるショッピングモール

　奥野　真生	 外国人労働者と日本社会
　生田　智士	 日本における多文化共生
　衣笠　瑛梨香	 日本社会における民泊
　田中　雄介	 日本社会における就職活動
　備本　将	 日本社会における新しい発明

12組　田畑教授

11組　田准教授
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　桜井　智貴	 アフリカ諸国における貧困と各国の支援
　速水　優輔	 未成年者のインターネットリテラシー
　新　大樹	 ASEAN諸国と中所得国の罠
　市村　真紅郎	 新しい文化の「定着」：ラグビーのメジャー

スポーツ化
　岡本　佳大	 音楽業界と経済
　下川　桃子	 いわゆる「ブラック企業」について
　荒木　信哉	 USJ の成長戦略
　朴　相元	 貧困の再生産：所得格差と教育格差の観点から
　田中　美希	 ビッグデータビジネス
　石田　拓也	 セイバーメトリクス
★永田　健悟	 カシミール地方に関する考察：戦略的思考

の観点から
　青木　一将	 日本における韓国・朝鮮
　東　沙也加	 外国人観光客の誘致：京都の場合
　谷山　右恭	 スーパーマーケットの衰退
　塩田　智大	 プロスポーツチームの経営

　芦北　夏輝	 天下りに関する考察：癒着の観点から
　高槻　亮太朗	 中国バブルの崩壊

13組　白井専任講師

　荻野　大斗	 テレビCMとインターネット広告
★山中　龍弥	 サルトルの大衆化思想に見る日本の現代社会
　西窪　大樹	 コンビニ業界の現状と動向
　貞吉　朋治	 いじめと中立者
　須賀原　創	 名探偵コナンの人気のわけ
　杉原　慶彦	 機械・コンピュータ技術の発展に伴う人間

の仕事内容の変化
　福原　徹也	 ハロウィンと経済
　松村　志穂	 中国の水環境問題
　長澤　幸大	 若者の選挙離れ
　西迫　佑惟	 時代の変化と子育て
　小村　健斗	 オリンピックの起源と2020年東京オリンピック
　中西　叶	 日本のアニメ・マンガは儲かるのか
　奥村　南実	 これからの女性の労働環境の展望
　平野　聖人	 ファーストフードと日本の食文化
　鍵岡　大樹	 織田家の経済力と他大名との比較
　中山　賢悟	 ファストファッション
　木村　翔太	 スマートフォンにおける経済効果

　川野　晃汰	 アプリが及ぼす経済効果
　井上　慎太郎	 スポーツと経済
　半井　翔汰	 押し寄せる難民
　坂田　帆奈美	 国民の幸福とコミュニティデザイン
　河原　雄大	 ネットショッピングの実態と社会に及ぼす

経済効果
　北島　克紀	 ゆるキャラから見る地方経済
　廣瀬　宏平	 コンビニと経済
　沢田　和輝	 日本語の正しさとは
　田中　伊吹	 第二次世界大戦の原因とそれからわかること

14組　厳准教授



Econo Forum 21／ No.2259

●
基
礎
演
習
　
論
文
一
覧

　松本　岳也	 日本のソーシャルゲームについて
　小田　雅	 発展途上国と観光業
　林　俊樹	 プロ野球と経済
　松田　恵莉	 就職氷河期を勝ち抜くためには
　森　太一	 次世代の環境エネルギーの考察―再生可能

エネルギーは原子力発電に代替可能か
　岡本　和	 日本の高齢化と移民政策の兆し
　石津　めばえ	 色と購買欲
　大園　雄一	 ブラック企業について
　北村　愛実	 ジブリと経済
　松尾　英里香	 航空業界に価格革命を起こしたLCCの戦略
　高尾　花菜子	 ファストファッションについて
　鈴木　陸斗	 アメリカの貧困問題
　平沼　真悟	 法律のグレーゾーン
　越智　星翔	 センター試験廃止における変化
　金正　奈々	 爆買いと今後の日本
　小島　柊人	 中国人観光客の目的とその対策
　片岡　雄治	 外国人労働者受け入れで起こる問題

　坂上　晴香	 行列から考える人間の行動
　真田　瞳	 心と経済
★奥田　健吾	 インバウンド増加に向けた観光戦略
　藤井　啓右	 多民族国家との接し方
　横畠　みのり	 グローバル資本主義は世界平和をもたらすか
　川崎　姫奈	 身の回りのおもしろい経済学
　明日　結奈	 経済と幸福について

　谷口　勝哉	 中国企業の国際化
　白井　瞭	 オリンピック開催都市争い
　宇都宮　優生	 世界の子どもの貧困
　森田　隼斗	 スポーツと経済効果
　内山　諄一	 コンビニエンスストアの経済効果
　三原　晴希	 スポーツと教育の関係性
　松原　亜莉紗	 マイナンバー制度による影響
　赤田　優花	 甲子園の売り子
　是則　大樹	 日本のTPP参加に伴う通商戦略はあるのか
　藤田　真季	 SNS　企業の活用とビジネスモデル
　新井　琢朗	 小規模一般小売店が生き残るには
　筒井　遥平	 人工知能の将来
　山西　志歩	 ハンドボールによる経済効果
　菅原　萌子	 日本の貧困問題
　堺　美紅	 プライベートブランドの今後と発展
　丈達　彩花	 ふるさと納税
★鵜鷹　祐煕	 訪日外国人数と格安航空会社

　年前　敦矢	 難民流入と経済
　森山　大樹	 プロ野球の経済効果
　高波　諒弥	 戦争と経済
　上田　実穂	 ふるさと納税
　三上　諒	 日本の公共交通
　村上　愛	 東京ディズニーリゾートの経済戦略
　杉本　ひかり	 大学教育の必要性
　伊東　陽歩	 なぜ日本人は筋肉が外国人に劣るのか
　中土井　健	 ペットがもたらす経済効果

16組　田准教授

15組　猪野准教授
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　松原　大陸	 東京オリンピックが日本に与える経済効果
　橋本　茉青	 日本の野菜事情
★川崎　大貴	 2016年リオデジャネイロオリンピックか

らゴルフ競技が 112年ぶりに復活すること
によってゴルフ業界に与える影響

　上原　勇哉	 日本の観光業・地域自治体の観光業の取り
組みと経済

　石津　咲椋	 ゆるキャラと経済
　今津　優貴	 錦織選手がもたらす経済効果
　矢野　映未里	 ハロウィンによる経済効果
　坂根　佳菜子	 ユニバーサルスタジオジャパンの経営戦略
　平野　恵美	 東日本大震災について
　藤原　佑輔	 新スタジアム建設における経済効果
　米田　穂奈美	 スマートフォンと経済効果		―携帯会社の

戦略とアプリー
　孫　慶志	 中国における高齢者問題と解決
　末廣　茜	 桜島の火山灰とその影響
　濱田　彩香	 テロと経済について

　坂口　健仁	 アフリカ経済
　河端　里咲	 日本の電力と経済
　川越　裕介	 近年の音楽配信環境
　坪田　光正	 日本のアニメ
　淺野　遼	 大阪都構想と経済
　矢島　優里	 韓国企業の日本進出と韓国経済の実態
　久我　俊介	 プロサッカー選手の移籍における経済効果
　森下　博貴	 医療と幸福
　末田　健太郎	 ワーキングプアの増加と制度における改善点
　松井　健祐	 近畿大学の志願者数獲得の裏側について
　福山　夏鈴	 「道の駅」による経済効果
　一木　優圭	 声で経済
　菅野　裕介	 日本食と経済

　永井　智也	 集団的自衛権の行使と日本の未来：安保法案の問
題点とは

　藤尾　郁花	 浸透してゆくファストファッション：ファスト
ファッションに秘められた真実

★谷川　純哉	 安保政策と防衛産業：防衛産業は輸出産業になり得るか
　佐田　雅拓	 日本の教育の進む先：欧州を見習うべきか、独自

路線を歩むべきか
　吉田　隼樹	 マクドナルドに未来はあるか
　小野　晶	 コミュニケーション能力とは：携帯電話の発達と

ネットワークコミュニケーション
　吉澤　英志	 地下経済で動く違法なお金とは
　田中　宏城	 奨学金制度と学生：本当に改善すべき問題点
　二宮　良太	 USJ	vs 東京ディズニーリゾート：経営戦略
　松本　尚太	 岸和田らしい地域開発：歴史的景観は維持すべきか
　山内　崇敬	 ジェンダーに関わる政策において日本が今後進む

べき方向
　前川　大地	 香川県の戦略
　井上　亮	 少子化問題の背景にあったものと対策の課題
　長岡　芽依	 スターバックスの革新：スターバックスが日本に

もたらした価値観
　森本　凌太郎	 デフォルトは周辺国にどのような影響を与えるか

　首藤　麻友	 ディズニーランドが長い間人々に支持される理由
は何か：顧客満足度とは

　國谷　幸世	 子供の貧困：社会的背景としての所得格差と教育
格差の関連性

　杉岡　兼太朗	 大阪都構想の結果を踏まえたこれからの大阪
　堤　健登	 日本の移民政策のあり方：使用者側本位としての

移民政策
　廣瀬　晴菜	 日本の子供たちを巡る問題とは：児童虐待と待機

児童の増加について
　豊嶋　謙士	 ブライダル産業は生き残れるか
　久保田　大輝	 規制緩和と貧困：貧困を解決するには
　安木　廉	 東京オリンピック開催は日本の観光産業にどのよ

うな影響を与えるのか
　二角　太陽	 日本は再び戦争をするのか：安倍内閣の集団的自

衛権と日米関係
　矢野　翔大	 原発問題：なぜ政府は再稼働をすすめるのか
　山本　祐樹	 大阪都構想と財政：今の大阪および関西に必要なことは
　有田　琴美	 被災地復興への道：東京オリンピックがもたらす影響
　西岡　奈央	 日本の男女平等を進めるにはどうすればよいか：

北欧や日本で女性が活躍している職場をヒントに
解決策を見出す

18組　ボイル教授

17組　藤田教授
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　村上　雄紀	 自分の人生をふり返って
　山下　真理子	 自分を振り返って
　山本　将也	 自分の人生を振り返って
　野山　翔平	 自分の人生をふり返って
　山本　航	 自分の人生をふり返って
　石田　勇貴	 自分の人生をふり返って
　田中　ほのか	 自分の人生を振り返って
　若月　舞	 自分の人生をふり返って
　林田　珠佳	 自分の人生を振り返って
　北村　奈々	 自分の人生を振り返って
　大前　智裕	 自分の人生を振り返って
★竹内　廉貴	 自分の人生を振り返って
　呉　偉	 自分の人生を振り返って
　柴野　真由子	 自分の人生をふり返って
　中本　大智	 自分の人生を振り返って
　衣川　雄磨	 自分の人生を振り返って
　田中　雅也	 自分の人生をふり返って
　瀧口　悟史	 自分の人生を振り返って。

　大松　求実子	 自分の人生をふりかえって
　吉本　昂平	 自分の人生を振り返って
　神谷　佳	 自分の人生をふり返って
　竹中　彩花	 自分の人生を振り返って
　榎　優大	 自分の人生を振り返って
　辻　彩香	 自分の人生を振り返って
　上村　夏々世	 自分の人生を振り返って
　谷口　菜穂	 自分の人生をふり返って
　岩田　結	 自分の人生を振り返って

　矢倉　颯馬	 自分の人生を振り返って
　山本　航希	 自分の人生を振り返って
　田津原　雄太	 自分の人生をふりかえって
　飯田　拓己	 自分の人生を振り返って
　藤原　將記	 自分の人生を振り返って
　三好　亮輔	 自分の人生をふり返って
　大西　淳平	 自分の人生を振り返って
　岩山　昂生	 自分の人生を振り返って
　神田　雄太郎	 これまでの人生を振り返って
　大河内　晃己	 自分の人生を振り返って
　藤原　和希	 自分の人生をふり返って
　川本　凜	 自分の人生をふり返って
　金谷　翔人	 自分の人生を振り返って
　松下　侑里香	 自分の人生を振り返って
★畑本　太朗	 これまでの自分
　岩田　篤紀	 自分の人生を振り返って
　楠本　康起	 自分の人生をふり返って
　土谷　和	 自分の人生を振り返って

　藤井　彩夏	 自分の人生を振り返って
　大西　晃祐	 自分の人生を振り返って
　桐井　皇太郎	 自分の人生を振り返って
　小林　朋樹	 自分の人生をふり返って
　酒井　康隆	 自分の人生をふりかえって
　安東　和輝	 自分の人生を振り返って
　池田　直斗	 自分の人生を振り返って
　井上　彩	 今までの自分とこれからの自分
　野田　希	 自分の人生を振り返って
　西塔　亮	 自分の人生を振り返って
　広田　朋也	 今までの人生を振り返って

20組　山鹿教授

19組　山鹿教授
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　平田　大樹	 日本のスポーツはなぜ世界大会で通用しないのか？
　平野　任菜	 アメリカの人種差別はなくならない
　石本　康輔	 「ゆとり教育」は日本の教育にどのような

影響を与えたのか
　神之田　航	 日本は少子高齢化社会を解決することがで

きるのか？
　鈴木　智之	 ベビーシッターに子供を安心して預けるこ

とができるか？
　吉岡　力良	 東京オリンピックは成功するのか？
　苦木　瑚々呂	 日本での英語教育問題─今の日本の教育環

境では英語を話せる人材の育成は難しい─
　荻野　篤	 2020オリンピック開催は成功するのか
　矢田　拓未	 なぜ 2000年代以降の小中学生の学力は以

前と比較して低下傾向にあるのか
　小林　ひかり	 米国内の黒人差別はなくなるのか
　中島　櫻子	 残業代ゼロ法案は本当に残業を減らすこと

ができるのか
　竹原　央	 ベビーシッターに子どもを安心して預ける

ことができるのか
　伊藤　寛也	 アメリカにおける人種差別は解決できるのか
　太田　光咲	 残業代ゼロ法案で残業は減るのか？
　金丸　眞弘	 なぜ日本人は英語が話せないのか

　中　厚貴	 今後、少子高齢化社会を解決することはで
きるのか？

　河村　拓哉	 2020年東京オリンピックで日本人選手は
ホームアドバンテージを活かし、より多く
のメダルを獲得できるのか

　平井　香菜子	 なぜ日本のスポーツは世界に通用しないのか？
　久保田　紫帆	 今後、少子高齢化社会を解決することはで

きるのか？
　石村　汐香	 東京 2020オリンピック・パラリンピック

の資金源は？
　竹尾　勘汰	 アメリカ合衆国の黒人差別問題は解決するのか
　下野　陽南子	 ベビーシッター制度は必要か
　田上　航	 世界大会で日本は勝てるのか？
　吉本　謙	 日本の英語教育の限界
★腰高　彩花	 2000年代以降の子どもの学力低下の原因は何か？
　白井　達也	 ベビーシッターに子どもを安心して預ける

ことができるのか？
　西　康征	 残業代ゼロ法案で残業は減るか─残業代ゼ

ロ法案は妥当なものなのか─
　大谷　樹	 日本人は世界大会において欧米諸国に及ば

ないのか

　尾上　満里奈	 日本と韓国、新しい平和を築くには：慰安
婦問題の視点から

　荻田　一久	 カジノ：日本の将来の財政の鍵
　福本　哲志	 安全保障法制：集団的自衛権とその周知
　中山　彰	 日本に存在するアメリカ軍基地問題
　鈴木　響太	 経済政策アベノミクスは必要か
　中村　梨々花	 いじめの現状：年齢や時代による変化
　井上　啓太郎	 深刻な少子化問題
　吉岡　健	 STOP！いじめ：いじめの実体と解決策
　古家　昂多	 人口ピラミッドの変化：どうなる日本の未来
　野口　満理奈	 今後の空き家対策とは：日本の未来を救うために
　平田　雅大	 少子化の原因とその対策に対する考察
　三井　香乃	 東京五輪を開催するべきか否か：経済波及

効果の観点から見て
　梅田　大樹	 少子化の徹底解剖：あらゆる角度から
　井筒　裕香	 社会保障の財源のための消費税増税は正しいのか
　相田　誠二	 少子化が日本に与える影響：どうなるこれ

からの日本

　佐村木　晴輝	 消費税の実態と使途：消費税が私たちにも
たらす影響とは

　永田　和穂	 日本に死刑は必要なのか：死刑が孕む矛盾
　高橋　航太	 終わらない消費税増税：消費税増税の恐ろ

しさを我々は知っているのだろうか
　稲岡　良紀	 ブラック企業の実体
　松瀬　清香	 人口減少社会と労働人口：未来の労働環境の変化
　中見　早希	 外国人労働者受け入れは本当に必要なの

か：人口、治安から受け入れの是非を考える
　梅谷　咲	 集団的自衛権：行使すべきか否か
★藤原　大輔	 日本は消費税を増税すべきか：未来の財源

確保のために
　吉田　莉夏	 「コラボレーション商店街」でのまちづく

り：「商店街×学生」で活性化
　橋口　裕香	 「少子化対策」から「家族政策」へ：スウェー

デンの取り組みを学んで
　濱野　太貴	 マイナンバー制度がやってくる：我々に

とっていい制度か
　松本　大諒	 学力低下の原因

22組　秋吉准教授

21組　山田准教授
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　玉田　愛実	 日本人と余暇
　仲村　惇	 日本人とビデオゲーム
★秋山　雄祐	 日本人と旅客機社会
　上山　紘輝	 日本と医療
　赤毛　貴哉	 日本人とアニメ漫画
　橋本　尚吾	 日本人と病気
　笹本　実	 日本人とボランティア
　木村　光汰	 日本人と礼儀
　長尾　康平	 日本人とハリウッド映画
　西尾　丈一郎	 日本人と外国人
　鍬田　拓蔵	 日本人と地震
　田邊　菜桜	 日本人と外国語
　渡邉　悟志	 森と日本人
　高木　伸弥	 日本人と宗教
　東　英輔	 日本人と野球
　橋本　倖弥	 日本人と電話

　馬場　万柚子	 日本人と食
　吉田　菜央人	 日本人と食生活
　渡邊　未来	 日本人とアメリカ人
　陳尾　亮太	 日本人と労働
　原田　直宜	 日本人と英語
　賀集　慧大	 日本人とスポーツ
　橋崎　晃平	 日本人と祭り
　梶尾　良佑	 日本人とスポーツ
　久留島　佑介	 日本人と社会福祉
　渡辺　浩平	 日本人と労働
　泉　敦行	 日本人とテレビ

24組　神崎教授

　北垣　香奈	 なぜディズニーランドは日本で成功したのか？
　徐　熊培	 観光業の進むべき方向
　城　文佳	 Culture	Convenience	Club の 多 角 化 ～

TSUTAYAについて～
　廣田　康輝	 儲かる農業
　林　晃輝	 なぜ“中国人”は“日本”で爆買いをするのか？
　中田　耀一朗	 新幹線の安全性
　田岡　奈那子	 ファストファッションの光と影
　田尾　菜摘	 なぜUSJ の入場者数は増え続けるのか？
　松浦　颯	 「ONE	PIECE」はなぜこんなにも売れて

いるのか？
　松山　理夏	 爆買いからみる日本と中国のこれから
★宮川　光次郎	 現代における自己愛性人格障害の増加の要

因の考察
　平田　惟	 なぜローソンのコンビニスイーツが売れたのか
　松本　春菜	 docomo はなぜ儲かっているのか
　丸野　拓志	 英語の資格について
　吉田　拓海	 なぜニホンウナギの資源量が減ったのか

　能勢　裕紀	 ガンプラの人気の理由
　奥村　晋也	 メダカの保護について
　本庄　梢吾	 バイク産業における経済効果について
　岡村　翼	 日本の資金格差について
　中野　隆一郎	 マイケルジョーダンはなぜ“バスケット

ボールの神様”といわれているのか
　上田　萌	 2014FIFA ワールドカップでドイツ代表が

優勝できた理由
　重村　健太	 ソフトバンクホークスはなぜ他チームに比

べて，圧倒的に勝率が高いのか。
　石田　弥子	 日本人の英語力不足
　向嶋　舞	 なぜ企業はジャーニーズとコラボするのか
　堤　宏二	 Starbucks	Coffee の人気の秘訣を探る
　松井　理己	 FIGHTERSが強い理由
　松永　雄太	 野球の強いチームと弱いチームの違い

23組　古澄教授
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　清水　亮	 日本車と日本社会─トヨタ車成功の秘訣
　戸出　雅貴	 就職と日本社会─グローバル化の中で
　梶岡　健吾	 農業経済と日本社会
　城間　友樹	 日本社会とアイドルアニメ─ラブライ

ブ！に見るアイドルアニメの可能性
　吉田　周平	 アニメと日本社会
　藤原　怜也	 女性問題と日本社会
　吉村　友比古	 ニートと日本社会
　西野　祐希	 テニスと日本社会─日本の抱える問題は

スポーツで改善できないのか
　溝上　唯	 エネルギーと日本社会
　牧野　文昌	 映画と日本社会
　田口　彬	 オリンピックと日本社会─東京オリン

ピックの現状
　久保　和大	 においの利用と日本社会
　大平　龍之介	 睡眠と日本社会
　赤堀　瑠成	 食と日本社会─食は経済の活性化に影響

を与えているのか

　田口　詩乃	 旅行と日本社会─なぜ海外からの日本へ
の観光は少ないのか

　光藤　航哉	 原子力と日本社会
　吉野　聖也	 総合型地域スポーツクラブと日本社会
　橋本　啓嗣	 アニメの可能性と日本社会
　村田　有希	 ブランドビジネスと日本社会
　加味根　悠太	 子供の名前と日本社会
　水元　彩花	 遺伝子組み換え食品と日本社会─今後の

世界へ対応していくために
　水谷　圭裕	 中近東社会と日本社会
　水井　菜穂	 商店街と日本社会─なぜ商店街は衰退したのか
　濱崎　春樹	 東京五輪と日本社会
★北田　一樹	 コンビニエンスストアと日本社会─高齢者

がコンビニを変え、コンビニが高齢者を変える
　高橋　和土	 格差と日本社会

25組　久保教授

　竹内　裕哉	 ヘイト・スピーチの法規制とカウンター運動
　石塚　雅也	 外国人の選挙権
　関　日向子	 外国人移住者と日本社会
　松本　大蔵	 朝鮮学校という空間が果たす役割
★閑地　史高	 在日朝鮮人と日本人との共生
　前田　脩介	 ヘイトクライムによって起こる日本にとっ

てのマイナス要素とは
　林野　真也	 在日外国人と多文化共生
　山下　泰生	 ヘイト・スピーチは表現か犯罪か　―憎悪

表現でいいのか―
　衣斐　健太	 ヘイトスピーチの実態に基づく新法案のあ

り方について
　佐藤　天斗	 人種の肌の色とヘイトスピーチ
　山田　佳乃子	 在日コリアンの経済活動
　松藤　晋平	 日本での人種差別問題の現状とその撤廃政

策とその課題
　武田　亘永	 韓国併合前後（1890 ～ 1940 年頃）の日

本に渡ってきた朝鮮人労働者について

　中村　甫	 韓国併合などの歴史的背景から国籍を考える
　坂東　剛	 生活保護と社会保障から考察する在日外国人
　北野　杏莉朱	 ヘイト・スピーチ法規制問題―歴史修正主

義という考え方―
　島田　七帆	 外国人差別
　角谷　哲平	 難民の受け入れと対応
　飯川　辰吾	 移民政策について
　竹田　晃成	 私たちが警察と共にどうヘイトスピーチを

対処していくか
　武道　優女	 朝鮮学校に通う生徒たちの教育を受ける権

利について
　酒井　菜緒	 1980 年代以降の非正規滞在者
　前垣内　達哉	 なぜ異文化が差別の対象となってしまうのか
　谷　萌子	 日本の外国人労働者受け入れ問題
　大原　弘平	 日本の外国人政策　在日外国人と参政権
　前川　愛	 在日外国人と国民年金
　佐藤　祐磨	 ヘイトスピーチをめぐる議論

26組　中川教授
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★藤岡　直輝	 Trans-Pacific	Partnership（環太平洋戦略
的経済連携協定）は日本経済復活の起爆剤
になり得るか

　大西　史記	 アベノミクスから日本経済を俯瞰する～中
小企業にも波及するのか～

　五十嵐　悠平	 薬物に秘められた可能性と実態。―大麻の
売買は有益か。―

　安達　陽香	 医療技術の進歩は人間の「幸福」に繋がっ
ているか

　長谷川　大智	 Ｊリーグを世界基準へ
　山本　育実	 中国人観光客が日本経済にもたらす影響
　植田　紗穂	 奈良県観光における現状と解決方法
　橋爪　勇飛	 人口回復への道
　谷口　鷹ノ介	 少子高齢化の深刻化による今後の課題
　西田　晴信	 都市を忘れる旅
　寺田　最愛	 インターナショナルスクールに通う必要が

あるのか
　谷畑　圭香	 なぜ「子ども」は誕生したのか

　緒方　沙也香	 ポイントカードの効果
　村上　鈴佳	 アイデンティティの希薄化～これからの

ファッションはどうなるのだろうか～
　中尾　英貴	 原子力発電は再稼動すべきである
　上村　光	 ASEAN の経済的発展において ADB と

AIIB のどちらの方が有効的か
　細見　廉	 低所得者層を拡大させる軽減税率は必要か
　佐伯　玲洋	 有名なバンドの楽器陣は上手いと言えるのか。
　中川　翔太	 晩婚化を食い止め結婚を促すには
　岸本　真由	 今後の日本における過労死を防止するためには
　村岸　桃佳	 「ラブライブ！」はなぜヒットしたのか
　長尾　一輝	 安全保障関連法案と私たちの生活
　尾浪　蒼	 日本の大学生はアルバイトをするべきなのか
　神原　旅人	 リニアモーターカーは日本に必要なのか
　石井　雅人	 日本の人口構造の変容による国民皆保険の

危機を考える
　橋爪　紳	 音楽療法について

27組　長谷川准教授
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新しい世界に飛び込む勇気を
　経済危機をくりかえしてきた世界は、新興国の発展で急速
に回復しましたが、先進国では、富裕層が富み貧困層が増加
し、中間層が減っています。また、資源バブルが崩壊し、新
興国全体の成長が鈍り社会不安が増しています。特に子ども
たちに教育の機会が与えられず、若者が安定した仕事につけ
ないことが、世界全体にとって深刻な問題であることは、マ
ララさんが訴える通りです。先進国が国際紛争を武力で解決
しようとすると、過激な思想に走る若者が増え、グローバル
なリスクが一層拡大しかねません。
　これからの時代に、困難は山のようにあっても、私たちに
は、希望と知恵と勇気が与えられれば、必ずや乗り越えるこ
とができるでしょう。新しい世界に飛び込む勇気が大事です。
成長し自分自身を変えたいという意思を持つのです。そこに
新しい出会いが待っているはずです。
　井口ゼミ（2014）は、ISFJ と日韓交流で鍛えられ、経済
学を基礎に広く政治や社会のことも学び、地方の抱える問題
にも取り組み、既存の理論ばかりに頼らず自分の頭で理論的
に考え、データ分析で実証する精神を身につけました。なん
といっても、みんなが心でつながっていることは一生の宝で
す。一人で解決できないときは、皆で一緒に考えましょう。
私も、皆さんを、いつまでも応援しています。

卒業論文一覧
★村垣　音和	 地方再生　～持続的な観光客増加に向けた

まちづくり～
　欠野　仁美	 インバウンド観光・アウトバウンド観光を

持続的に安定させるにはー観光サイクルの
実現を目指してー

　高井　昂毅	 社会保障制度の持続可能性について
　神原　醇次	 今後の企業における人材活用のありかたー

女性人材活用の展望を通じてー
　石　虹	 Transnational Corporation’s Strategy 

-Research on Japan’s Sogo Shosha=
　竹内　花奈	 アジア・日本における地域間格差是正のた

めの観光による訪日外国人誘致政策ー多文
化共生社会の構築ー

　戸田　佳織	 地域コミュニテイの必要性ー地域コミュニテ
イが存続していく為に求められる政策とは～

　孫　銀珠	 中国の農村と都市の教育格差
　光森　智紀	 少子化・高齢化に直面する若者たち
　松村　憧伍	 地方衰退の現状と地域の活性化
　鍋島　寛樹	 日本の「グローバル人材」育成に対する提言
　澤崎　帆波美	 日本の地域格差の是正について考える―観

光業、首都移転を中心に―

井口　泰ゼミⅡ

上村ゼミ６期生に贈る言葉
　今年１月の最後のゼミで、ゼミ生の皆さんには、２年半の
ゼミ生活を振り返り、言葉を１人ずついただきました。ゼミ
については、教員である私には見えるところと、見えないと
ころがあります。私には見えないところでも、皆さん１人ひ
とりが、ゼミについて楽しんでいたこと、悩んでいたことを、
皆さんの言葉から伺うことができました。
　ゼミ運営はたやすいものではなかったでしょう。しかし、
たやすいものでないからこそ、取り組むことで得られる経験
があります。皆さんが２年半で得たものは「居場所」である
と話しました。「居場所」は空間ではなくコミュニティですが、
実にもろいものです。簡単に捨てることができます。「居場所」
を持続するには努力が必要です。
　上村ゼミは、単に単位をとるためにあるのではなく、卒業
後に社会に貢献するために存在しています。今後の人生で、
上村ゼミの「居場所」が生きるときが、必ずやってきます。
毎年１月の新年会では、お互いの成長を喜び合いましょう。
上村ゼミの「居場所」は、６期生だけでのものではありませ
ん。ぜひ、皆さんの「居場所」を、先輩と後輩を通した縦の
「居場所」に拡張してください。「居場所」を維持し、拡大す
る努力を惜しまないようにしてください。
　ご卒業おめでとうございます。

卒業論文一覧
　吉川　直哉	 ポイントカードの有効性とその将来
　宮城　綾	 幸福度の経済学～学生の幸福度を向上させ

る方法～
　小林　慎	 生命保険業界の動向と生命保険会社のマー

ケティングについて
　梶山　竜司	 環境税が日本経済に与える影響
★鈴木　彩華	 訪日中国人による観光消費～九州地方に与

える影響～
　加藤　琢也	 日本の格差是正を考える
　都倉　由香子	 国内における未婚化政策
　旭　直樹	 日本における奨学金返還免除制度の導入
　坂　亮一	 電子商取引におけるデジタル財取引課税問題
　角田　友	 NISA の今後
　大西　沙希	 人口移動からみる地方創生～消滅可能性都

市を減らすには～
　鉄田　悠貴	 LRT とバスの今後
　内田　彩美	 地域・診療科における医療格差の改善に向けて

～求める医療をどこでも受けられる社会へ～
　宮本　さやか	 少子化対策の現状と課題～子どもを生み、

育てたいと思える社会へ～
　上垣　宏貴	 新卒一括採用制度の見直し
　末永　貴大	 経済的格差の世代間連鎖を断ち切り、自分

の子どもを高所得にするには
　吉川　千晴	 完全キャッシュレス社会の実現を目指して
　小林　純	 日経平均株価の今後予測
　伊藤　茉莉子	 不本意非正規雇用者増加の抑制～限定正社

員制度導入の検討～
　牧瀬　康裕	 日本は宇宙産業の開発に力を入れるべきか
　藤本　真希	 CSR経営と企業の財務パフォーマンス

上村　敏之ゼミⅡ
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河野　正道ゼミⅡ 岡田　敏裕ゼミⅡ

まじめ
　最後までゼミに残り、卒論を仕上げた皆さんは、「大学で
勉学すれば、社会で役に立ち意味のあるものを得られる」と
ぼんやりとではあるが信じてきた学生だったと思います。私
は皆さんのような学生ではありませんでした。大学での勉学
からは社会で役に立つ実質的な力はほとんど得られず、学位
という“肩書き”を得るだけだと思っていました。今も昔も
そのように思っている学生は少なくないでしょう。皆さんは、
真面目な学生でした（少なくても私よりは）。この点に関し
て皆さんは必ず社会で評価されることでしょう。真面目さは
時にはストレスとなって返ってくることもありますが、自分
を成長させてくれるものでもあるので、この調子で頑張って
ください。皆さんは、大学での勉学から得たものの重要性に
何年か後に改めて気づき、更に努力を重ねていってくれるこ
とでしょう。（私は自分の考えが間違っていたことに社会に
出てから気づきました。幸運なことに大学では半ば強制的に
かなり勉強させられました。もし強制されず真剣に勉強して
いなかったとしたら、何も得なかったはずなので、当然その
ことに気づくこともなかったでしょう。）

卒業論文一覧
★森　毅	 少子高齢化と消費の関係
　細見　健吾	 消費のランダムウォーク仮説の検証
　石川　健太郎	 リアルオプションによる投資意志決定
　梶原　大空	 財務上の余裕の価値と投資機会
　佐野　勇介	 マンデル・フレミングモデルを用いた日本

の政策分析
　中小路　祥	 各国の国内総生産と各国の教育水準の関係

性について　～長期的な経済成長理論をめ
ぐって～

　木下　優吾	 住宅投資　～どのような時に住宅投資は増
減するのか～

　石田　祥悟	 経済格差の分析　～経済成長モデルを用いて～

河野ゼミの総括
　最終的に卒業論文を提出したのは２人であった。多くの人
が脱落するのはいつものことであり、残念であるが仕方がな
い。研究演習入門では「ミクロ経済学」から入った。その後、
研究演習Ⅰでは、環境経済学の大きな問題である“越境汚染”
のテーマで研究した。細かな複雑な計算は、計算力に優れた
林森（リンシン）君が担当した。研究演習Ⅱでは、各自の研
究テーマに分かれて文献を読んで勉強した。留学帰りの菅沼
繁 紀 君 は Ohtake,et al,“Growing Inequalities and their 
Impacts in Japan”（GINI　Country Report for Japan, April 
2013）を読んだ。100 ページを超える長い英語の論文であ
ったが、最初から最後まで、すべて菅沼君が一人で精読し、
発表した。英語力もかなり向上したと思う。金本一希君は、
金融業界に就職を希望していた（現実に銀行に就職が決まっ
た）ので、金融・証券の研究を行った。彼は多忙な硬式野球
部に所属しながら、ゼミには毎回出席して文武両道を実践し
た。

卒業論文一覧
　金本　一希	 証券研究
★菅沼　繁紀	 日本における経済格差についてー近年の日本

の格差拡大は深刻さを増しているのだろうかー
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栄えある（？）ゼミ一期生の皆さんへ
　関学でのゼミ一期生として皆さんをお迎えして、早二年半
が過ぎようとしています。着任早々まさか 33名もの応募が
あるとは思わなかったことから準備不足で、ひとりひとりを
丁寧に見ることもできずに選抜したことから始まり、今年１
月の最後の授業に至るまで、まさに自転車操業といってよい
ようなゼミ指導でした。果たして、当初 24名いたゼミ生中
11 名しか卒業論文完成に到達させてあげることができず、
指導教員としての自らを恥じ入る次第です。その卒業論文も
また、皆さんのポテンシャルを十分に引き出してあげられな
かったと悔恨するに十分な出来映えです（毒）。
　冗談はさておき（いや、卒論の出来が悪いのは本当です）、
皆さんそれぞれのポテンシャルは相当高いと思います。でも、
ポテンシャルがちゃんと顕在化するには、それ相応の準備が
必要です。二年半準備不足で全然ダメダメだった指導教員を
まさに「反面教師」として、大学卒業後─ひょっとしたら
留年するゼミ生もいるかもしれないので、その人は大学五年
目─は皆さんそれぞれ周到な準備をして事に当たって下さ
い。少なくとも、体調管理と時間厳守は準備しておけばなん
とかなりますから（笑）。
　皆さんの活躍を祈念しています。

卒業論文一覧
　末常　栞	 アメリカにおける音楽と社会のつながり

─公民権運動のなかでボブ・ディランと
いう歌手はどんな存在であったのか？

　崔　世昊	 人道的介入について─武力行使に正義が
あるには

　田口　諒	 NPO団体について─戦略的組織マネジ
メントと今後のNPOに求められること

★阿部　結芽乃	 脱原発は可能か─電力自由化と再生可能
エネルギー

　田中　健太郎	 障がい者雇用について─企業の障がい者雇
用の現状と中小企業の障がい者雇用の促進

　金子　和樹	 大企業の設備投資を促進するには─政府
と中小企業には何ができるか

　吉田　彰宏	 TPPと日本のコメ─ TPP参加により日
本のコメ産業が進むべき道とは？

　谷　祥広	 日本の介護問題─在宅介護偏重の日本の
方針は賢明なのか

　芝田　直人	 日本の飲料メーカーのグローバル化戦略
─コカ・コーラ社とペプシコ社を比較する

　横山　拓哉	 日本のアパレルブランド─日本の高級ブ
ランドはどう生き残っていくか

　忠野　隆太郎	 ゲーム業界─スマートフォンゲームの発
展と弊害

久保　真ゼミⅡ栗田　匡相ゼミⅡ

My Endless Love to K4
　心にぱっと花が咲く、そんな瞬間をたくさん見せてもらっ
たなぁと、君たち一人一人の顔を思い浮かべて、その美しさ
に心が躍る思いで、この文章を書いています。君たちと出会
ったときに見せてくれた臆病さは単に弱々しいということで
はなく、僕と君たちの心が出会うために必要な条件だったの
でしょう。その意味と運命を思うと、この世界が途方もない
広がりを持ち、そしてその世界の全ての場所で今何かが新た
に生まれ続けているということを祝福を持って受け入れるこ
とができます。アンカゾベの貧しさ、タナのストリートチル
ドレン、ジャカルタやバリやバンコクやパクセーが投げかけ
てきたことに誠実であろうとしたときに、臆病な君たち自身
がその場所に立ち現れました。そんなとき、計算は計算では
無く、意味は意味では無く、世界が生まれ続けていることが
君たちそのものであるように世界が美しくひらけることを目
にすることができます。君たちが世界の臆病さを引き受けて
くれたから世界の豊穣さが君たちから誰かに伝わっていきま
した。いかに世界が絶望的に腐敗していても、Ｋの意志を継
いで、未だ見ぬ誰かに、この世界の様々な場所で、君たちが
美しい世界を届けてください。君たちと出会えて僕は本当に
幸せでした。愛を希望をありがとう。

卒業論文一覧
　座間　慶彦	 カンボジア農村における階層間移転性に及ぼ

す教育の役割分析
　中島　謙太	 損失回避が脆弱性に与える影響　－マダガス

カル農村の事例－
　元木　誉	 土地貸借は資産矛盾効果を緩和させるのか
　廣瀬　美穂	 タンザニア都市部における男女間賃金格差の

要因分解　－サンプル・セレクション・バイ
アスを考慮した分析－

　辻　晴花	 借り入れは予測できないショックを吸収しう
るか　～エチオピアにおける子どもの健康状
態へのアプローチ～

　高濱　翔平	 タンザニアにおいて携帯電話の所有がメイズの
生産量に与える影響　－PSM手法を用いて－

　加茂田　知沙	 母親の自立性が子どもの教育に与える影響　
－タンザニア・カゲラ地域のマイクロデータ
による実証分析－

　梶　晃樹	 外資系企業の参入によるスピルオーバー効果
　中国企業ミクロデータによる実証分析

　松尾　美由貴	 カンボジアにおける同一コーホート内所得・
消費不平等の年齢効果の推定

　中野　悟史	 エージェンシー・コスト・アプローチによる
中国企業の資金調達構造の分析

　大上　友里	 タンザニアにおけるリスク管理　－リスクシェ
アリングと異時点間消費平準化の観点から－

　川戸　翔吾	 中国農村部における夫婦間交渉力は子どもの
厚生を改善させるか？

　宮尾　伍郎	 土壌保全技術がメイズの生産性に与える影響
とその阻害要因　～タンザニア連合共和国の
事例を用いて～

　能登谷　俊紀	 インドネシアにおける既婚女性の非農業部門
への就業決定要因

　向井　志礼	 エチオピア農村家計における教育と貧困の関係
性　－慢性的貧困と一時的貧困の両側面から－

　杉本　直樹	 ショックに対する家計の消費平準化　－エチ
オピア農村の事例－

　松村　枝里乃	 初期条件がもたらす電力普及の格差の要因とは？
　－インドの電化率における収束仮説の検証－

★日比野　友美	 カンボジアにおける女性出稼ぎ労働者の主観
的幸福の決定要因

　松下　実加	 ナイジェリアにおける動学的貧困について　
－男女間のエンパワーメントの視点から－

　照沼　あかり	 インドネシアにおける男女間教育格差が経済
成長に与える影響

　李　佳騏	 中国における日本企業の立地戦略と影響要因
　川村　真由	 確率的フロンティアモデルによる企業の開放

性に関する生産性分析　～チリとコロンビア
の比較～
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桑原　秀史ゼミⅡ

グローバル経済と経済政策の奥深さを求めて
　私たちのゼミは、世界と日本経済および経済政策をテーマ
に、合同ゼミを始めとする諸目標をもって、活発に勉学し、
友達同志の交流を図ることに努めた。情報メディア教育セン
ターを利用しての統計や計量分析のデータ処理の実習は、今
後、有用かつ実践的な技術となることでしょう。情報センタ
ーでの学習から始まり、欧米世界とアジア経済の動向、中国
経済とマーケティング、流通と産業組織の研究、公益事業（エ
ネルギーと通信および交通インフラ）の企業戦略と競争政策、
今後の社会保障のあり方、企業経営のケース・スタディなど
を取り上げ、充実したゼミ生活であった。
　とくに米国と中国経済、ブランド・マーケティングの市場
調査をめぐる勉強は、関心の深い、実践的なものであった。
合同ゼミナール、課題レポートの提出、工場見学など、多く
の有意義な時間をもつことができた。なかでも、京都河原町
での発表、洛中でのディベート、烏丸東洞院通りでの夏季合
宿などは、思い出深いものでしょう。阿弥陀堂、奥の院など
連なる堂塔の建築美が山あいに映え、貞観のころからの日本
の伝統の美しさのもとで、経済政策のあり方について、語っ
たことを思い浮かべるであろう。
　将来、ゼミナール諸君が、大きく羽ばたくことを祈って、「高
啓」の詩をおくりたい。
「春風　江上（こうじょう）の路　覚えず　君が家に到る」

卒業論文一覧
　内田　由布子	 女性管理職の育成と課題について
　小山　雄太朗	 日本における雇用システムも問題点
　鎌田　爽倭子	 日系企業におけるインド進出の需要
　石井　優介	 これからの国際会計基準と日本の展開
★渡邉　亮太	 アップルの企業戦略と比較したサムスンの

これからの戦略
　天野　可南恵	 訪問販売化粧品にみる今後のインターネッ

ト流通展望
　小林　直貴	 水素社会は実現可能なのか
　清水　文菜	 少子化時代の大学生き残り戦略―女子学生

確保に焦点をあてたマーケティングー
　山本　大遥	 文房具業界は今後発展していくことができるか
　中村　千晶	 生命保険の戦略
　倉橋　怜子	 色彩心理とカラーマーケティングーつい手

にしたくなる飲料のパッケージとはー
　福永　安惟	 「フリーを考える」なぜ１日無料で過ごせるのか
　丸吉　洸太	 ユニクロの販売戦略と消費者行動とのマッチング
　中井　航	 地方銀行の将来性とは
　井之川　達哉	 ソーシャルメディアと新市民革命
　櫻井　佑季	 肥満大国アメリカの背景
　上島　康太郎	 私立大学経営における事務職員の参画
　齋藤　嵐	 三菱の企業戦略
　高奥　香澄	 現代女性を取り巻く環境ー経済学的側面、

心理学的側面ー

小林　伸生ゼミⅡ

強い「個」の集合体
　小林ゼミ９期生を漢字一文字でたとえるとすれば、「個」
が最もイメージに近いかと思います。２年半の間には、仲間
との別れや新たなメンバーの参加など、色々なことがありま
した。普段はそれぞれが色々な目標に向かって邁進し、時に
はバラバラに見えることもありました。しかしそうした中で
も、いざゼミとしての目指すものが明確になった時には、目
標に向けて個々の持てる力を結集し、高い水準の達成度を実
現してくれました。阪大・同志社や商学部ゼミとの対抗ディ
ベート、関関戦やインゼミ大会の研究発表、そして何より、
最後のディベートでは、チームとしての総合力を遺憾なく発
揮しましたね。さらには 10期生へのコーチングも、本当に
献身的に尽くしてくれました。馴れ合わず、しかしやるべき
時には、チームとしての力をしっかりと発揮できる、強い「個」
の集合体であったように思います。
　これから、それぞれの世界に羽ばたきます。どうかこれま
でのように、べたつかず、しかし決して絶えることのない淡
き水の如き、「君子の交わり」を続けてください。さらに成
長した皆さんに再会できる日を、今から楽しみにしています。

卒業論文一覧
　古山　貴大	 インバウンド観光～観光産業による地方活性化～
　石垣　翔基	 日本成長のための産業とは何か？～コンテ

ンツ産業の可能性とクールジャパン戦略に
ついて～

　向　翔平	 学力格差の実態～これから「求められるも
の」とは～

　濱田　光	 東京一極集中の限界と分散への展望～集積
の経済性に対する批判的検討～

　島　大介	 日本の開業率および起業活動率が低い理由
について

　石丸　けい	 電子マネーの普及～社会・人へもたらす影響～
　平嶋　ゆい	 日本経済がファッショントレンドに与えた

影響とは
　木村　優太	 キャッシュレス社会の重要性～2020年東京

オリンピックまでに日本がすべきこととは～
　久保田　章義	 企業集団の研究～日本経済における旧財閥

系企業集団の役割～
　木村　真之介	 育メンの経済学～企業における育メン増加

の可能性～
　岡井　美樹	 放送メディアの変化～需要・供給両側から

テレビの未来を考える～
　山中　寛子	 日本における最適なキャッシュレス化の形
　中西　令子	 産学連携の今～中小企業を中心に～
　吉田　憲一	 プロ野球新球団設立構想に関する研究
　服部　文音	 日本の音楽産業～CDは消えてしまうのか～
　西村　郁美	 日本の労働環境～長時間労働の問題について～
　藤村　奈津子	 対外直接投資と産業空洞化
　岩部　真	 ブランド戦略～世界で戦うブランドをつくる～
　有本　凜	 ハードウェアの発展に伴うゲーム業界の市場変化
　照井　慎平	 電力小売り自由化が与える経済への影響分析
　福冨　孝也	 サッカーＷ杯が開催された際の波及効果
　吉田　健佑	 観光産業発展による日本の経済成長
　森田　詩央	 東京一極集中は地方移住で解消するか
　武市　栞奈	 日本は再生可能エネルギー大国になりうる

か～ 3.11 東日本大震災をこえて～
★依光　里夏	 高知県の女性の社会進出について～高知の

女性は働き者なのか～
　中壷　成明	 マーケティング戦略による家電産業の国際

競争力強化～製品戦略から日本の家電復活
を考える～

　荒川　友希	 観客動員数から見る広島東洋カープの在り方
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高林　喜久生ゼミⅡ 大洞　公平ゼミⅡ

ゼミの総括
　ゼミでは、ゲーム理論、ミクロ経済学を学びました。毎回
すべてのゼミ生が個別にレジュメを用意し、その場でランダ
ムに報告者が決まるという形式をとったため、緊張感をもっ
てゼミに臨めたのではないかと思います。ゼミの目標は、（ご
く簡単でもいいので）理論を用いて現実の問題を分析する、
ということでした。卒業論文では、ゲーム理論、契約理論、
行動経済学の理論などを利用して、医療、環境、金融、交通、
マーケティングといったそれぞれが関心をもつ現実の問題を
分析しました。それらを通して、ゼミの目標はある程度達成
できたのではないかと思います。卒論を完成させる過程で、
研究内容を超えて様々なことを学んでくれたのではないかと
思います。それを今後の活動に生かしてください。

卒業論文一覧
　前川　晋平	 ごみ処理有料化に伴うリバウンド現象のゲ

ーム理論分析
　坂本　真吾	 商品情報の過多による混乱を考慮した価

格・シェア分析
　中村　穰一朗	 救急車の有料化による利用変化に関する研究
　矢尾田　雄一	 インターネットを用いた金融取引における

情報の非対称性についての考察
★工藤　允	 ロードプライシング制度における意思決定

のゲーム理論分析

証拠を押さえて
　みなさん方は高林ゼミの 19期生になります。ふだんはお
っとりしていても「やるときはきっとやる !」という潜在能
力の高さを見せてくれました。
　とくに３回生のとき、４大学対抗ゼミ（同志社大、関大、
大阪商大、関学）やインゼミで見せたがんばりは目を見張る
ものでした。相変わらずの「超短期集中型」ですが最後の集
中力はすごいものがありました。その中で「勉強することも
面白い」ということをわかってもらえたと思います。
　卒論のテーマは以下の通りで、ちょっと財政学のゼミとは
思えませんね（笑）。ただし、独自のデータ分析を織り込む
ことを卒論作成の基本条件としました。独自アンケート調査
を行った研究が多いことも特徴ですね。社会に出ても、「デ
ータで語る」「証拠を押さえて議論する」という姿勢は持ち
続けてほしいと思います。
　本当にこの２年半の間、いろんなことがありました。甲子
園球場に、みんなで繰り出したことも楽しい思い出です。鹿
児島遠征もなつかしいですね。みんなとても仲がよくて、私
も願いがかなうならば同じゼミ生としてみなさんと同じ時間
を過ごしたかったです。５年後、10年後にさらに成長した
姿でお目にかかることを楽しみにしています。

卒業論文一覧
★石尾　拓也	 邦画による地域活性化と学生の貢献－学生

アンケート調査を中心に－
　江南　真由子	 USJ はなぜ「成功」したのか－独自アン

ケート調査による TDLとの比較－
　前田　健太	 ソーシャルアプリゲームメーカーは課金者

にどのようなケアができるのか
　田川　明日香	 近畿圏経済の使命とは－東京管内・近畿圏・

名古屋管内・九州経済圏の貿易税関のデー
タ分析より－

　山野　大	 新薬開発と経済環境の相関
　百合本　泰広	 東京オリンピックと成長戦略－過去のオリ

ンピック開催国データによる分析－
　今江　明梨	 新卒市場と「ブラック企業」－景気変動の

影響を中心に－
　荒牧　由香	 地方鉄道と観光－営業係数の分析・新幹線

によるストロー効果から－
　上枝　良多	 集合住宅の展望
　土田　拓馬	 アメリカにおける黒人差別
　臼谷　侑利子	 ファストファッションの変化－日本に進出し

てきた海外ブランドと日本ブランドの考察－
　竹本　大希	 お酒がコミュニケーションの媒体としてど

のように使われてきたか－学生アンケート
調査から飲みニケーション不足の改善策を
考える－

　新井　悠介	 コースマネジメント戦略に関する一考察
　山口　紗弥	 高級ブランド品が売れ続ける理由－独自の

アンケート調査による検証－
　清水　梓	 化粧品と景気の関係性と需要構造について

－独自のアンケート調査による検証－
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田中　敦ゼミⅡ

優しさに溢れた時間
　「私たちのゼミにはいつも優しさ溢れる先生がいた」。これ
がＲゼミで過ごしてきて思うことではないだろうか。
　二年次、ゼミの授業が始まる前にゼミ合宿を開催。いきな
りの合宿であったのでゼミ生の不安も大きかった。けれども、
先生の優しさが場をなごませ、ゼミ生の距離を近づけてくれ
た。
　三年次、東京へのゼミ合宿、ビール工場見学、他大学との
合同ゼミなど多くのイベントがあり、どのイベントにもカメ
ラを片手に持ち、思い出を写真に残してくれる優しい笑顔の
先生がいた。
　四年次、就活も無事も終わり、いよいよ最後の課題、卒論
が待っていた。発表を繰り返し行ない、何度も先生は笑顔で
指摘してくださった。そこで、私たちは笑顔の怖さを知った。
だが、同時にこれは先生のゼミ生に対する優しさなのだと気
付けた。なぜなら、就活を通して、指摘してもらうことがど
んなにありがたいことかを知ったからである。
　このようにゼミの時間にはいつも優しい先生がおり、そこ
で社会のマナーやお酒の楽しみ方など多くのことを先生から
教わったと思います。だからこそ、たなあつゼミという時間
を提供してくれた、先生には感謝の思いしかありません。あ
りがとうございます。

卒業論文一覧
　神谷　朋宙	 地方銀行の生き残り戦略－近畿ブロックを事例に
　松浦　光	 同上（共同研究）
　蔡　侑霖	 経済環境の変化によるメインバンク機能への影響
　籔田　彩月	 貯蓄格差とリスク選好度による家計金融資

産構成への影響～日米比較～
　山田　大輔	 EU の 60 年に及ぶ経済統合－経済統合の

評価からギリシャ危機の要因を探る－
　増田　瑛	 物価上昇率２％の達成における課題
　中尾　智哉	 同上（共同研究）
　中山　聡	 同上（共同研究）
　山本　崇博	 同上（共同研究）
　田中　万理奈	 日本の電力会社での天候デリバティブの有

効性～電力小売りの自由化を目前にして～
　藤田　靖恭	 ゆうちょ銀行完全民営化における課題
　王　璐	 円安政策の評価
　熊本　圭佑	 地方創生の実現に向けて地域金融機関に求

められる役割
　高畑　諄子	 ゼロ金利政策の評価
　設楽　沙也香	 同上（共同研究）
★坂本　一成	 株式市場における効率的市場仮説と行動経済

学の共用性～日本の株式市場をモデルに～
　黒木　洸	 欧州銀行同盟に期待される効果～ユーロ主

要各国の視点から～
　初田　美有	 日本におけるインフレ・ターゲット政策～

“異次元”金融緩和に期待する３つの効果～

田畑　顕ゼミⅡ

田畑ゼミ第１期生へ
　皆さんは私が関学に赴任してから初めて受け持つゼミ生で
した。それまで留学のため２年ほど日本を離れていましたの
で授業で顔を合わせたこともなく、説明会、面接もなく、お
互いまさしくゼロからのスタートでしたね。最初はそれなり
の人数がおりましたが、年を経るごとに人数が減り、現在の
少数精鋭（？）に至りました。何かと口うるさい指導教員の
攻撃をのらりくらりとかわし、３年時のインゼミ論文、４年
時の卒業論文を粘り強く仕上げた皆さんに拍手を送りたいと
思います。常に手探り状態で、方針をころころと変えたりす
ることも多く、大変ご迷惑をおかけしました。おかげさまで
いろいろなノウハウを学ぶことができました。今後のゼミ活
動に生かしていきたいと思います。卒業論文提出には至らな
かったものの、ゼミの活動に参加してくれた皆さんにもこの
場を借りてお礼を述べたいと思います。今後のみなさんご活
躍を期待しております。

卒業論文一覧
　黒田　慎弥	 コンパクトシティ政策に関する考察
　戸田　昌秀	 コンパクトシティ政策に関する考察
★牧岡　広樹	 ホワイトカラーエグゼンプションの導入の

是非に関する考察
★小山　将平	 ホワイトカラーエグゼンプションの導入の

是非に関する考察
　井上　枝里子	 コンパクトシティ政策に関する考察
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豊原　法彦ゼミⅡ

データの解析とその表現
　今年のゼミでは、２年次に EXCEL や R,Maple といった
ソフトウエアの利用方法を学び、ネット上にあるデータの真
贋を見極めながら自らの仮説を検証しプレゼンを行い、そし
てそれに対してオーディエンスがコメントするというトレー
ニングを行いました。その１つの成果が３年次のインゼミ大
会での「日本とアメリカの就職活動の違い」という研究報告
です。そこでは班ごとに作成したパーツをうまく組み上げ、
チームとしての完成品を作っていく作業も経験し、プロセス
管理も学びました。
　また、卒業論文制作では、各自が選んだテーマについて数
回のプレゼン、フロアーからの質疑応答を行うことによって
研究が深められました。報告の際にそれまで集めていた資料
や研究をプレゼンの形にまとめる難しさ、言い換えれば内容
の取捨選択によって、自らの思考プロセスが明確になってい
くことも体感できました。
　ここ数年で携帯電話がスマホに変わっていたように、今後
も身の回りでの情報化が一層進展することは間違いありませ
ん。その中で「何を」「どうする」のか、そして「その目的
は何なのか」をしっかりとらえて意思決定しなければなりま
せん。その際にはここで学んだ分析スキルを存分に発揮する
ようにしてください。

卒業論文一覧
　坂東　拓哉	 国内の人口問題から考える移民政策の是非

について
　田村　航大	 日本人とケニア、エチオピア人の長距離界

の比較～栄養やトレーニングの観点から～
　松原　圭佑	 新たな営業の時代へ
　松山　弘紀	 日本からなぜメガベンチャーが生まれないのか?
　山口　拓真	 東日本大震災と日本経済
　出原　雅敏	 日本の電力問題
　岩本　一平	 1964 年東京オリンピックから 2020 年東

京オリンピックを考える
★間野　史唯	 豊かで便利な食糧大国日本が今後も続くためには

今年度のゼミの総括「10 人のゼミ生たち」
　昨年度と同様、この学年もゼミ担当者が役職となった３年
間のうち、２年間かぶってしまった。行き届いた指導ができ
なかったと反省している。しかし、３年次のインターゼミナ
ール大会（研究発表とポスター発表）や卒業研究論文の作成
など、頑張った。彼らの今後の活躍を期待したい。

卒業論文一覧
　久保　和也	 訪日外国人旅行者による日本経済への経済効果
　河野　つばさ	 コーヒーを通して考えるフェアトレード
　松瀬　裕也	 IT 革命がもたらす雇用構造の変化
★廣岡　哲平	 オリンピックの経済波及効果─東京オリン

ピックにおける総建設費は高いか否か─
　毛利　文彌	 日本のアメリカンフットボールリーグを国

内屈指のコンテンツにするために─米国ア
メリカンフットボールとの比較から見る日
本の現状─

　善明　直資	 購買行動に及ぼす心理的要因の影響につい
て─自己意識との関係を踏まえて─

　部谷　佳菜	 東南アジアにおける貧困をなくすには
　馬場　俊一	 企業の販売流通目的での海外展開において

企業が求める立地要因について
　高田　隆司	 日本の年金制度改革の現状と課題─スウェ

ーデンから学ぶ─
　稲澤　孝仁	 固定価格買い取り制度（FIT）の現状と課

題─関西学院大学生の支払い意思額調査を
通して─

利光　強ゼミⅡ
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五期生の皆さんへ
　二年半、お疲れ様でした。就職活動の時期が後ろ倒しにな
ったので、三年時はノルマを厳しくしましたが、よくついて
こられましたね。今、皆さんの論文のタイトルを打ち込みな
がら、それぞれに頑張っていた姿を感慨深く思い出していま
す。何度も研究室に足を運び納得がいくまで分析を続けた人、
実験がうまくいかなくても諦めずに取り組みつづけた人、談
話室で仲間と議論を重ねたチーム、IT を駆使してヒアリン
グ調査をした人、などなど。研究を通して身につけた粘り強
さ、考える力、チームワークを今後に活かしてください。
　女性が少ないゼミでした（２名）が、あまり性別を意識さ
せられることのないナチュラルな雰囲気でした。ちなみに、
女子学生は二人ともよい意味で存在感がありました。また、
ゼミメンバーには上海からユーモアたっぷりの湯君、二年時
にはアメリカの留学生（スコッティーさん）が飛び入りで参
加、工場見学にはなぜかフランス人の教授が同行と国際色豊
かなゼミでもありました。ここでも、ナチュラルな皆さんの
姿が印象的でした。これからも、しなやかな皆さんでいてく
ださい。

卒業論文一覧
　砂川　祐子	 企業側から見た短時間勤務制度の利益と課題
　清水　健吾	 行政のNPO活用
　勝井　祐貴	 評価と贈与の世界　「いい人」のメリット
★土井　将希	 一人親世帯は景気後退の影響を受けやすいか
　小泉　剛平	 恋愛の経済学
　牧　拓哉	 教育格差が与える学力への影響　～現代に

潜む恐ろしい罠～
　山下　達也	 教育格差が与える学力への影響　～現代に

潜む恐ろしい罠～
　児玉　樹康	 在宅介護者の生活満足度と公的支援の在り方
　湯浅　文也	 企業の両立支援制度について
　網野　翔太	 恋愛の経済学
　池永　侑稀	 健康経済学　清涼飲料の購買行動分析
　廣瀬　亮平	 競争から考える女性の社会進出　－競争に

おける日本の男女間格差ー
　瀬口　知也	 経済学的犯罪抑止の方法　－全ての犯罪者

予備軍へ
　橋本　芽依	 恋愛の経済学
　湯　孟超	 留学生の就職状況と企業定着に関する考察
　佐々木　智也	 企業側から見た短時間勤務制度の利益と課題

西村　智ゼミⅡ

根岸ゼミらしく面白い人間が集まった
　32 名の大所帯で始まった根岸ゼミ 28 期生。まったくの
自由放任状態だったけれど、それぞれの場所で頑張っていた。
オリンピック候補になる可能性のあるふたり、将来スポーツ
の分野でプロを目指すひとたち、将棋のプロの可能性のある
ひと、体育会学生のがんばり、体育会学生の中に挟まれなが
ら頑張っていた一般学生たち……。個性の強い素晴らしいゼ
ミ生に今年も恵まれた。卒論は書かなかったけれど、根岸ゼ
ミにかかわった人たち（大山剛史君、神木聖君、笠井里織さ
ん、堯志弘樹君、三宅正大君、小谷竜太郎君）も根岸ゼミに
貢献してくれた。教室ではいまひとつ盛り上がらなかったけ
れど、グラウンドではいつも盛り上がっていた。何十年も続
いている立教大学経済学部菊地ゼミとのディベート交流、初
めて立教が上ヶ原にやってきたこともいい思い出になってい
る。いよいよ船出だ。とにかく体に気を付け、人生を楽しん
でほしい。また、みんなで会おう。

卒業論文一覧
　杉原　蓮	 だんじり祭りと、その経済効果
　礒谷　友太	 スマホがあたえる滋賀県経済
　安井　茉里奈	 九州観光産業の現状と将来
　桝田　悠介	 �将棋の歴史とコンピュータ将棋ソフト

について
　村下　将梧	 �日本ではなぜ優秀なゴールキーパーが

育たないのか
　岩波　開人	 日本サッカーの建て直し
　大迫　秀政	 人口の成長率とGDPの成長率
　山根　花	 �オリンピックが商業主義を実践するの

は是なのか非なのか
　小林　達矢	 �2015年ラグビーＷ杯：テリトリーと得点

の関係またタックル成功率と失点の関係
　鎌田　脩汰	 日本の都市と地方との経済格差について
　宇都宮　健太	 セイバーメトリクス
　福田　亜弓	 認知症と音楽・運動との関連について
　谷岡　みのり	 統合型リゾート施設大阪誘致について
　高島　大輝	 �ファーストフード業界の競争戦略～マ

クドナルドとモスバーガー～
　稲川　希生	 JRA が経済に及ぼす影響
　横山　大希	 �スポーツに対して公的資金による援助

は必要なのか
　大谷　和之	 スポーツビジネスの可能性
　伊藤　暖	 �いじめは減少しているのかーいじめのメ

カニズム、いじめの実態から検証するー
　村田　翔	 世界の経済格差と教育格差
★安田　拓未	 プロ野球の経済効果～広島東洋カープ～
　渡辺　健弥	 �スポーツによる経済の活性化は可能か、

また、純粋なスポーツの見方との乖離
　嶋越　藍樹	 奈良県の観光産業について
　羽坂　健太	 パチンコ・パチスロの必勝法を探し出す
　江川　琢大	 今後お笑い業界はテレビに出られるのか
　村田　賢大	 ピケティの本当のメッセージとは
　東海　優衣	 大阪府の幸福度指数に経済が及ぼす影響

根岸　紳ゼミⅡ
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林　宜嗣ゼミⅡ

卒業おめでとう。そして、心からお礼を言います。
　あっという間の２年半だった。まだ幼さを残してゼミに入
ってきた若者が、ゼミでの報告、討論会などを経て大きく成
長し、卒業の日を迎えることになったのはとても嬉しい。
　もちろん、就職活動も含めて本当に忙しく、大変な２年半
であったことと思う。けれども、だからこそゼミ生活は楽し
く有意義だったのだろうし、共同研究やイベントを通じて培
われた友情は、きっと卒業後も消えることはないと思う。人
前で話をするのが苦手だった子が堂々と話ができるようにな
った。張りつめた気持ちでゼミを引っ張っていた子の心に余
裕が生まれた。このように、人生において精神的に最も成長
する時期にゼミで時間をともに過ごすことができたのは幸せ
なことであり、ゼミ生に感謝しなくてはならない。
　研究以外にも実にさまざまな思い出がある。ゼミ旅行、夏
の鹿児島合宿、学祭でのお化け屋敷、コンパ等々。あげれば
きりがないほどにさまざまなイベントを楽しませてくれたの
も皆さんのおかげである。林葉会の 30周年記念パーティー
が大成功したのも 28 期生のおかげである。28 期生と作っ
てきた多くの思い出はいつまでも僕の中に残ります。ほんと
うにありがとう。ゼミ行事が多く卒論発表がほとんどできな
かったにもかかわらず、今、卒論の仕上がりを見て感動した。
「さすがっ！」

卒業論文一覧
★山下　高弘	 犯罪発生率の低下に向けて－パネルデータ

分析による地域別罪種別犯罪発生率の決定
要因分析－

　和久　沙織	 女性活用は企業業績を高めるか－製造業の場合－
　坂井　雄貴	 日本企業の本社立地要因の分析
　後藤　優希	 離職率の低下のために－回帰分析による

2000年代の各年の離職率の決定要因分析ー
　織田　美智子	 ASEAN諸国の教育の現状と分析
　木下　彩美	 日本の年金納付率を上昇させるために
　間島　久美子	 新卒採用人数の決定要因分析
　大上　紗璃	 母子世帯の貧困－正規雇用の就業阻害要因分析－
　能田　瑤子	 所得の世代間連鎖
　上田　有希	 TPP 参加への是非－環境問題・エネルギ

ー消費の視点から－
　阪本　麻貴	 高齢化による消費需要動向の変化－2020年

および2030年における消費需要動向の推定－
　細川　和暉	 地域間学力格差の決定要因分析
　荒金　照大	 少年犯罪が起きる要因分析－少年が輝ける

未来へ－
　中村　朱里	 プロバスケットクラブ設立が地方にもたら

す経済効果の推計－徳島県で bj リーグク
ラブ設立の場合－

　大川　裕生	 沖縄経済の TFP（全要素生産性）向上に
向けて－製造業・サービス業からみる
TFPの決定要因分析－

　濵野　南実	 訪日外国人増加の要因分析－大阪での中国
人観光客－

　山本　勝也	 健康寿命の決定要因－都道府県別データを
用いた重回帰分析による実証－

　高月　飛鳥	 地震保険の加入率に関する考察
　横道　翔伍	 非正規雇用率の決定要因分析
　萩野　沙紀	 育児をしている女性就業者が活躍するため

に－都道府県別比較による検証－
　入交　智之	 徳島県での農業参入のための経営戦略について
　平林　宗人	 中小企業の倒産率改善に向けて－都道府県

別外部要因の視点から－

野村　宗訓ゼミⅡ

参画する意識
　普段のゼミ運営ではグループワークを通して、インフラ業
界の調査をすることが多かった。パワポの作成は簡単にこな
せても、フロアのあちこちから飛んでくる質問に即答しなけ
ればならず、アドリブの喋りができるまで時間を要した人も。
こまめな毎週の録画配信は事後チェックに利用できたことに
加え、参加できなかった人がフォローするのにも役立ちまし
た。
　様々なイベントでは、手をあげてくれた担当者が持ち回り
で、みんなの意見を集約するリーダーに。多人数のタテ合宿
では、２・３回生にも協力してもらい、プレゼン大会と学年
別運動会を盛り上げたのが印象的でした。また、最後の旅行
先を決めるために、真剣にチーム別で現地の観光PRをして、
入札制で高得点のところを選んだのも、ユニークな試みだっ
たと思います。
　先輩から就活情報をもらえたのは貴重でした。逆に、苦労
話を友人や後輩に聞いてもらい、助けられたこともあったは
ず。卒業後は広い世界で働くことになりますので、コミュニ
ケーションの機会が増えてきます。若手の間はわき役に徹す
る場合も多いですが、次第に前面に出て交渉する仕事にシフ
トします。それぞれの立場で常に前向きな参画姿勢を持ち続
けてほしいと願っています。

卒業論文一覧
　中野　美咲	 フィリピンの今後〜共生社会に向けて〜
★深津　椋	 羽田空港の発着枠配分問題　～市場メカニ

ズム導入の是非～
　本田　優	 オリンピックがもたらす効果〜経済と社会

の面から〜
　魚谷　冴佳	 大量消費で経済を成り立たせない時代
　谷野　風美	 日本の IT とその未来
　杉山　智哉	 インバウンドによる関西地域の活性化
　平田　晋太郎	 地域経済活性化への雇用施策とは
　若宮　康佑	 日本の空港活性化～航空貨物輸送の可能性～
　井上　厚志	 日本の目指すべきエネルギーベストミック

スとその展望
　井筒　康介	 リージョナルジェット導入による航空業

界・国内移動手段の変化
　村岡　千晃	 リニア開業、2027 年からの観光産業〜航

空業界との関係性から考える〜
　高野　晟智	 火力発電輸出とこれからの日本
　橘高　勇太	 JR 九州の成長～ JR 他社との比較と成長

の過程～
　冨田　真之佑	 コンセッションによる公共事業での官民連

携　オールジャパンでの日本再興に向けて
　金森　雄司	 The Fashion Revolution 〜「安くする」

時代の終焉〜
　常森　雄也	 結婚の経済学
　大内　一輝	 「企業」と「個人」における採用の重要性
　今村　朱理	 再生可能エネルギーと地域活性化
　大森　あかね	 スマートシティの展望〜世界のスマートシ

ティを比較〜
　堀之内　円香	 東京オリンピックに向けての日本の施策
　松原　由佳	 日本の映画産業の現状と映画館の需要
　岡田　瑞希	 社会構造の変化と教育～国際比較を交えて～
　加藤　紗生	 変化する航空業界における日系キャリアの

可能性～世界一のエアラインを目指して～
　竹内　悠里	 ファストファッションの光と影
　向井　智輝	 電力小売自由化について
　池田　早織	 カジノで日本は観光立国になれるか



Econo Forum 21／ No.2275

●
研
究
演
習
Ⅱ
　
ゼ
ミ
の
総
括
と
卒
業
論
文
一
覧

東田　啓作ゼミⅡ

アクティブなゼミになりました
　４回生の皆さん、お疲れ様でした。２回生と３回生の時、
他のゼミよりもずっとしんどいゼミ活動を楽しそうにみんな
で進めてくれたことには感謝しています。グループ研究の中
には、大学院生の論文に比べても全く遜色ないものがいくつ
もありました。自分が学生の時には考えられないくらいの質
です。これから困難に直面した際に、この経験を生かしてい
ってもらえればと思います。
　３回生は、グループ研究を始めた当初は、本当にしんどか
ったと思います。にもかかわらず、どのグループも途中で投
げ出すことなく最後まできっちり仕上げたところは、とても
素晴らしいと思います。この先就職活動がありますが、可能
な限り研究へのモチベーションを失うことなく、これまで積
み上げた知識とスキルを卒論に生かしてもらいたいです。
　２回生は、最初から全員仲が良く、すでに１月末の千刈で
３回目の合宿をやったことになります。また、ゼミ中も真剣
に、でもざっくばらんに楽しくディスカッションしていてと
ても良いです。一緒にいて気を遣うことなく楽しめています。
どうもありがとう。これからもこの調子で進めていけば大丈
夫と思います。来年度楽しみにしています。

卒業論文一覧
　三木　有紗	 キャラクター志向の時代におけるキャラク

ターの価値
　吉田　綾乃	 プレミアム商品券事業による中小店舗への

影響　－寝屋川市萱島地域における「元気
わくわく商品券」をもとに－

　藤澤　勇希	 電力システム改革を可能にする社会のスマ
ート化について

　中西　奏	 東京ディズニーランド・シーの人気と魅力
　江上　真司	 岸和田市民とだんじり祭り　－なぜ岸和田の

人々は命を懸けてだんじりを曳くのだろうか－
　田中　麻美子	 ご当地ゆるキャラの違い　－ゆるキャラに

よる地域貢献－
　井上　楓	 犬の幸せ　－人と動物の共存を考える－
　松本　誠人	 出版業界の今後の成長
　森田　絢子	 時間の価値は何円か　－関学生と社会人の比較－
★杉本　遼太	 日本の愛玩犬に対する動物愛護の問題点及

び対応策
　阿知波　敬子	 子どもは敏感、おとなは鈍感　－子供から

大人への知覚の変化－

藤井　英次ゼミⅡ

目にすることの無い報い
　以前面談の際に学生の親御さんが語ってくれた言葉を思い
出す。「私は入社以来様々な仕事をしてきましたが、どのよ
うな部署においても常に文章を書かなくてはなりませんでし
た。文章を書くことが会社での仕事のかなりの部分を占める
と言って良いと思います。せっかく大学に入り、その先は企
業で働こうというのに（自分の子が）卒業論文を書かずに卒
業するなんて考えられません。卒論のあの大変さを経験して
こそ大学卒といえるわけですし、あのしんどさを共に乗り越
えてこそ本当のゼミ仲間ですよ。」
　粘り強く自身の研究課題に最後まで挑み続けるか、それと
も安易な妥協で楽な方へと流れて行くか。ゼミ生は今後もそ
れぞれの人生の様々な局面において、多くの分かれ道に出く
わす事でしょう。
　疑問を見出す、考える、検証する、議論する、書く。また
考え、書き直す。とても骨の折れる作業だったと思います。
しかし、諦めずに卒業研究をやり遂げた人は既に大きな報い
を手にしています。それは目には見えないものなのですが、
必ずやこの先の長い人生において幾度となくあなた自身を助
けてくれるでしょう。
　目にすることの無い大きな報い。卒業研究をやり遂げた皆
さん、心よりおめでとう。

卒業論文一覧
　関谷　駿	 為替変動が与える株価への影響：日本企業

の株価は円ドル為替レートの変動の影響を
受けるのか？

　中尾　嘉之	 日本における特化の有用性
★橋本　由香	 企業による為替レートの予想方法
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今後の活躍に期待
　研究演習入門での募集要件が緩かったため、２次申込で
20人の定員に達するという予想外の形で始まった。しかし
途中で単位を落とした人や内定が決まり単位も足りているの
でゼミを履修する必要のない人が抜け、最終的には 12人に
落ちついた。最後までやりぬいたゼミ生は自信をもって社会
で活躍してほしい。

卒業論文一覧
　内田　光樹	 グローバル人材の育成について
　井上　尚也	 東北大震災が及ぼす経済効果について
★森岡　拓也	 ロボット産業の展望：イノベーションと技術動向
　井上　尭大	 人的資本論とシグナリング理論から考察す

る日本の学歴制度と教育問題
　奥島　康司	 法人税について学生が持つべき知識とその

展望について
　小林　加奈	 アウトレットモールと地方経済
　出口　絢菜	 航空業界の展望
　鈴木　秀真	 日本における将来的スポーツマーケットの展望
　渡邊　健人	 シェールガスが及ぼす日本と世界への影響
　佐竹　愛香	 東京ディズニーリゾートの経済学：経営戦

略と経済効果
　高山　鎭亘	 広告の効果を最大化するには
　森　隆之	 住友林業について

藤井　和夫ゼミⅡ

卒業おめでとう
　みなさん、卒業おめでとう。２年半なんて、終わってみれ
ばあっという間でしたね。いつか蘇る思い出も今は心の奥に
しまって、未来に向かって前進あるのみ。みなさんは、これ
から脇目もふらず自分の道を切り開いて行かれるでしょう。
その新しい世界が、希望に満ちて輝かしいものであることを
祈っています。
　最後にひとつ。みなさんは、「壁の花」という言葉を知っ
ていますか。パーティなどに参加しながら、中央の会話やダ
ンスにまったく加わらないで、壁にもたれて一人でいる人の
ことです。ゼミでそんな光景を目にした記憶があります。正
確には、壁ぎわでごく親しい気心のしれた隣とばかりささや
きあっている「ひと群れの壁の花」です。これも「作法」に
はかなっていません。みなさん、「壁の花」にはならないで、
ぜひ、人生のパーティは中央で踊りながら楽しんでください。
　卒業おめでとう。

卒業論文一覧
　森本　つくし	 ファストファッションの今後－日本経済を

活性化させる影響はあるのか－
　谷本　卓	 マスメディアによる情報発信が経済にもた

らす影響
　西澤　慶輔	 スポーツの指導現場における体罰の必要性
　羽地　ひかり	 電子書籍は出版業界の再興の手段となるか
　平松　梢	 日本女性が働きやすい社会づくりについて
　福里　道広	 日本が二酸化炭素排出削減目標を達成するために
　岡島　利恵	 アダム・ミュラーから学ぶこと－過去は失

われるのか－
　伊東　義敬	 将来の風力発電の役割
　塚本　智仁	 日本企業が震災被害を最小限に留めておく

ための対策
　高見　将平	 日本の音楽産業の今後の展望
★船木　俊佑	 日露戦争前後から戦間期における軍事費に

ついて－日露戦争の外債募集とワシントン
体制前後の軍事費の財政圧迫について－

　安岡　亨	 日本の製造業が低ROE（自己資本利益率）
である要因

　中田　陽太	 BtoB 企業がソーシャルメディアを使って
売り上げを伸ばすために

　芥川　淳生	 アイルランドのジャガイモ飢饉－如何にし
て飢饉は社会を変えたか－

　杏橋　遵	 ゴルフを普及しスポーツとして定着し発展
させるには

藤原　憲二ゼミⅡ
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舟木　譲ゼミⅡ

置かれた場所で
　ご卒業・研究演習終了おめでとうございます。私にとって
初めての研究演習ということ、経済学の専門ゼミでないとい
うこと、そして先輩・後輩のいないゼミという条件の中で私
自身もまた皆さんにとっても手探りの二年半であったかと思
います。四年生になる時点で進路の関係で三名が抜けること
になりましたが、そのあとも連絡をいただきそれぞれの道を
歩んでいることに安心しております。
　また特に今年度から就職活動時期が大きく変更され皆さん
は本当に大変だったと思います。さらに部活動の重責を担っ
ていたゼミ生もおり、複数の課題を克服しなければならない
状況の中で、それぞれが決めたテーマに取り組み、卒業論文
の作成までに至らなかった人も含めて４月からいよいよ新し
い時を迎えることになりました。学生時代とは異なり、決まっ
たゴールのない、また多種多様な人々と環境の中での生活が
続きます。多くの迷いや戸惑い、時には挫折も経験すること
と思いますが、それぞれが「置かれた場所」を関学での経験
を自信として「楽しんで」過ごしてください。卒業後も私た
ちの交わりは続きますのでまた様々な経験を分かち合いに来
ていただけることを期待しています。

卒業論文一覧
　押谷　直樹	 三駅交流圏の機能性
　長続　悟	 フランクルとホスピスの精神から現代看護へ

どのようなメッセージを送ることができるのか
　重川　暁	 現代の若者の消費行動について
　八木　啓太	 消費税の諸効果・海外比較
　岡田　直大	 外国人労働者が有する日本での可能性
　小畑　優人	 ネット問題について
　梶原　久暉	 アメリカにおいて、どうすれば人種差別問

題を解決することができるのか
　大野　正貴	 行動経済学からみるセブンーイレブンにお

ける経済活動
　櫛本　瑞貴	 日本の農業協同組合の特別性
★廣畑　駿	 大阪と東京の食に対する認識の違いは何か
　上枝　佑多	 資本主義とボランティア
　中西　翔馬	 日本のバスケットボールの知名度・人気の

低さの原因を探る
　齊藤　周斗	 現代における広告の意義
　内山　直人	 北陸新幹線 金沢・長野間開業が北陸地方

に及ぼす開業効果の予測
　伊藤　淳	 2020年東京オリンピックが日本にもたらす影響
　青木　悠太朗	 本当に食品添加物は人体に影響を与えるのか
　石川　泰雅	 今年のプロ野球の順位は妥当だったのか
　下山　啓次郎	 応援団について
　清水　菜々	 電子マネー時代は来るのか

本郷　亮ゼミⅡ

朋友と交わりて信ならざるか
　二期生の皆さん、卒業おめでとう！本当に仲の良い、笑い
の絶えない学年でした。覚えていますか、2013 年 11 月の
緒戦ディベート４連敗。今思えば当時の私の指導のつたなさ
のゆえですが、一時はこれからどうなることかと肝を冷やし
ました。しかしその後のＶ字回復には、まったく舌を巻きま
した。皆さんの天来の明るさ、仲の良さ、（普段はそうでも
ないが）要所で見せる強い積極性が、創業間もないわがゼミ
を安定した発展の軌道に乗せたのです。この「大仕事」を果
たしてくれた二期生に大変感謝しています。
　朋友と交わりて信ならざるか（友人づきあいの中でちゃん
と信義を守ったか？『論語』学而篇）。門出にあたり、この
言葉をみんなに贈ります。友は人生の宝。友は量より質。年
をとり、これを痛感します。どうか仲間を信じ、かつ仲間か
ら信じられる人物となるように努力してください。これから
も成長し続けてください。私も頑張りますので。
　５月の連休にはいよいよ第１回ゼミ同窓会（「マスタリー・
フォア・サービスの会＝マスフォの会）を大阪で開催します。
元気に再会できるのを楽しみにしています。仕事の苦労話も
たくさん聞かせてください。

卒業論文一覧
　吉田　衣里	 （共著）人工知能社会とその幸福
　重信　亮介	 アメリカの知的財産権から学ぶこと
　大橋　侑季	 （共著）人工知能社会とその幸福
　川島　拓朗	 失われた十年と現代における日本とアメリ

カの競争力差、またそこから学ぶこれから
の日本企業の在り方

★堀江　正人	 （共著）芥川賞受賞作品に表れた経済・社会・
政治思想 1935-2000 ─全 128 作品完全
読破・テキストマイニングを経て

　藤原　拓也	 拡大する音楽産業
　増田　瞬	 経済大国である日本がスポーツ大国になれ

ない原因
　坂東　篤磨	 宝くじの活性化による公共事業支援
　栗山　侑大	 日露戦争における高橋是清の活躍の要因
　山根　郁摩	 映画館に来てもらうためには
　後藤　雅樹	 日本の軍需産業の在り方：我が国の武器製

造業のこれまでとこれから
　丸橋　昂平	 教科書に載っていない「高田屋嘉兵衛」─

商人としての高田屋嘉兵衛成功の要因
　池ヶ谷　憲吾	 食品スーパー業界における成長とイメージ

転換のための競争論
★鈴木　健人	 （共著）芥川賞受賞作品に表れた経済・社会・

政治思想 1935-2000 ─全 128 作品完全
読破・テキストマイニングを経て

　山田　健太	 高校の進路と大学の就職活動における現在
の問題点と打開策

　徐　希錫	 小さな政府の未来：次世代ディストピア論
　服部　圭一郎	 セブンカフェの成功と次なるコーヒーブーム
　鈴木　剛	 三井発展における三野村利左衛門の功績
★山本　麻莉子	（共著）芥川賞受賞作品に表れた経済・社会・

政治思想 1935-2000 ─全 128 作品完全
読破・テキストマイニングを経て
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前田　高志ゼミⅡ

最高の教え子たち、至福のとき
　この２年半、最高の教え子たちとともに学び、至福のとき
を過ごせたことを感謝します。皆さんは兵庫自治学会、名市
大・関大・同志社との４ゼミ報告会、その他学内外の報告会、
そして集大成としての、西宮市大学交流センターでの学外者
を前にしてのプロジェクト研究報告会を立派に成し遂げ、兵
庫観光まちづくり研究会への参加やヒアリング調査など素晴
らしい研究成果を残されました。勉強だけでなく合宿や飲み
会でも大いに盛り上がり、本当に楽しく、仲の良いいゼミで
したね。
　皆さんはいよいよ世に出られます。これからが皆さんの本
番、メインステージです。皆さんのすべてが幸せな人生を送っ
て下さることを願ってやみません。最後に私の大好きな映画
「ニューシネマパラダイス」で、主人公の若者トトを送り出す
老映写技師アルフレードの別れの言葉を皆さんに送ります。
　　戻るなよ
　　私たちを思い出すな
　　手紙も書くな
　　郷愁にくじけずにすべて忘れろ
　　我慢できずに戻ってきてもうちには入れない
　　いいな、何をするにせよそれを愛せ
　　子供のころパラダイスの映写室を愛したようにだ

卒業論文一覧
　臼井　千紗	 地域への人口移動の促進
　三村　拓也	 ベンチャー企業の資金調達～ベンチャーキ

ャピタルによる支援～
　内田　龍之介	 地方空港による地域活性化～富士山静岡空

港を例に～
　中岡　佳苗	 芸術支援のための文化政策～企業メセナ、

アートNPOの必要性～
　酒井　汐理	 地方債の信用力格差にどう向き合うか～地

方債の市場活用～
　小谷　咲希	 少子高齢化にともなう人口減少問題～少子

高齢化が地方財政に与える影響について～
　西原　広大	 地域ブランドの誕生とこれからのあり方
　武藤　節	 これからの地震保険のあり方～国による関

与はどうあるべきか～
　瀧川　美咲	 TDR の 10 年計画～不況を知らないテー

マパークの経営と今後～
　宮本　のぞみ	 情報通信技術による地方創生－地方テレワ

ークの普及に向けて－
　福田　吉功	 人口減少社会における兵庫県の政策
　黒木　稀衣	 大阪のインバウンド戦略
　塩井　紗里	 観光資源を活かしたまちづくり～明石市を

事例に～
　内田　美弥	 中古住宅流通市場の活性化
　梶　みのり	 北陸新幹線開業による石川県の地方創生に

ついて～観光・企業誘致の観点から～
　矢野　貴大	 公立病院の必要性と病院 PFI ～高知医療

センターの試み～
　武隈　大輔	 外国人旅行客増加に向けた行政の活動
　松下　智美	 ふるさと納税受入数の差が生まれる要因～

大阪府下の自治体を例に～
　木下　大二郎	 若年層の地方定住促進の政策－Ｕ・Ｉター

ン就職の現状　和歌山県を事例に－
★井上　侑華	 商店街の活性化への道～大阪淡路本町商店

街を事例に～
　西井　勝久	 関西経済長期低迷～継続的な訪日外国人旅

行客の誘致策～
　大出　玲郁	 現在の高齢者からみる将来の高齢者～収入

や貯蓄はどうなるのか～
　窪　宏樹	 日本の公的年金問題
　里中　江哉	 インフラ老朽化問題とその財源確保手段について
　坂本　光浩	 空き家問題の現状と課題－これからの空き

家問題の改善策を考える－
　樽本　佑弥	 景観によるまちづくり

松本　有一ゼミⅡ

これからの活躍を祈ります
　「持続可能な社会の在り方」というテーマで、当初 21 名
でスタートしたゼミでした。卒業論文を提出した７名のほか
に次の 14名が在籍していました。記録として残します。
　萬谷利華、大垣裕祐、中根諒哉、川崎嵩優、高杉勇人、酒
井芳浩、林滉輔、徳永一貴、六田翔、山口穣、島ノ江勇太、
篠原菜摘、川嶋達也、土屋宗一朗。
　スタート時は、何のためにゼミに入って来たのかわからな
い人が少なくなかったのですが、３年生秋のインゼミ大会に
向けての準備では、最終的に研究発表会に出なかったグルー
プも含めて真面目に取り組んでくれたと思っています。それ
を卒業論文にまでつなげて行って、面白い論点で展開してく
れた研究もありました。卒業後は、それぞれの場所で新たな
気持ちで取り組んでいってほしいと思います。皆さんの未来
が輝かしいことを願っています。

卒業論文一覧
　飯田　匡祐	 中国の環境問題
★宮路　一史	 VWの排ガス不正問題発生の背景と今後の

規制の方向性を考える
　山脇　仁志	 地球温暖化に対する日本の取り組み
　後藤　紘樹	 日本のバスケットボールの歴史と観客動員

数を伸ばすために考えられる取り組み
　杉田　浩彰	 スマートコミュニティがもたらす日本経済

と環境の変化について
　下池　凜	 環境ビジネスの在り方
　波多　慶丞	 温暖化予測と適応策─南国日本をこう生きる
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村田　治ゼミⅡ

ダブルチャレンジ
　今年卒業のゼミ生は、いつものように個性的な学生が多く
「多士済々」の感が強い印象を持っています。大学時代に副
専攻プログラムや海外経験をした学生も多く、また、体育会
や文化総部の学生もたくさんおり、それぞれが充実した学生
生活を過ごしたのではと思います。ゼミでの勉学にも打ち込
み、文字通り、ダブルチャレンジ、あるいは「文武両道」を
体現してくれました。二年半、ゼミ生個々人にはいろんなこ
とがあったと思います。特に、就職活動では苦労したと思い
ますが、それらが現在の自分を形成していると考えて下さい。
　これからは、仕事の関係で会える機会が少なくなると思い
ますが、ゼミでの友人は一生の宝物と思い大切にしてくださ
い。ゼミの仲間を大切に、決して諦めることなく自分の目標
に向かって進んでいってください。社会に出てからも、目の
前の仕事だけでなく、10年ぐらいのスパンでテーマを選ん
で勉強を続けて欲しいと思います。卒業後は大学時代以上に、
ダブルチャレンジが重要となります。20年後に、この中から、
日本を代表する経営者や革新者が出ることを心から期待して
います。

卒業論文一覧
　斯波　美早	 女性と高齢者の雇用増加と地域経済の活性化
　妹尾　宗紘	 働き方改革と生産性
　三島　由華子	 外国人観光客が関西経済にもたらす影響
　山本　ゆい	 女性の活躍による日本経済の成長
　福井　恵輔	 移民が日本経済に与える影響
　槌田　敦子	 フェアトレードにおける生産国の経済効果
　筏　信一郎	 高等教育が生涯賃金に与える影響について
　松村　美保	 トルコへ日本企業が進出する有効性
　大塚　美奈実	 マイナンバー制度の可能性について
　松本　佳祐	 日本人とドイツ人の働き方と生産性
　宮川　理紗子	 高齢社会と社会保障を考える　―年金の経

済効果―
　藤井　美穂	 障害者雇用は業績を上げるのか
　磯江　諒亮	 流行色と景気の関係
　樋口　拓磨	 物流から見る国内景気　―梱包資材の生産

量変動から読み解く―
　石井　智也	 女性労働者の活躍が日本経済に与える影響
　森口　佳名子	 アニメ聖地巡礼の経済効果
　小林　昂太郎	 ネット広告の経済効果
　森　啓吾	 大型商業施設が生む経済効果と周辺地域の将来
　徳舛　宗哉	 経済状況と肥満
　冨滿　直斗	 アジアにおける道路整備による経済効果
★笠井　智成	 年収の決定要因　―学歴は年収に影響を与

えるか―
　山岡　千華	 県民生産と健康指標
　西川　奈津美	 ゆるキャラによる地域活性化と経済効果
　黒田　里紗	 日本女性の貧困問題の解決策

安岡　匡也ゼミⅡ

卒業おめでとうございます。
　私は関西学院大学に来て３年となり、この大学での初めて
のゼミ卒業生を出すこととなりました。初年度のゼミという
ことでゼミ生が色々とそのカラーを出すために努力してくれ
たことと思います。
　３年次では学内との合同ゼミ、インゼミ大会での研究報告
を行いました。その報告に向けて色々準備をして色々勉強に
なったのではないでしょうか。４年次では就職活動のために
なかなかゼミ学習に満足な時間を割けなかったのではないか
と思います。是非全員揃って大学生のまとめとしての卒業論
文を提出して欲しかったのですが、無事に何事もなく卒業で
きたので良いでしょう。
　私の大学時代を振り返ると（2001 年卒業なので 15年以
上も前のことだが）、あまり生産的な活動をしていなかった
と思います。バイトに、友人との遊びなどに時間を費やし、
あまり勉強してきませんでした。その反動なのか今は色々学
びたい欲求に駆られます。
　大学を卒業してから学ぶことは多いと思います。また、改
めて色々勉強したいことが出てくると思います。勉強したい
と思った時から勉強すれば良いでしょう。そのためにも健康
にはどうかご注意下さい。また気軽に研究室にお越し下さい。

卒業論文一覧
　西條　翔大	 介護保険法改正～日本の介護のあるべき姿～
　石本　稚香子	 ペットブームと少子化－ペットは子どもの

代替財となりうるか－
　越智　雅也	 非正規雇用
　谷口　紀章	 マイナンバー制度の是非について
　芳田　裕紀	 これからの日本における高齢化問題～高齢者の

雇用、労働問題について日本で必要な課題～
　門脇　大地	 ブラック企業の撲滅がもたらす労働生産性の向上
★鈴木　祐希	 フードデザート問題と地域社会のあり方
　南　賢志	 生活保護のあり方について
　眞嶋　伸豪	 雇用状況における少子化への影響
　牧野　由実	 若年世代に対する社会政策－ひとり親世帯

が抱える「子どもの貧困」について考える
　津田　貴裕	 障害者の雇用問題
　平野　るり子	 少子化ときょうだい事情の関係性
　白川　桃子	 スターバックスの障害者雇用の現状とこれから
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山田　仁ゼミⅡ

第一期生の旅立ち
　二年半にわたってコミュニケーションとメディアを研究し
た。研究演習入門と研究演習Ⅰでは、メディア論的トピック
をめぐってグループによるプレゼンとディベートを行い、メ
ディア・コミュニケーション論的な問題意識に目覚めた。研
究演習Ⅱでは、卒業研究として言語コミュニケーションと言
語メディアに射程を絞った。非言語的事象と比較することに
よって言語を相対化することから始め、言語コミュニケーシ
ョンと言語メディアの効用と限界を確認することができた。
特に、就職活動における情報伝達とメディア使用を強く意識
した卒業研究ができたことは、大きな成果であった。二年半
の研究を通して、人間がメディアを変化させる一方でメディ
アも人間や人間関係を変えてきたこと、そしてメディアが単
なる情報の通路ではなく、メディア自体が意味世界を積極的
に創造し再編成することを理解することができた。授業を通
して万全の準備の必要性を強く説いたが、これに対する手応
えは不完全燃焼に終わったように思う。熱すぎず、かといっ
て冷たすぎないゼミの雰囲気は、私にとって心地よかった。
ご卒業おめでとう。

卒業論文一覧
　横山　知輝	 ビジネスにおける非対面式コミュニケーシ

ョン・ツールの使い分けの必要性
　金平　晃生	 日本における顔文字の多様化
　北島　大樹	 電子化社会における手書き履歴書の存在と効用
　竹内　雄一	 電子教科書導入によって起こる生徒の心理的変化
★神戸　耀	 電子化社会における手書き履歴書の存在と効用
　寺山　航平	 日本における顔文字の多様化：顔文字の発

展要因とは
　山裾　知春	 ビジネスにおける電話の有効性：電話とメ

ールは補完関係にあるのか
　藤田　良平	 電子社会における手書き文字の存在と効

用：なぜ手書き文字はなくならないのか
　北村　時皇	 人々はなぜ出身地ではない方言を使うのか
　今村　勇介	 日本における顔文字の多様化
　鶴田　航大	 電子教科書を学校に導入するにあたり生じ

る生徒の心理的変化と懸念される事項
　岡崎　陽介	 ビジネスにおける非対面式コミュニケーシ

ョン・ツールの使い分けの必要性：報告・
連絡・相談に適したツールとは

　森田　美和	 デジタル教科書導入によって起こる生徒へ
の心理的変化
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懸賞論文の選考について
　経済学部懸賞論文は個人執筆論文部門と共同執筆論文部門に分けて審査し、それぞれの最優秀論文に賞状と副
賞が授与される。本年度は個人執筆論文部門に３本、共同執筆論文部門に 11本、計 14本の応募があった。選考
委員会の審査と教授会の議とを経て以下の論文に賞を与えることになった。

経済学部懸賞論文受賞者と論文名

<個人執筆論文部門>
　日比野友美（栗田匡相ゼミ）
　　「カンボジアにおける女性出稼ぎ労働者の主観的幸福の決定要因」

<共同執筆論文部門>
　阿知波敬子・我部直人・杉本遼太・森田絢子（東田啓作ゼミ）
　　「貧困層の教育投資」

＜講評＞
　�　個人執筆論文は、カンボジアの首都プノンペン近郊の縫製工場に出稼ぎに来ている女性労働者を対象に、そ
の主観的幸福の決定要因について分析したものである。経済学において、従来のように所得や効用を人間の幸
福をはかる代理指標とするのではなく、経済的変数に加えて文化や政治や個人の意識など、より広い指標を用
いて主観的な幸福度を決定する要因の分析が進められている。本研究では、カンボジアの繊維産業の中で重要
な位置を占める農村からの女性出稼ぎ労働者に対して直接行われたアンケート調査結果を用いて計量分析を行
い、自分をどの程度幸福と感じているかという幸福度のレベルによって結婚観を含めた主観的幸福の決定要因
が異なっていること、経済的要因の労働収入が幸福度に影響を与え、また未来志向や我慢強い等の心理的要因
が幸福度に正の影響を与えること、プノンペンへの労働移動後の経過年数が多いほど幸福度が増大すること、
自分の時間の使い方の多様化や生活のゆとりが幸福度を高めることなどが確認された。中国を除いてはまだ少
ない途上国の主観的幸福度の決定要因を現地調査によって明らかにしようとする研究意欲と、用いられた計量
分析の手法は、いずれも学部学生の論文として優れたものであると高く評価された。

　�　共同執筆論文は、インドネシアで 1994 年度から義務教育化された中学校の進学率が約 86％、高校進学率に
ついては約 56％にとどまっている原因を、漁村を対象に行ったアンケート調査を用いて分析したものである。
教育は、特に低所得者層の知識と技術水準を高め、所得獲得の能力を高める。すなわち途上国の労働者の質的
転換を左右することから、重要な課題となっている。本研究では、経済生活・社会生活が多様性を極め多くの
経済格差をもつ島嶼国家インドネシアの、カリマンタン島、ジャワ島、スラウェシ島という三つの異なる地域
の漁村でのアンケート調査のデータを用いて回帰分析し、親の学歴が高いほど子どもを学校に行かせたいと思
い、子ども自身も進学を希望すること、子どもの年齢が高いほど親が教育に対して支払おうと思う金額が高く
なること、家庭内の女子の比率が高いほど支払い意思の額が高くなること、家庭の貯蓄が多いほど教育への支
払い意思が高まること、一方で家庭の所得（月収）に関しては、調査対象に漁業従事者が多く、家庭内消費が
行われたり政府からの補助金があるなどの影響からか、教育への支払い意思額に負の影響を与えていることな
どが明らかにされた。問題意識が明確であり分析手法も優れているほか、想定とは異なる意外な分析結果につ
いても十分な検討がなされているなど、優れたグループ研究であると高く評価された。

� （懸賞論文選考委員会委員長　藤井和夫）
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❶わが国の大学を取り巻く社会情勢は
構造的に動きつつある。こうした乱世
は実力がモノを言う下克上の時代なの
で、わが経済学部も油断大敵。しかし
この場合の「力」とは一体何でしょう？
色々ありますが、私はこれからの最大
の力は逞しい個性、特に伝統に基づく

（したがって真似されにくい）個性だ
と信じます。歴史ある本学は、そのよ
うな無形資産に恵まれています。失わ
れた良き伝統を再興するのも面白い。
本誌『エコノフォーラム』も NOBLE 
STUBBORNNESS（ 高 貴 な 強 情 さ ）
の精神をもって、一つの伝統となりま
すように！（本郷）

❷今回の特集テーマは「大阪都構想」
です。大阪都構想について経済学部生
のみなさんがどのような意見を持って
いるのかを知るために、アンケート調
査をしました。アンケートの回答から
は、このトピックスに対する関心の高
さがうかがえました。今回の特集記事・

座談会には、大阪都構想の問題を考え
る上でのヒントがたくさん詰まってい
ます。ぜひ読んでいただいて、自分の
考えを深めてもらえればと思います。
最後に、今回のエコノフォーラム作成
に尽力された委員会・事務職員の皆様
に御礼申し上げます。（秋吉）

❸関西学院大学での初年度が終わろう
としている。仕事柄、現在の自分と過
去の自分の比較は容易である－パソコ
ンから過去の研究ノートを開くだけ
だ。大学院時代、特に修士課程の頃は
数週間前のノートを眺めれば過去の自
分への優越感に浸れたものだが、今や
１年前の自分は良きライバルになれそ
うである。遠からず過去の自分への劣
等感で涙が止まらなくなるに違いな
い。おそらく平均より少しだけ頭を鍛
える機会に恵まれている 31 歳である
が、まあこんなものである。今年受け
持っていた学部１年生諸賢、そして誰
よりも 12 年前の自分はもう少し焦っ
ても良いのだろう。（白井）

❹ついに『エコノフォーラム 21』の
21 を超える第 22 号が刊行されまし
た！教員、職員、そして、エコゼミの
学生さんにとって結構な作業量が要求
されるこの『エコノフォーラム』です
が、22 回も続いたことに驚き、素直
に喜んでおります。継続っていいです
ね。とはいえ、来年、原稿の依頼が来
たら「やれやれ、またか」とため息を
つくことでしょう（笑）。（T.N）

❺自分の所属学部と専門とが異なる私
にとって、本誌は経済学部で行われて
いる様々な活動の中身をつぶさに知る
ことができる重要な情報源です。いろ
んな記事を読むたびに、もっと聞きた
い、知りたいと思うことが多く、日々
自分の身近にありながらきちんと向き
合う機会を逃している自分を歯がゆく
思います。本誌の頁を気の向くままに
はぐりながら、ここにあふれる知の
きっかけに接し、新たな知的興奮の駆
動へとつなげる。経済学部生にとって、
本誌はそんな存在であってほしいと
思っています。（長谷川）

❻関西学院大学文学部を卒業した後、

新卒として入職し早くも５年という月
日が経ちました。大学時代は部活漬け
の毎日で夢の大学生ライフとはかけ離
れた日々でしたが、今では全てが楽し
かった思い出です。きれいなキャンパ
スに足を踏み入れると、わくわくし、
自然と笑顔になれる素敵な力が関学に
はあります。こんな素晴らしい環境で
日々仕事が出来ることに感謝し、これ
からも精進していきたいです。エコノ
フォーラム編集委員の皆様、エコゼミ
委員会の学生さん、そして本冊子を作
成するにあたりご協力くださった皆様
に心より感謝申し上げます。（鈴木）

❼ 2015 年４月に校友課から経済学部
事務室に異動してきた。校友課とは関
西学院と卒業生（約 20 万人）や保証
人（約 54,000 人）の窓口としての役
割が求められる部署である。関学の輝
きが増せば、これらの方々が共に喜ん
で下さり、そうでなければ…。関西学
院が多くの方に支えられ、期待されて
いることを実感する日々であった。そ
して経済学部の事務室である。学生の
みなさんが充実した学生生活を送れ
ば、関学の輝きも増す。そういったこ
とをサポートできる部署に来たことに
感謝しつつ、多くの方々の期待に応え
るような役割を果たしていきたい。

（土田）
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　チャペルアワーに礼
拝を開催しています。
ハンドベルや聖歌隊を
はじめとした学生団体
の出演も。詳細スケ
ジュールはチャペル週
報でご確認ください。

　共同作業用（主にゼ
ミ活動）に開放してい
ます。利用申込にあたっ
ては経済学部事務室に
お越しください。

　共同作業用（主にゼ
ミ活動）に開放してい
ます。利用申込にあ
たっては経済学部事務
室にお越しください。

　スポーツ大会、インゼミ大会、関
関戦の運営や、エコノフォーラムの
編集を担当するエコゼミ委員会の部
室。これらの大会参加者で相談のあ
る方は是非訪れてください。

　地下にある経済学部生の憩いの
場。自動販売機やゼミに割り当て
られているロッカーもあり、とて
も便利な部屋です。
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　各種手続や分から
ないことがあれば経
済学部事務室を訪れ
てください。

　経済学部生の憩いの
場。室内のテレビでは海
外の番組が流れていま
す。

　共同作業用（主にゼ
ミ活動）に開放してい
ます。利用申込にあ
たっては事務室にお越
しください。

　ゼミで使用する資料
等の印刷やパソコンの
貸し出し、レポートの
受理を行っています。
利用にあたってはよく
注意事項を確認して申
し込んでください。

　授業や定期試験、留
学プログラム、奨学金
をはじめとした各種情
報を掲示。重要な情報
がある場合もあるので
欠かさずチェックして
ください。
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